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　序　お兄ちゃんと魔ま法ほうの指輪







　春になると、里からお山に続く道は、萌もゆる緑で長い隧すい道どうのようになる。




　その手前にある平たい大きな石が、有あり紗さの定位置だった。腰こし掛かけ岩と呼ばれているそれより先へは、行ってはいけないと言われている。

　その日は朝から、ずっとそこに座って待っていた。

　今日は月に一度の、待ち侘わびた日なのだ。

　足をぶらぶらさせながら、飽あきもせず道の向こうを見ていると、午ひる近くになってやっと待ち人が現れた。

　黒い上着に学がく生せい帽ぼうをかぶった人ひと影かげが、若緑の中を見え隠かくれしながら近づいてくる。

　有紗はぱっと目を輝かがやかせ、石から下りて駆かけ出した。

「おにいちゃーん！」

　緑の隧道の下で、〝おにいちゃん〟が帽子をとり、こちらに向けて軽く振ふるのが見えた。

　会えたのが嬉うれしくて、勢いのまま駆け寄ったせいで転びそうになってしまう。

　間かん一いつ髪ぱつ、手と身体からだが受け止めてくれたけれど、〝おにいちゃん〟は少し呆あきれているようだった。

「お屋や敷しきで待ってろっていつも言ってるだろ。小さ夜よ子こさんは？」

　叱しかられたことすら嬉しくてたまらず、上着の裾すそにしがみついたまま有紗はにこにこしながら見上げる。

「さよちゃんもいるわよ。あそこ」

　指さして教えると、腰掛け岩のあたりにいた小夜子が、苦く笑しようしながら会え釈しやくをした。〝おにいちゃん〟のお迎むかえに行くと駄だ々だをこねた有紗に朝から付き合ってくれていたのだ。

「また朝からいたのか。飯も食べてないんじゃないだろうな」

「ううん。おにぎりたべたわ」

　そうか、とうなずき、帽子を有紗の頭にひょいと載のせてくれる。

「いい子にしてたか？」

　落ちそうになった帽子を両手で支えながら、有紗は自信を持ってうなずいた。

「うん！」

「噓うそつけ。我が儘まま言って困らせてたくせに」

　有紗の鼻先を軽く指ではじき、〝おにいちゃん〟が小夜子に会釈を返す。さすがはお見通しのようだ。

　荷物を持つという小夜子の申し出を辞退した〝おにいちゃん〟の、空いたほうの手に有紗はつかまる。お迎えに来た日はこうして手をつないでお屋敷まで帰るのが決まりだった。

　春色に染まった山里のあぜ道を歩きながら、いつものように有紗は思いつくままおしゃべりをした。

　どんな話でも〝おにいちゃん〟は相づちを返してくれる。それがまた嬉しかった。

「それでね、あのね、きのう、おじいちゃまが来たの」

　その話をした時、〝おにいちゃん〟が初めて驚おどろいた顔をした。

「桜さくら川がわ博士が？　何しに？」

「おまんじゅうもってきたみたい。それでね、ありさのなまえはね、せいようのおひめさまからもらったんだって！」

　祖父が孫まご娘むすめに饅まん頭じゆうを届けにきただけの暇ひまな人でないことなど、有紗にわかるはずもなかった。ただ、教えられた名前の由来が誇ほこらしくて、すごいだろうと自じ慢まんしたかった。

　けれども〝おにいちゃん〟は、すぐに興味をなくしたような顔に戻もどってしまった。

「ああ、知ってる」

「えー！　どうしてびっくりしないの」

「前に聞いた。おまえの名前が珍めずらしかったから。博士の師であり共同研究者だった人がアリスという名の異国人で、彼女にあやかって付けたんだと」

〝おにいちゃん〟の言葉は難しくてほとんど理解できなかった。だから有紗は、もう一つの自慢をすることにした。

「それからね、ありさが大きくなったら、ゆびわをくれるって！」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、〝おにいちゃん〟は「そうか」と言った。

「ちいちゃんがまほうの本で、ありさにはゆびわをくれるんだって。でも大きくならないと見せてくれないんだって。見せてっていったんだけど、まだちいさいからだめなんだって」

　黙だまって聞いている〝おにいちゃん〟の横顔は、ほんの少し、硬かたいように見えた。

　ごくたまに、〝おにいちゃん〟はこんな顔を見せることがある。

　それは、都会からよく一いつ緒しよに来る〝大きいおにいちゃん〟が母おも屋やのほうへ行くのを見送る時であったり、母屋で働く人たちを見かけた時であったり、いろいろだ。けれども有紗にはその理由がわからなかった。

「おにいちゃん？」

　案じるような表情で見下ろしてきたのを、きょとんとして見上げると、〝おにいちゃん〟は目を逸そらし、おもむろに道の脇わきにしゃがみこんだ。

　やがて振り返った〝おにいちゃん〟の手には、白しろ詰つめ草くさで編んだ小さな輪っかが載っていた。

「指輪、今はこれでいいだろ」

　なんだろうとのぞきこんでいた有紗は、たちまち目を輝かせる。祖父が紙に描かいて教えてくれた指輪と同じに見えたのだ。
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「わぁ……！　おにいちゃん、すごい！　おじいちゃまとおなじ、まほうつかいみたい！」

　人差し指に塡はめてくれたそれを、うっとりと見つめる。白い花が可愛かわいくて、これが指輪というものかと思うと胸がどきどきした。

　けれどもそれ以上に、〝おにいちゃん〟が自分のために作ってくれたと思うと、とても特別な感じがして、有紗はお礼を言うのも忘れてぎゅうっとしがみついた。

　ちょうど立ち上がろうとしていた〝おにいちゃん〟が、軽くよろけながら見下ろしてくる。

「何にやにやしてる」

　そう言った〝おにいちゃん〟も、少し笑っていた。よっぽど有紗が嬉しそうな顔をしていたからかもしれない。

「おにいちゃんだってー！」

「俺は笑ってない」

　真顔になって否定した〝おにいちゃん〟は、有紗の指をふと見下ろした。

「……このままずっと、大人にならなきゃいいのにな。おまえは何も知らなくていいのに」

　憂ゆう鬱うつそうに〝おにいちゃん〟がつぶやく。

　指輪をもらって喜ぶ有紗には、その言葉の意味はわかるはずもなかった。







　第一幕　乙おと女めの明らかになる秘密







　魔術博士の末裔あらわる？




　幕末から明治初期にかけて活かつ躍やくした科学博士・桜川蘭らん路じ氏の孫娘が東京市に現れたとの噂うわさが流れている。

　桜川氏は、今こん日にちの我が帝てい国こくの発展に大いなる貢こう献けんをした人物であり、その奇き跡せきのような功績と異国で学んだという幅はば広ひろい知識から【稀き代たいの魔術師】とも呼ばれ、政府関係者にも信しん奉ぽう者しやが多いといわれている。

　その末まつ裔えいたる孫娘のＡ嬢じようは、長らく行方ゆくえがわからずにいたが、現在はとある財ざい閥ばつに引き取られ、名門Ｓ女学院に通っているとのこと。

　年ねん齢れいは一六、七の頃ころ。成績優ゆう秀しゆう、入学以来毎年級長を務めており、校内でも人気の美少女だというが、詳しよう細さいは不明。

　恩人の孫娘に援えん助じよや庇ひ護ごを希望する政府高官も多く、先を競きそうごとく令嬢を捜さがしているようだ。

　本紙でも令嬢の安全保護を祈いのり、情報を募つのっている。多額報ほう酬しゆうあり。
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　走り出した車の中には、重苦しい空気がただよっていた。

　いつものように後部座席に座った有紗は、つい先ほど起こった出来事と聞かされた話を懸けん命めいに頭の中で整理しようとした。

　まだ混乱が大きくて、すぐには京きよう四し郎ろうを問い詰つめる気力が出てこない。

（あの人が、本当に京四郎さんの……）

　突つきつけられたのは驚きよう愕がくの事実ばかりだった。

　死んだはずの京四郎の兄、烏からす丸ま朔はじめが生きていた。しかも彼は警察に追われる犯罪人であり、京四郎も長年追っていたという。

　そんな彼が今度は有紗の前に現れ、連れ去ろうとした。出生の秘密を教えてやるという謎なぞめいた言葉とともに──。

　ざわざわとした不安がこみあげ、有紗はぎゅっと胸むな元もとを押さえる。

（出生の秘密って何？　桜川の娘むすめって何の話？　この指輪が祖父の形見って、どういうこと？）

　何もかも、わからないことばかりだ。

　けれどもまともに考えようとすると、手だけでなく心まで震ふるえそうになってくる。

　知りたいのに、知るのが怖こわい。これまで目をそらしていたことを突きつけられそうで。

（わたしは一いち乗じよう寺じ有紗よ。桜川なんて知らない。全然、知らないわ……）

　──ガクン、と大きく車が揺ゆれた。

「すまない。大だい丈じよう夫ぶか」

　有紗は、はっと顔をあげた。

　ミラー越ごしに京四郎と目が合う。運転の不ふ手て際ぎわで揺れたのを気き遣づかってくれたようだ。

　彼の声を聞いたからか、それともいつもと同じ冷たいような表情を見て安心したのか、少しだけ気持ちが落ち着いた気がした。

「大丈夫……です」

　知らず知らず身体からだが縮こまっていたらしい。息をついてうなずいてみせた。

「あの……、どこへ行くんですか？」

　車窓を流れる風景からは、すでに銀ぎん座ざの華はなやかさは消えている。思っていたよりも遠くに来たのかもしれない。

「ひとまず烏丸邸ていに戻もどる。後のことは侯こう爵しやくに報告してからだ」

　迷いのない答えに、有紗は思わず京四郎の顔を見つめた。

　車に戻ってくるまでは、京四郎から痛いくらいの緊きん張ちよう感かんがただよっていた。つられたように有紗も張り詰めていたのかもしれない。

（でも京四郎さんは、もう冷静さを取り戻してるみたい……）

　今なら彼もいろいろと話をしてくれるはずだ。出生の秘密という言葉を思い出すと身が竦すくみそうになるが、それでも聞いておかなければならないことは山ほどある。

　しばらく葛かつ藤とうしたものの、心を決め、有紗は口を開いた。

「あの人は……どうして警察に追われているんですか？　死んだことにしているのと関係があるんですか？」

　烏丸侯爵に報告するというのは、当然、朔と接せつ触しよくしたことについてだろう。つまりは侯爵、はては一族すべてが朔の偽ぎ装そう死と過去に関かかわっている可能性がある。

　いわば烏丸家の暗部に関することだから教えてくれないかもしれないが、一連の事件においてもっとも気になるのはそれだった。

　京四郎は少しの間何も言わなかった。

　だがそれは言葉を選んでいるだけだったようで、やがていつもの声で答えてくれた。

「三年前、政府の役所が連続して爆ばく破はされる事件が起こった。反政府の組織の犯行だと警察はにらみ、大小様々の結社が摘てき発はつされたが、結局真相はわからないまま捜そう査さは継けい続ぞくされている。──というのが現在の表向きの状じよう況きようだ」

「実際には違ちがうんですね？」

「実際には役所の爆破ではなく、科学研究所の襲しゆう撃げきだった」

「科学研究所……？」

　またの名を魔術研究所だな、と京四郎がさらりと言う。

「政府が極ごく秘ひ裏りにやっている研究だから、事件は表おもて沙ざ汰たになっていない。警察をごまかしたまま、軍だけで鎮ちん圧あつにあたることになった。その過程でわかったのが、襲撃したとされるのが三日月党と呼ばれる結社であること、そしてその首しゆ魁かいが烏丸朔だということだった」

　有紗はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　京四郎は淡たん々たんと話しているが、それはとんでもない大おお騒さわぎになったのではないだろうか。

「身み柄がらの引き渡わたしを求められたが、その時点で朔は行方をくらましていた。侯爵は軍上層部に烏丸家で片を付けると話をつけ、軍もそれを了りよう承しようした。代々お上から特別に任務を仰おおせつかっている一族に、政府も軍部も表立って罰ばつを下すことができなかったらしい。それで、私と一族の中から選ばれた数人が朔の行方を追うことになった」

「じゃあ……三年前から、ずっと？」

「ああ。といっても私は軍での仕事もあったから、東京に残って各地から集まる情報を確かく認にんするのが主な役目だったがね」

　なんでもないような口調だった。それがかえって重みを感じさせ、有紗は圧あつ倒とうされて彼の顔を見つめた。

　そんなに長い間、兄だった人を犯罪者として追っていたなんて。

　しかも京四郎は軍人だったのだ。軍に属したまま、軍に追われる人物のことを身内でありながら捜し続けるのは、計り知れない苦労があっただろう。

「……どうして、魔術研究所を襲撃したりなんてしたんでしょうか。一体なんのために……」

　文明開化の花開く中、国は西洋からさまざまなものを取り入れ、発展してきた。その一つが西洋魔術であり、人々が知らないところで生活の中に浸しん透とうしているという。

　その一方で、日本古来の神しん道とう文化とぶつかることでひずみが生まれ、【闇やみ】と呼ばれる異空間ができたり、暗黒世界に身を堕おとす人も出てきている。朔もその一人だったのだろうか？

　声の暗さに気づいたのか、京四郎がちらりとミラー越しに後ろを見た。

「今の日本を動かしているのは、西洋からもたらされた科学と呼ばれる魔術だ。だがこれには限界量がある。国はいずれ魔術の枯こ渇かつがくることを見越して、自分たちの手でそれを作り出す研究を始めた。その陣じん頭とうに立っていたのが桜川蘭路という科学博士だった」

「！」

　突とつ然ぜんその名前を出され、どきりとする。

　だが京四郎がそれ以上、彼について言げん及きゆうすることはなかった。

「研究が成功し、人造魔術が生み出せれば、それが日本を動かしていくことになる。手にした者が国のすべてを操あやつることも可能かもしれない。それほど莫ばく大だいな利益を生むものだ。だから研究を主導する政府も、それを奪うばおうとする輩やからたちも血ち眼まなこになっているのさ。三日月党もそういった勢力の一つだよ」

　つまりは富をめぐる様々な勢力の争いということらしい。魅み力りよく的なのはわかるし、人造魔ま術じゆつというものに興味もあるが、所しよ詮せんは遠い世界のことだと思うと実感がわかなかった。

　それによって悲しむ人たちがいることのほうが、有紗にとっては重大だ。

「その事件があったから、菫すみ子れこさまとの縁えん談だんは破談になったということですよね。おかわいそうに……どんなにショックでいらしたかしら」

　大きな事件を起こし、追われる身になった朔を大事な娘の結けつ婚こん相手にするわけには菫子の両親もいかなかっただろう。納なつ得とくがいったが、何も知らなかったであろう菫子がやはり気の毒でならない。

「でも、この前はどうしてまた菫子さまの前に現れたりしたのかしら」

　帝てい都とホテルでのことを思い出してつぶやくと、ああ、と京四郎が答えた。

「菫子に聞いた。朔は菫子に研究を手伝わせようとしていたようだ。あの白紙の手紙は呼び出し状のようなものだったらしい」

「研究って、魔術のですか？　そんな……、どうやって？」

「……」

　京四郎は口を開きかけたが、思い直したようにつぐんでしまった。

　その表情に嫌けん悪おのようなものがあったので、有紗は驚おどろいて見つめた。彼の兄に対する感情の中には、思った以上に複雑で重いものがあるようだ。

　なんとなく察したので、話を変えることにする。

「あの人、この指輪のことを知っていたみたいですけど……。もしかして魔術研究する人の間では有名なものなんですか？　いろいろと不思議な力があるみたいだし……」

「……有名だよ。その指輪と、桜の書と呼ばれる書物が、桜川博士の二大遺産といわれるものだ」

　有紗は目を丸くして指輪を見た。

「でも、これは烏丸家に代々伝わるものなんじゃ？」

「家宝であるのは間違いない。正確には桜川家から預かって守っているものだ」

　またその名が出てきて、びくりとしてしまう。

　桜川。自分と関係があるらしいその名の人物が、一連の事件の鍵かぎのようだ。

「桜の書……って……？」

　気になるのに、どんな人なのかという質問がどうしても口にできず、有紗はおそるおそる別のことを訊たずねた。

「博士が記した魔術書だ。あらゆる西洋魔術が記されているとされている。実際はどんなものかわからないが、いろんな勢力が喉のどから手が出るほど欲しがっているものさ。もちろん政府も例外じゃない」

「それはどこにあるんですか？」

　京四郎は少し間を空け、答えた。

「一乗寺家に保管されていた」

「……うちに!?」

「孝こう介すけさんが──君の父上が家を出た時に、桜の書も消えた。持って出ていったとみるのが妥だ当とうだろう」

　有紗は絶句して指輪を見下ろした。

　どこにあるのかと何気なく訊きいただけだったのに、一体どういうことなのだろう。

（お父さまが、どうして!?　お父さまも魔術の研究のことを知っていたの？　そもそも、どうしてそんなものがうちにあるの……!?）

　一いつ旦たんは収まったはずの不安が、怒ど濤とうのようにこみあげてくる。

　町の片かた隅すみの小さな薬種屋の主人にすぎない父が、なぜそんな魔術書を持っていたのか。

　そして、なぜそれを持って出ていったのか。それきり行方ゆくえがわからないのは、もしかしたらよからぬことに巻き込まれているのではないだろうか。

（あ……）

　ふいに父の真しん剣けんな顔が脳のう裏りにうかび、有紗は思わず頭を押さえた。

　あれはいつのことだったろう？　そう昔の話ではないはず。

『これは桜の書というんだ。有紗が大人になったら、譲ゆずるつもりでいる──』

　中庭の工こう房ぼうでそう言われたことが、突然よみがえった。

（あれ……？　どうして？　わたし、桜の書のこと……知っていた？）

　ほんの今まで思い出せなかったのに。これはなんの記き憶おくだろう？

　混乱するばかりで何もわからないが、同時に嫌いやな予感がしていた。

　何か悪いことが起こりそうな──いや、すでにもう巻き込まれているのか。

（お父さまだけじゃない、わたしも当事者なのかもしれない。だとしたら──）

　優やさしい母と、元気な弟たちの顔が次々浮うかぶ。父が危険な目に遭あっているかもしれない今、他ほかの家族も危ないのではないだろうか？

　そう思ったらいてもたってもいられなくなった。有紗は思わず運転席にしがみついた。

「あのっ、父は無事なんでしょうか？　桜の書を持っているっていうことは、狙ねらわれるんじゃありませんか？」

　焦あせって問いただしたが、京四郎は反応せずに前を見ている。

「あの、京四郎さん？　わたし、家に帰って母にいろいろ訊きたいことが……」

　ここにきてごまかされるのかと、身を乗り出したところで、彼がぼそりと言った。

「何かあったな」

「──えっ？」

　彼の目線を追った有紗は、目を瞠みはった。

　いつのまにか見慣れた烏丸邸が近くに見えている。

　通り沿いには車が何台も停とまっており、固く閉とざされた門の前に黒山の人だかりができていた。ほとんどは野や次じ馬うまのようだが、中には制服警官の姿が何人もある。

　何事だろうと車窓越ごしに目を凝こらしていると、人ひと混ごみの中に見知った顔を見つけた。

「あ！　醍だい醐ごさん!?」

　女記者の醍醐が、門前で警官と激しく言い争っていたのだ。というより、彼女が懸けん命めいに何か訴うつたえており、警官のほうは胡う散さん臭くさそうに彼女を見ているという感じだろうか。

「どうしたんでしょう、こんなところで……。お屋や敷しきのほうは静かみたいですけど──、って、京四郎さん？」

　ゆっくりと人だかりの横を通り抜ぬけた車は、止まることなく走り続けている。

　烏丸邸と門前の騒さわぎがあっという間に車窓の後ろへ小さくなったのを見て、驚いて運転席へ目をやると、彼の硬かたい表情に気づいた。

「報告は後だ。今は屋敷を離はなれたほうがいい」

　声にも緊きん張ちよう感かんが戻もどってきている。有紗は息を吞のみ、背後の光景を振ふり返った。

　朔に連れ去られそうになったばかりだというのに、こちらでも何か起こったのだろうか？

　やはり自分の想像を超こえたことが始まっているのだ。

　恐おそろしくなってきて、有紗は胸を押さえて訴えた。

「お願いします、家に向かってください！　……確かめたいことがあるんです」

　家族の無事と安全を確かめたら──母に訊きたいことがある。

　声が震ふるえたのに気づかれただろうか。京四郎は反対することもなく、一乗寺家の方角へとハンドルを切った。
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　何事もなければいい。家に帰れば家族がいつもの顔で迎むかえてくれるはず──。

　そう祈いのるような思いでいた有紗だが、自宅に続く通りへ入った途と端たん、どくんと大きく胸が鳴るのがわかった。

　田んぼや畑が点在するのどかな住宅街。そのけっして広いとはいえない通り沿いに、ずらりと何台もの車が停まっていたのだ。

「噓うそ……！　何なの？」

　思わず声をうわずらせた時、乗っていた車が止まった。

　いつもなら自宅の前につけられるのだが、他の車が塞ふさいでいるため、これ以上進めないのだ。すぐにそれを察し、ドアに手をかける。

「すみません、わたし先に行きます！」

「待て、一人で──」

　行くな、という京四郎の声が追いかけてきたが、その時にはもう車の外に飛び出していた。

　家に向かって駆かけながら、連なって停まっている車に視線を走らせる。

　警けい戒かい心しんは一いつ瞬しゆんで驚きに変わった。どの車も運転手に見覚えがある。

（六ろく条じよう家の車だわ！　じゃあ来てるのは伯父おじさまたちなの？）

　いびられてばかりだし、いけすかない人たちだが、ちょっとだけ安心した。少なくとも母や弟たちに危害を加えることはしないからだ。

（でも、一体何しに？　こんなに車があるってことは、伯父さまたち全員と、他にも誰だれかが来ているみたいだけど……）

　伯父たちが集合してやってくるなんて、ろくな用件ではないに違ちがいない。

　戻ってきた警戒心を抱いだきながら、門から駆け込み、玄げん関かんを開けた。

　広くはない玄関の三和土たたきに、いくつもの男物の靴くつがある。それらにも見覚えがあった。

「──お父さん、叔父おじさんたちも、本気で仰おつしやってるんですか？　そんなあやしげな記事を鵜う吞のみにするなんて、どうかしていますよ」

　最初に耳に飛び込んできたのは意外な人の声だった。

　いつにない強い口調に、有紗はびくりとして耳をそばだてる。

（慧けい兄さま？）

　従兄いとこの慧けい一いち郎ろうの声だった。伯父たち以外の客は彼だったようだ。

　そっと靴を脱ぬいで玄関をあがり、居間に通じる戸に近づくと、言い争う声が聞こえてきた。

「だが、書かれている特とく徴ちようは有紗と符ふ合ごうしているだろう。Ｓ女学院は静せい華か女学院、Ａ嬢じようは有紗。入学以来毎年級長をしているというのも同じだ」

「たったそれだけのことで……。言いがかりみたいなものじゃありませんか」

「言いがかりとはなんだ！　ちゃんと人をやって調べさせたからこそ、こうして確かめに来ているんだろうが」

「今や東京中の富ふ豪ごう階級がその令嬢を探しているんだぞ。我々が保護しないとどうなることか」

「そうだとも。桜川蘭路という人物がどれだけ立派だったか。その孫まご娘むすめならば、丁てい重ちように扱あつかわんといかんだろう」

「ですから、それがどうして有紗ちゃんだって決めつけるんですか！」

　抗こう議ぎするような慧一郎の声に、立ちすくんでいた有紗は思わず身を震わせた。

　自分の話をしているのはわかった、けれど──。

（桜川蘭路って、京四郎さんのお話にあった科学博士のことよね？　でも、孫娘って一体なんのこと？　これって、わたしの話なんじゃないの……？）

　朔に呼びかけられた『桜川の娘』という言葉、祖父の形見だという指輪。

　考えないように、目をそむけようとしていたことを思い出し、息苦しくなってくる。

「もういい。慧一郎、おまえは黙だまっていろ。──小夜子、今日はそのことを確かめにきたのだ」

　慧一郎の父である明あきら伯父が、苛いら立だったようにやりとりを遮さえぎった。

「本当のことを話せ。有紗は、おまえと孝介の娘ではないな？」

「……！」

　投げかけられた問いに、胸を貫つらぬかれたような気がした。

　今まで自分でも明確に疑問に持たないようにしていたことを、こんなにもはっきりと言葉に出されたのがショックで、鼓こ動どうがみるみる速くなっていく。

「常々不ふ審しんに思っていたのだ。あれはおまえたちのどちらにも似ていない。妙みように勝ち気で如じよ才さいないというか……。いや、それはいい。おまえたちも何か事情があって貰もらい子ごを育ててきたのだろう。その想おもいを汲くんで、私も悪いようにするつもりはない」

　明のいつにない神しん妙みような声が、静まりかえった居間に響ひびいている。

「これまでどおり、六条の家で面めん倒どうを見ようと思っている。だが、ここまで大々的に報道されてしまっては、名乗らないわけにはいかん。六条家で保護していると発表し、各所に圧力をかけねば騒ぎは収まらないだろう。何しろ政府の高官たちがこぞって探しているというのだからな。まあ、そちらのほうも、一目でも顔を見せてやれば満足するだろうさ」

「……」

「小夜子。そういうわけだから、一刻も早く事実を公表せねばならんのだ。これは有紗のためでもあるのだぞ。有紗が東京中の新聞屋や情報屋に追われて肩かた身みの狭せまい思いをするのは、おまえも本意ではないだろう？」

　明が熱心に語りかけているというのに、小夜子は黙ったままだ。

　顔が見えないだけに、その沈ちん黙もくはますます不安と焦しよう燥そうをかきたてた。

　たまらず有紗が戸に手をかけようとした時、ようやく細い声がした。

「……お兄さま方は、政府高官とのつながりが欲しいのでしょう？　桜川博士の孫娘の安全をはかりたいというのはただの建て前で」

「何を言うか！　そんなことはない」

「そうでなければ、世間に発表しようだなんてお考えになるはずがありません。知られてしまったら、一体どんな危険がふりそそぐかわからないというのに」

　しとやかながらも毅き然ぜんとした物言いに、明は一瞬怯ひるんだのか黙り込む。

　代わりに慧一郎の憤ふん然ぜんとした声が割って入った。

「お父さん！　そんなふうに目もく論ろんでいたんですか？　有紗ちゃんを道具みたいに扱おうとするのはやめてくださいと言ったでしょう！」

「おまえは黙っていろと言っただろう！」

「伯父さま！」

　弟の玲れい弥やが耐たえかねたように叫さけぶ声がした。

「姉さんは、僕たちの本当の姉さんです。おかしな新聞に惑まどわされて、変なことを言わないでください！」

　普ふ段だん大人しい彼が怒おこっているのが、戸越ごしにも手に取るようにわかった。

　息を吞んで棒立ちになっている有紗の耳に、「ええい、黙れ！」と明が癇かん癪しやくを起こしたのが聞こえた。

「この際理由などどうでもいい！　どちらにしろ、いずれはどこの者かが有紗の素す姓じようをつかんでここへやってくるぞ。そうなればどのみち世間には知られることになる。我々の保護下にいたほうがよほど安全だとは思わないのか、小夜子」

「……」

「おまえの娘でなかろうと放ほう逐ちくすることはない。言うんだ。有紗は桜川蘭路の孫娘なのだな？」

　決めつけるような厳しい口調に、戸の向こうは再び静まりかえる。

　有紗は唇くちびるを引き結び、戸に手をかけた。

　母は肯こう定ていしない代わりに否定もしていない。それが何を意味するのか、自分の目で見て、自分の口から訊きいてみたかった。

　勢いよく戸を引くと、中にいた全員が驚おどろいた顔でこちらを見た。

　三人の伯父、慧一郎、母の小夜子、弟の玲弥、そして唯ゆい人とと凜りん之の介すけ。誰もが突とつ然ぜん現れた有紗に目を瞠みはっている。

　中でも小夜子の顔が見る間に青ざめたことに、有紗は気がついた。

「お母さま。伯父さま方が仰ったことは、本当なの？」

　声が震ふるえていたが、口からこぼれる問いは止められなかった。

「わたしは、桜川という人の孫なの？」

「有紗ちゃん……」

「お父さまとお母さまの娘じゃないの？」

　次々に繰くり出される問いに、小夜子は立ち上がりかけたまま、物も言えないふうに凍こおりついている。

　その表情が、答えのようなものだった。

「…………違うのね？」

　悟さとった途と端たん、涙なみだがあふれるのがわかった。

「有紗ちゃん！」

「姉さん！」

　引き留める声すら耳に入らないほど打ちのめされ、踵きびすを返す。

　京四郎とすれ違ちがったような気がしたが、確かめる余よ裕ゆうもなく、有紗は玄げん関かんから飛び出した。







　有紗が出ていくのを、誰だれもが呆ぼう然ぜんとして見送った。

　あまりに突然のことに、咄とつ嗟さに動くことができなかったのだ。だが、それはほんのわずかな間だった。

　小夜子と慧一郎がほぼ同時に立ち上がり、後を追おうとした時、明が苦虫をかみつぶしたような顔でため息をついた。さすがに決まりが悪かったのか。

「間の悪い。もっと早くに因果を含ふくめていればよかったものを」

　居間を出ようとしていた慧一郎が、キッと振ふり返る。

「いい加減にしてください！　急にこんなことになって傷ついているだろうに、可哀かわい相そうとは思わないんですか!?」

「私が何をしたというのだ！　もとはといえば、貰い子だというのを今日まで黙っていた小夜子と孝介が悪いのだろう！　女学校にまで入れてやって面倒を見てきたというのに、責められる覚えはな──」

「たぁッ!!」

「ぐほっ！」

　いきなり背中に蹴けりを入れられ、明が前へのめった。

　彼の背後に仁に王おう立だちになっているのは、唯人と凜之介だった。その手にはいつのまにか新聞紙を丸めて作った刀が握にぎられている。

「伯父おじ上どの！　よくも姉上を泣かせてくれたな！」

「くれたな！」

「姉上をいじめるのは、この拙せつ者しやがゆるさん！　いくぞ、凜之介！」

「うんっ！」

　きりりと眉まゆをつりあげた二人は、「やーっ！」「とぉっ！」と勇ましく声をあげながら明をぽかぽか叩たたき始めた。

「ちょっ……、やめんかっ、こら！」

「何をする……ギャッ」

　小さな二人の攻こう撃げきは容よう赦しやなく下の伯父たちにも向かい、さながら乱らん闘とうの態ていになってしまった。

「二人とも、やめなさい！」

　慌あわてて慧一郎が止めようとするが、子どもたちは聞く耳もたずだ。

「唯人ちゃん、凜之介ちゃん、おやめなさ──」

「お母さん」

　同じく止めようとした小夜子に、玲弥が真しん剣けんな顔で詰つめ寄った。

「本当にそうなの？　姉さんは、養子だったの？」

「玲弥ちゃん……」

「僕たちと血がつながってないということ？」

　ためらうように小夜子が目を伏ふせる。玲弥はそんな母を見て唇をかんだ。

「……それでもいいよ。僕たちを可愛かわいがってくれたことに代わりはないんだから」

「……」

「姉さんは姉さんだもの。またここでみんなで暮らそうよ。いいんでしょう？　僕、連れ戻もどしてくる」

　踵を返して居間を出ようとした玲弥だったが、ふいにぬっと背後から現れた影かげに、驚いて目をやった。

　入ってきた青年が、伯父に攻撃中の子どもたちの襟えり首くびを軽々つかんでひきはがす。

「そのへんにしておけ」

「だ……大だい魔ま神じん！」

　目を丸くして唯人が叫ぶ。

　その呼び名で玲弥もようやく、それが京四郎だと気づいた。

「でも、姉上をいじめたのだ。おしおきしないと！」

「お仕置きなら私が後でやっておく。心配するな」

　ちらりと冷たい目を向けられ、よれよれになっていた伯父たちは心なしかびくりとしたようだった。

「大魔神がおしおきするのか。ではまかせるとするか、凜之介！」

「うん！」

　満足げにうなずく唯人と凜之介を放し、京四郎がこちらを一いち瞥べつする。

「君も心配しなくていい。彼女は私が追いかける」

　そっけなく言うなり、さっさと居間を出ていってしまった。

　その素す早ばやさに呆あつ気けにとられていた玲弥は、やがて出で遅おくれたことに気づき、カッと頰ほおが熱くなった。

（心配しなくていい？　なんで弟の僕が、他人のあの人にそんなふうに言われなくちゃならないんだ？　一体何様のつもりでうちにずかずか入り込んでくるんだ）

　この気持ちはなんなのだろう。一いつ瞬しゆんだが、負けた、と思わされた自分がいた気がする。小さな子どものようにあしらわれたようで、それも悔くやしい。

　どうしようもなく腹が立ち、急いで後を追おうとした。

「いや、僕が行きます！」

「玲弥ちゃん」

　急に腕うでを引き留められ、驚いて振り返る。

「いいのよ。烏丸さまにお任せして」

「どうして……！　だってあの人は部外者で」

「いいの」

　頑がんとした口調だった。

　戸と惑まどって見つめた玲弥は、母の表情が変わったことに気づいた。

　それは、すべてを明らかにする覚かく悟ごを決めたような、凜りんとした強い表情だった。
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　家を飛び出し、あてもなく走って──。

　気がつくと、有紗は小川のほとりに座り込んでいた。

　自宅からほど近く、街中にありながら水が澄すんでいるため、時々、芹せりや薬草を採りに来ていた。弟たちと水遊びをしたこともある。

　結局はどこへも行けず、近くの見知った場所にしか行き場がないのだと思うと、また涙が出てきてしまった。

（お父さまと一いつ緒しよに薬草を探しにきたし、お母さまとは芹や川かわ海苔のりを摘つんだわ。玲ちゃんとは小さい頃ころから何度も遊んだし、唯ちゃんと凜ちゃんと手をつないでお散歩した……）

　楽しかった思い出しかないのに、自分だけが、彼らと家族ではなかったのだ。

　自分の中にあった太い柱が折れてしまったようで、どうしていいかわからなくなった。

　父の仕事を手伝い、父がいなくなってからは母を助けるため駆かけ回り、弟たちのためならと働き口も探した。大変なこともあったが、それもこれも家族がいたからできたことだった。

　けれども、今の自分には〝家族〟という支えがなくなってしまったのだ。それがこんなにも心細いことだなんて知らなかった。

（これからどうしたらいいの。家には帰れないし、どこにも行くところがない……）

　はやく働きに出て自立したいと思っていたのに、今の自分にそれができるかといえば自信がなかった。大人の世界のことを何も知らなすぎる。

　伯父たちのいびりに負けるかと奮起し、生活費くらい稼かせいでみせると意気込んでいたけれど、結局は六条家や一乗寺家のみんなに守られていたからできたことなのだ。

（守られていたし、頼たよっていたんだわ。でももう、誰のことも頼るわけにはいかなくなっちゃった）

　家族だけでなく、馨かおるとも慧一郎とも血がつながっていなかった。もう今までのように接することができないと思うと、悲しくて、涙なみだが止まらなかった。

　小川のせせらぎにまじって砂じや利りを踏ふむ音が聞こえたのは、あたりが薄うす暗ぐらくなった頃だった。

「──ここにいたのか」

　ため息まじりの声が近づいてくる。

　京四郎だというのはすぐにわかったが、泣き顔で応対するのが嫌いやで振ふり向くことができなかった。急いで涙をぬぐい、黙だまったまま水面を見つめているしかない。

　傍そばまできた足音が、隣となりで止まった。うつむいた視界に彼の靴くつが入ってくる。

「水辺にいると冷えるぞ」

「……」

「いろいろあって疲つかれただろう。帰って休むといい」

　らしくもない優やさしい言葉だったが、今の有紗にはつらい台詞せりふでもあった。

「帰るって……どこへですか？　わたしは一乗寺の家の子じゃないのに。帰るところなんかありません」

　そうやって言い返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　半分は八つ当たりだったかもしれないが、事実をまた突つきつけられたようで涙がこみあげてくる。

　しばしの沈ちん黙もくの後、静かな声が返ってきた。

「血がつながっていないとわかったら、もう家族じゃなくなったか？」

　どきりと胸がうずいた。

「そういう……わけじゃ……」

　そんなことはない。両親のことは変わらず敬愛する気持ちはあるし、弟たちを愛いとしく思うのも前と同じだ。だからこそ、あの場所から弾はじかれてしまったようで悲しいのだ。

「誰だれも君を追い出そうなどとは考えていない。わかっているだろう、自分でも」

「……」

　それもなんとなくわかっている。きっとこれからも変わらない態度でいてくれるだろうというのも、戻っておいでと言ってくれるのではということも。

　だがそう期待すればするほど、心細くて悲しい思いは消えなかった。

「でも……わたしが実の子じゃなかったという事実は、変わらないんでしょ。同じように優しくされても、たぶん、以前と全部同じようにはいかない……。わたしはよその子だって、わたし自身が思っちゃうんですもの」

　泣いていることを隠かくす余よ裕ゆうもなくなり、有紗はすすりあげながら言った。

　涙と一緒に、こらえていた気持ちもあふれだして止まらなくなる。

「本当は……前からうすうす気づいていたんです。玲ちゃんとわたしは歳が近すぎるし、わたしだけ家族の誰にも似ていないし、なのに玲ちゃんは慧兄さまそっくりで……。だから、貰もらい子ごならきっとわたしのほうなんだろうなって……。それでもいいと思ってたんです。玲ちゃんがれっきとしたうちの子なら、ちゃんと上の学校にも行かせてもらえるはずだし、玲ちゃんが貰い子じゃなくてよかった……って……」

　これまでは誰にも言えなかった。

　玲弥が慧一郎に似ている、ひいては六条家と確かに血がつながっているのだと感じるたびに安あん堵どしていたこと。そして、一方では自分の出自を不安に思っていたことを。

　誰にも似ていないなんて気のせいだと自分をごまかしてきた。その不安が現実になる日がくるなんて考えたくなくて、ずっと目を背そむけていたのだ。

「だから……だから、これでよかった……」

　そう思うしかない。玲弥のほうが養子だったら、きっと自分がそうだった時よりショックだっただろうから。

　弟たちはこのまま幸せになれるはず。だからよかったと思うのは本心だ。

　ただ、自分は一人になってしまったという思いが消えない。たとえ一乗寺の家族が迎むかえ入れてくれたとしても、この心細さは変わらない気がする。

「君は一人じゃない」

　ふいに京四郎が言った。

　心の中を読まれた気がして、有紗は驚おどろいて顔をあげる。

　戸惑っていると、傍で見下ろしていた彼がすっと手を差しのべた。

「私のところにくればいいだけの話だ。一人になりようがない」

「……」

「帰るぞ」

　あまりにも堂々と言われたので、反論する余地もなかった。

　気がつけば、促うながすように伸のばされた手に、自分の掌てのひらを重ねていた。

　軽々と引き起こされ、立ち上がりながら、有紗はおずおずと彼の顔を見上げる。

「なんだ」

「あ……。その、ご迷めい惑わくじゃないのかなと、思って」

　京四郎は無表情のまま懐ふところに手を入れた。

　いつもなら、ふんと鼻で笑われそうな空気だったが、代わりに彼は懐から取り出したものを有紗の顔に押しつけた。

「ひゃ！」

　いきなり何をするのかと抗こう議ぎしようとしたのは一いつ瞬しゆんだった。それが綺き麗れいなハンカチだとわかり、有紗は口をつぐむ。

　あまりにもひどい泣き顔だったからハンカチを貸してくれたのだろう。見られて恥はずかしいと思う暇ひまもなく、彼は言った。

「自分がこの世に一人きりだという妄もう想そうは若い頃なら誰しもするものだが、歳をとればそうでもないことになってくる。面めん倒どうだがな」

　押しつけていた指を離はなされ、ハンカチが落ちそうになる。慌あわてて両手で支えながら見上げると、京四郎がいつもの顔で見つめていた。

「たとえ誰がいなくなろうと、私が傍にいるからいいだろ」

　憎にくまれ口かと思うような、ぶっきらぼうな口調だった。

　少し遅おくれて意味を理解した途と端たん、心臓が飛び跳はねるくらいびっくりした。

　返事もできずに固まっている有紗を、京四郎が眉まゆをひそめて見る。

「不満か」

「ふ……、め、めっそうもないです！」

　慌ててぶんぶんと頭かぶりを振りながら、顔が熱くなっていくのを止められなかった。

　涙を拭ふくふりをして、それをハンカチで隠す。

　そんなことを言われると思っていなかったし、彼がそんな台詞を言うとも思っていなかった。彼のことだから甘い意味で言ったのではないだろうけれど、それでも動どう揺ようするには充じゆう分ぶんすぎて、また涙が出てきてしまう。

　ここは乙おと女めとして言い返したほうがいいのかとうろたえていたが、ふと気がついた。

（……違ちがうわ。わたし、ほっとしているんだ）

　傍にいてやると言ってくれる人がいたことに。だからこんなに涙が出るのかもしれない。

　そんなことを冗じよう談だんでは絶対に言わないであろう人が言ってくれたから、本心なのだとわかって、嬉うれしかったのだ。

　大事なものがなくなったと思いこんで泣いている娘むすめに、今一番欲しい言葉だと思ってくれたのだろう。

（やっぱり、京四郎さんは優しい人なんだわ）

　意地悪だと罵ののしったこともある相手なのに、一いつ緒しよにいるだけでこんなにも安心できる。

　そう思うのは彼の掌が温かいからだろうかと、ぼんやり考えながら有紗は手を引かれるまま歩き出した。

　一人になったという暗い気持ちは、不思議なことに、いつのまにかなくなっていた。







　第二幕　乙女と青年の逃とう避ひ行こう







　再び車に乗り込んで、たどり着いた先は意外な場所だった。

「え……、ここに泊とまるんですか？」

　そびえる白はく亜あの建物を見上げ、有紗はいろんな意味で戸と惑まどってしまった。

　そこは東京でも有数の高級ホテルだったのだ。

　先日の婚こん約やく披ひ露ろうパーティーのような理由があればまだしも、自分のような庶しよ民みんが気安く出入りできるような場所ではない。興味はあっても、気き後おくれのほうが大きかった。

　ぽかんとしている有紗をよそに、京四郎はすたすたと中へ入っていく。

「置いていくぞ」

「あっ、待ってください！」

　慌てて後を追いかけ、一緒に扉とびらをくぐる。出入り口の係員の視線を感じて、ますます落ち着かない気分になった。

「何をおどおどしてる」

　怪け訝げんそうに言われ、ひそひそと言い返す。

「だって。わたしの恰かつ好こうを見てください。いろいろあって泥どろだらけだし、こんなところに来るような服装じゃないでしょう」

　学校の帰りに散々走ったり転んだりしたせいで、自じ慢まんの袴はかまはあちこち汚よごれてしまっていた。

　幸い客の姿は少ないが、それでも人目を気にしてそわそわする有紗に、京四郎は一いち瞥べつしただけでさっさと受付へ向かってしまう。

「ふん」

「ま、また鼻で笑いましたねっ」

　小声での抗議を無視し、京四郎は受付の係が差し出した紙にペンを走らせた。

　宿しゆく泊はく者しやの名前を書くもののようだが、彼が記したのは知らない名だった。念のために偽ぎ名めいを使うようだ。

　受付の男がそれをちらりと見る。埃ほこりまみれの女学生を連れた客に好こう奇きの目を向けることもなく、彼は淡たん々たんと案内をした。

「お部屋は二階の一五号室でございます」

「どうも」

　そっけなく言って鍵かぎを受け取り、京四郎が廊ろう下かの奥へと歩き出す。

　急いで追いかけながら、有紗は内心驚いていた。

「意外だわ。こんな高級ホテルなのに、係の人がお部屋に案内してくれないなんて」

　階段室へ入り、誰だれもいないのを確かく認にんしてからつぶやくと、興味のなさそうな声が返ってきた。

「本来はそうだろうさ。今回は常連だから放ほうっておいてくれただけだ」

「えっ。京四郎さん、常連客なんですか？」

　さすがは烏丸家の御おん曹ぞう司しだと感心して見上げると、彼はあっさり否定した。

「個人的に使うわけじゃない。軍の任務で利用する隠かくれ家がの一つがここなんだ。ホテル側もわかっているから、受付であの名前を書けば二一五号室へ通してくれることになっている」

「隠れ家……。このホテルが？」

　またしても驚おどろきの事実だった。軍の隠れ家というからには、もっとそれらしい場所を想像していたのだ。まさか時代の最さい先せん端たんをいくホテルの一室だったとは。

　目当ての部屋に着くと、京四郎は鍵を開け、中を確認してから有紗に入るよう促した。

　西洋風の部屋にはこざっぱりしたベッドと机、椅い子す、それからソファが置いてある。三つある窓には白いカーテンがかかっていた。

「そんなに意外だったか」

　ふいに京四郎が言ったので、室内を見回していた有紗はどきっとして振ふり返る。会話の続きだと気づいて、大きくうなずいた。

「意外ですとも。陸軍がこんなホテルを隠れ家にしているなんて」

「地理的にいろいろ動きやすいから、それだけの理由だよ。深い意味はない。贔ひい屓きにしてやることでホテル側の協力も得られる」

　京四郎はさりげなくカーテンの外を確かめている。

「こんな事態になっては烏丸邸に連れていくわけにもいかないからな。私が個人的に所有する屋や敷しきもあるが、そちらも朔の手が回っているおそれがある。それで無難なところを選んだだけだ」

「……」

　有紗は何か言おうとしたが、結局は口をつぐんだまま小さくうなずいた。

　一乗寺の家を飛び出し、川辺で泣いているところを彼に連れ出された後、車に戻もどる途と中ちゆうで母の小夜子と会った。

　心配で追ってきたようだったが、動揺して言葉を交かわせそうになかった。代わりに京四郎が話をしてくれ、それきり母とは別れて車に乗ったのだが、そこで彼が母に聞いたことを教えてくれた。

『一部の新聞に桜川博士の孫まご娘むすめが現れたという記事が出たらしい。載のっていた情報によると、それが君だと匂におわせていたそうだ。伯父おじ君たちはどこかから話を吹ふき込まれ、それを小夜子さんに確かめにきたようだな』

　政府高官が援えん助じよを希望しているというので、売りこみたい事業家たちが血ち眼まなこで探しているのだという。

　伯父たちのことだから、有紗の身を心配しているのではなく、政府とのつながりを求めてのことだろう。それは別にいい。

　気になるのは、その後に続いた言葉だった。

『おそらくその記事は朔の一派が書かせたものだろう。菫子と同じ女学校ということである程度の身元は割れるが、居所まではわからなかったはずだ。それで人目を引く記事をばらまいた。伯父君たちは見事に釣つられたというわけだ』

　それを聞いた時は、身み震ぶるいがする思いだった。

　もし伯父たちが有紗のことを発表すれば、朔率いる三日月党に居所が知られ、狙ねらわれることになったかもしれない。

　いや、もしかしたらすでに知られているのではないだろうか。あんなふうに騒そう々ぞうしく押しかけてきたのだ。察知されて一乗寺の家族にも迷めい惑わくがかかるのでは──。

　京四郎は有紗のそんな不安を『心配しなくていい』と振り払はらってくれ、とりあえず身を隠すのを優先するよう諭さとされた。軍の護衛を向かわせるからという言葉に少し安心し、彼についてきたのだ。

（どうして三日月党はわたしを探しているのかしら。わたしが、桜川博士という人の孫だからなの……？）

　やはりそうなのだろうか？　有紗個人には烏丸朔との間に因いん縁ねんなどないから、理由といえばそれしかないのだけれど──。

　考え始めると暗い気分になってくる。一乗寺の両親の娘むすめではないと知ったばかりの今、桜川博士との関係について問いただす勇気は、まだ出てこなかった。

「気になるのなら着き替がえたらどうだ。寝ね間ま着きくらいしかないが」

　考え込んでいた有紗は、その言葉に我に返った。

「えっ？　──ね、寝間着？」

「ああ。そこの棚たなに入っている」

「……」

「手洗い場ならそっちだ」

　京四郎が軽く顎あごでしゃくってみせる。どこに何があるのかはとっくに知っているようだ。

　しばし彼を凝ぎよう視ししていた有紗は、かあっと頰ほおが熱くなるのを感じた。

　連れられるままここへ来てしまったが、彼が他ほかに部屋を取った様子はなかった。

　つまり、今夜は同じ部屋に二人で泊まるということなのだろうか？

（ええっ!?　で、でも、お布ふ団とんは一つしかないんだけど……。と、とてもじゃないけど、二人一いつ緒しよには寝ねられないわよね？　いえ、寝るとか以前に、殿との方がたと二人だけでホテルに泊まるだなんて、これって校則違い反はんじゃないのかしら!?　どっ、どうしたらっ）

「着替えて落ち着いたら、今日はもう休みなさい。後で何か食べるものを置いておく」

「いいいいいえっ！　お構いなく、わたしなら床ゆかで寝ますからッ」

　動転してぶんぶんと頭かぶりを振ると、しばし間があった。

「……西洋式の寝ね床どこは慣れないか？」

　視線を感じたが、とてもそちらを向けなかった。ぎゅっと目をつぶってうつむく。

「そっ、そうじゃな……。だって、きょ……京四郎さんが……」

　全身が燃えているのではないかというくらい熱くなる。

　はっきりさせておかねばならないことだが、口に出すのもはしたないようで、消えたくなるくらい恥はずかしい。

「どうした？」

　怪訝そうに言いながら京四郎が近づいてくるのがわかった。有紗はたまらず叫さけんでしまった。

「だって、わたしがベッドに寝たら、京四郎さんが寝る場所がなくなっちゃいます!!」

　これ以上まだ熱くなるのかと思うほどに、顔がまた、かーっとなった。

　言外に一緒に寝るなんてありえないことだと言ったようなものだったが、これは乙おと女めとして当然の主張だろう。いくら身を潜ひそめなければならないとはいえ、そこは譲ゆずれない。

　しばし沈ちん黙もくの後、京四郎が口を開いた。

「いや。私は寝ないから、遠えん慮りよしないで使いなさい」

　拍ひよう子し抜ぬけするほど、あっさりとした口調だった。

　有紗はおそるおそる目を開けてそちらを見る。

　京四郎は部屋の鍵かぎを持ったまま、出口へ向かおうとしていた。

「え……？　じゃ、じゃあ、京四郎さんが床で寝るんですか？」

　ぽかんとして訊きくと、彼は呆あきれたような顔をした。

「寝ないと言っているだろう。護衛の意味がないだろうが」

「……護衛……」

「各所に連れん絡らくを入れてくる。ついでに食料も調達してくるから、それまで好きに使いなさい。部屋はこの鍵がないと開かない仕組みになっているから安心していい」

　そう言い置くと、彼は踵きびすを返して行ってしまおうとした。

　やっと我に返り、有紗は慌あわてて追いかけた。

「待ってください！　じゃあ京四郎さんは他の部屋にいるんですか？」

「他の部屋にいてはいざという時に守れないだろ。今夜はこのあたりで番をしているから心配するな」

　このあたり、と彼が目をやったのは、ドアの前──内通路だ。

　いや、通路とも呼べない狭せまい空間。衝つい立たてがあるから直接ベッドは目に入らないようになっている。

　その配はい慮りよに気づき、今度は別の意味で顔が赤くなった。勘かん違ちがいしていたのはわかったが、ということは、つまり──。

「それって、寝ずの番をしてくださるということですか……？」

　ふん、と京四郎が鼻で息をつく。

「さっきからそう言っているつもりなんだが」

「……」

　きゅっと胸がしめつけられた気がした。

（どうして、そんなに……）

　優やさしい、という形容では足りない。頼たのもしくて、まぶしくて、なんの迷いもなくそうしようとする彼から目がそらせなくなる。

　守ろうとしてくれているのに一人で慌てていた自分が恥ずかしくなった。意地悪も言うけれど、そういう困らせ方をする人ではないと知っていたはずなのに。

　手て袋ぶくろをはめながら京四郎がまたドアのほうへ行こうとする。

「用が済んだらすぐ戻ってくる」

「は……い」

　そのまま出て行こうとした彼が、ふとこちらを見た。

　踵を返して戻もどってきたかと思うと、目の前で立ち止まったので、有紗は何事かと見上げる。

（えっ？　な、何なの？）

　じっと見下ろされ、また顔が熱くなってしまう。

　もともと綺き麗れいな顔だが、今までより素す敵てきに見えるのはどうしてだろう。

「……そんな顔で見ないでくれ」

　低い声が降ってきて、どきりと心臓がはねた。

　知らずに見つめていたことにやっと気づき、有紗は慌てて目を伏ふせる。

（噓うそっ。いつから見てたの、わたし!?）

　そっと頰に手が触ふれた。

「……！」

　彼の指が冷たいせいで、自分の顔がどれほど赤くなっているのか思い知らされる。

　どうしてそんなことをされるのかわけがわからず、顔があげられない。

　ぎゅっと胸むな元もとで手を握にぎりしめることしかできず、頰はますます熱くなるばかりで──。

　──むぎゅ、と頰をつままれた。

「!?」

　覚えのある感覚に、ぎょっとして目をあげると淡たん々たんとした顔が見つめていた。

「大福が食べたくなる」

　有紗は呆あつ気けにとられて見つめ返したが、言われた意味を理解すると目をつり上げた。
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「わたしを見て大福を連想するのやめてくださいって言ってるでしょーっ！」

　きぃっとわめくと、ようやく指が離はなれていった。

「そんなにふくふくした顔をしているからだろ」

「なっ！　言いがかりです！　失礼ですーっ」

　激しい抗こう議ぎにも知らん顔で手袋をはめ終えると、彼はドアに手をかけた。

　出ていきざま、少し振ふり返る。

「その調子が戻ってきたら、もう大だい丈じよう夫ぶだな」

　めずらしく口元に笑えみが浮うかんでいる。それを見たら、思わず口をつぐんでしまった。

　閉じたドアを見つめ、有紗はため息をつく。

「もう……」

　術中にはまった気がする。あんな顔をされたらもう怒おこれない。

　急に気が抜ぬけたようになり、汚よごさないように気をつけながら椅い子すに腰こしを落とした。

　──長い一日が終わろうとしている。

　学校を出てから、今日は本当にいろんなことがあった。思い出すと今もまだ足あし下もとがふわふわしているようで心こころ許もとない気持ちにもなる。

　けれど、傍そばで番をしてやるとそっけなく言ってくれた京四郎のことを思うと、胸がじんわりと温かくなってくる。

（京四郎さんがいなかったら、わたしはどうなっていたんだろう。一いつ緒しよにいてくれて、本当によかった……）

　どうしてここまでしてくれるのか、それを訊く勇気もまだ出ない。

　わかっているのは、彼の存在が自分の中で大きくなっているという漠ばく然ぜんとした自覚だけだった。
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　その夜は、ほとんど眠ねむれなかった。

　幸いにも誰だれかの襲しゆう撃げきを受けたりということはなかったのだが、昨日の一連の出来事を思い出して眠るどころではなかった。

　何より京四郎が同じ部屋にいると思うと、いくら護衛のためとはいえ緊きん張ちようしてきてしまい、目が冴さえてしまったのだ。

　あまりにも落ち着かなかったので、衝立の向こうをこっそり盗ぬすみ見てみたところ、彼は蠟ろう燭そくの明かりを頼たよりに椅子に腰こし掛かけて本を読んでいた。

　まったくいつもと変わらない態度と、あっさり見つかって「さっさと寝ねたまえ」とにらまれたため、仕方なく布ふ団とんに戻ったが、そのまま朝までまんじりともできなかったのだった。

　そして朝になると、昨夜と同じく各方面への連れん絡らくを入れるついでに食料を調達してきてくれて、有紗は朝食にありつけることになった。

　おにぎりと香こうの物、それと温かいお茶。ホテルの厨ちゆう房ぼうで用意してもらったというそれは充じゆう分ぶんすぎるくらいおいしかったが、食べているうちになんともいえない気持ちがわいてきた。

「──どうした」

　食事の手が止まったのに気づいたようで、京四郎が読んでいた新聞から目をあげる。

　おにぎりを両手に持ったまま、有紗はおずおずと言った。

「こんなことをしていてもいいのかなって思って……。だって、ずっとこんなふうに隠かくれて暮らすというわけにはいかないでしょう？　いつまで逃にげたり隠れたりしていればいいんでしょうか」

「朔と三日月党を捕とらえて、君の安全が確保されるまでだ。そう遠い先のことじゃない」

　京四郎がまた新聞に目を落としながら答える。昨日の騒さわぎが載のっているか調べているようだ。

　有紗はうつむき、考え込んだ。

　どうして自分が朔に狙ねらわれているのか。その疑問はおそらく、京四郎に尋たずねればすぐに解けるものだろう。なのに、どうしても踏ふん切ぎりがつかない。

　一乗寺の家の子ではなかったというのは受け止めなくてはいけないと思う。けれども、まだ認められずにいる自分もいて。

　なぜ狙われるのか。なぜ一乗寺家で育てられたのか。桜川博士という人物はどういう人なのか。知りたいことは山ほどある。

　だが本当のことを知ったら、つらくて悲しい事実も同時にわかってくるのではないだろうか？

　たとえば、実の両親が今どうしているのか。桜川博士の功績というのは本当に日本のためになるものだったのか──。

　闇やみの世界で奪うばい合いが起こるようなものを作っていたという人の血を自分は引いているのかと思うと、それをどう受け止めたらいいのかわからないし、正直なところ怖こわかった。

「そんなに不安か？」

　黙だまっていた有紗は、京四郎の問いに、はっと我に返った。

　ごまかそうか迷ったが、結局は素す直なおにうなずく。

「……はい」

「大丈夫だ。ちゃんと面めん倒どうは見てやる」

「そ、そうは仰おつしやいますけど……。京四郎さんに負担がかかりすぎてますし、気が引けるというか……。わたしは何もせず待っているだけで、全部していただいているんですもの。そもそも、ここまでしていただく理由が──」

　言いかけて、思わず言葉を吞のんだ。

　訊ききたいのに訊けないことの一つがそれだった。

　なぜ彼はこんなにも自分の世話を焼き、守ろうとしてくれるのか？

　指輪の契けい約やくに縛しばられているから、自分に尽つくさなければ呪のろいの痣あざが増えてしまうというのが理由の一つではあると思う。でもそれだけでは済まされないほどの働きだというのもわかっている。

（ひょっとして、私の生まれと何か関係があるのかな……？　一乗寺の娘むすめじゃないと知っても動じていないみたいだったし。それどころか、桜川博士とのつながりがある前提でお話しされていた気がする……）

　京四郎は軍属時代、魔ま術じゆつ研究に関係のある部署にいたようだ。軍をやめた今もそれに近い仕事をしていると聞いたことがある。

　それでもしかしたら桜川博士と何かつながりがあり、彼の血けつ縁えんである──らしい──有紗を守ろうとしてくれているのではないだろうか。

　なんとなくそう感じるからこそ突つっ込んで訊くことができなかった。そこが明らかになれば、また一つ自分の秘密に近づいてしまいそうで。

　自分が勇気を出して踏み出せば解決する疑問ばかりなのだろう。でも今はどうしてもそれができない。

　しゅんとして黙り込んだのを見て、京四郎が読んでいた新聞を脇わきに置く。

　なんと声をかけようか考えていたようだが、ふとドアのほうに目をやった。

　同時にノックの音がした。──独特の間を置いて、五回。

　どきっとして顔をあげた有紗に、京四郎が立ち上がりながら言う。

「上官の使いだ。連絡を頼たのんでいたんだ」

「あ……」

　ほっとして、急いでおにぎりを皿に戻もどす。この部屋で話をするのなら、せめて邪じや魔まにならないようにしていなければ。

　やがて静かに入ってきたのは二人の若い男性だった。

　京四郎と同じくらいの年とし頃ごろだろうか。軍服は着ておらず、このホテルに出入りしても不自然ではない程度の小こ綺ぎ麗れいな身なりをしていた。

　彼らは有紗を見ると、礼れい儀ぎ正しく黙もく礼れいした。有紗も立ち上がり、お辞儀を返す。

「鳥と羽ば大たい佐さはなんと？」

　早さつ速そく京四郎が話に入り、二人の若者もそれきり有紗に何か言うことはなかった。

「とにかく令れい嬢じようをお守りするようにと。令嬢のご自宅にも護衛の者を派は遣けんされました」

「三日月党の動きはどうだ」

「静華女学院に不ふ審しんな問い合わせをしてきた者がいたそうです。令嬢の周辺について訊いてきたと。おそらくやつらの仕し業わざでしょう。学院の教師ははねつけたそうですが」

「学院にも人をやったほうがいいな。学生のほうに接せつ触しよくされては面倒だ。彼女は顔が広いからどこから話がもれるかわからない」

　淡たん々たんとした会話がかわされていく。有紗はソファに腰掛け、それを聞いていた。

　少しずつ自分の近くに朔が近づいているのだと思うと、不気味で怖くて、身体からだが震ふるえそうになってくる。

　話し込んでいる三人が冷静なのが頼りだった。変に深刻すぎる顔をされたらますます不安になったことだろう。

　と、ふいに京四郎が二人を制して口をつぐんだ。

　大おお股またにドアに向かい、向こう側をうかがってからすばやく開けたが、すぐにまた閉める。

「どうされました」

　今度は窓辺へ向かった彼を見て、二人もさすがに緊張した顔になった。

　カーテンの隙すき間まから軽く外を見やった京四郎が、振ふり返って戻ってくる。

「下に不審な連中が来ている」

「えっ！」

「つけられたな」

　二人の若者が驚おどろいた様子で窓辺に寄ろうとするのを、京四郎が制した。

「外には一人だけだ。おそらくもうホテル内に入っている」

「馬ば鹿かな……！　こんなに早くかぎつけるなんて」

　悔くやしがる二人をよそに、京四郎はぐるりと室内を見回してから有紗を促うながした。

「行くぞ」

「えっ。い、行くって？」

　手を引かれ、戸と惑まどいながら腰こしをあげる有紗を、彼は足早に窓辺へと連れていく。

「逃げるのに決まっているだろう」

「…………へっ!?」

　逃げるって、まさかここからなのか？　と目をむいている間に、京四郎はカーテンを開け、二人の軍人を振り返った。

「逃げる間、時間を稼かせげ。なるべく穏おん便びんにだ」

「はっ！」

「ええっ！　ちょ、ちょっと」

　なんの抵てい抗こうもなく受け入れた二人にも度ど肝ぎもを抜ぬかれていると、いきなり抱だきかかえられた。

「飛ぶぞ。歯を食いしばれ」

「なっ！　きゃああ！」

　悲鳴をあげた時には、もう身体が宙に浮ういていた。

　地面が迫せまってくるのが見えて、思わず目をつぶる。──軽い衝しよう撃げきがあっただけで、痛みは感じなかった。

「──立てるか？　立てないなら背中に乗れ」

　耳元で声がして、倒たおれ込んでいたことに気づく。

　いつのまにか飛び降りて、地面に転がっていたのだ。よほどうまく彼が守ってくれたようで、怪け我がはないようだったが、さすがに腰が抜けた。

「ひゃ、あの、た、たて」

「立てないな。よし」

「ひゃあっ」

　今度はいきなり背負われた。そのまま彼が走り出したので、有紗は慌あわてて背中にしがみつく。

　かと思ったら急に足を止めたので、舌をかみそうになった。

　京四郎が低く囁ささやく。

「悲鳴をあげるな。そこに一人いる」

「ひ……、むぐ」

　慌てて彼の肩かたに口元をうずめながら目をやると、通りに荷馬車が一台停とまっているのが見えた。

　幌ほろのかかった荷台に男がもたれている。どこか暗い感じはするが、一見すると勤め人にしか見えない風ふう体ていだ。

（あの人が、三日月党？）

　いかにもあやしいといった感じではないことが、逆にぞっとさせられた。あれでは街中で急に遭そう遇ぐうしても絶対にわからないだろう。

（怖こわい……）

　足あし下もとから恐きよう怖ふがのぼってくるようで、思わずぎゅっと肩にしがみついた。

　男のいる荷馬車と逆の方向へ慎しん重ちように離はなれながら、京四郎がつぶやく。

「大だい丈じよう夫ぶだ。必ず守ってやる」

　抱かかえ直すような動作も、その言い方も、まるで小さな子どもをあやすように優やさしかった。
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　その日は大半の時間を車の中で過ごすことになった。

　京四郎は軍が使っているという隠かくれ家がをいくつか回ってくれたが、安全が確保できないとのことで結局はどこにも立ち寄ることはなく、時折連れん絡らくを入れにいく以外はずっと車を運転していた。

　そして有紗はといえば、姿を見られないように後部座席に身を潜ひそめているしかなかった。

　京四郎が一いつ緒しよだし、車であれば見つかってもすぐ逃にげられるという意味では余よ裕ゆうはあったが、それでも夕方になる頃ころにはくたくたに疲つかれ切っていた。

「──ついたぞ」

　軽く肩を揺ゆすぶられ、はっと意識が覚かく醒せいする。

　運転席から京四郎がのぞきこむようにしている。眠ねむり込んでいたことに気づき、有紗は飛び起きた。

「ごめんなさいっ、つい……」

「今夜からここに泊とまることになったから、中で休ませてもらいなさい」

　言われて外を見ると、立派な瓦かわらの門構えがあった。見たことのある邸てい宅たくだ。

「ここって……！」

　目を丸くする有紗をよそに、京四郎はそっけなくドアを開ける。

「松まつの小こう路じ子し爵しやく邸だ」

　そこは、女学校の下級生である緋ひ早さ子こと、以前巻き込まれた事件で知り合いになった蒼た生み子こ姉妹が住む屋や敷しきだった。







　話が通してあったようで、有紗は屋敷に入るなり奥まった座ざ敷しきへと案内された。

　京四郎は松小路子爵と話をしてくると言って行ってしまったので、ここにきて一人きりになってしまう。

『子爵とは蒼生子嬢じようとの一件でつながりができて以来、つきあいがある。遠えん慮りよなく滞たい在ざいしていいとのことだからそうするといい』

　そう説明してくれたので、なんとなく事情はつかめていた。

　今日一日車で走り回っている間、何度かどこかに連絡を入れていたが、その時に松小路子爵に話をつけたということなのだろう。

（なるほど。三日月党は軍や京四郎さんに関係のある場所を見張っているようだけど、さすがに緋早子さんたちのお宅までは考えが及およばないはずだものね）

　調べれば有紗が緋早子と親しいという事実は知られるかもしれない。だが、いくら親しかろうと互たがいの家を訪ねたりというつきあいはしないのが女学生の常識でもある。

　有紗自身はその常識からいくらかはずれてはいたが、そのあたりの事情は三日月党も察することは難しいはずだ。

（でも──ああ、こんな立派なお屋敷に薄うす汚よごれた恰かつ好こうで来ちゃって、緋早子さんにも申し訳がないわ）

　結局、昨日から着た切り雀すずめなのだ。まさかホテルの寝ね間ま着きで出てくるわけにもいかなかったし、着き替がえを調達する暇ひまなどなかったのだから仕方がないのだが。

　それでも落ち着かずにそわそわしていると、廊ろう下かの奥からぱたぱたと足音が近づいてきた。

　あ、と思う間もなく、勢いよく襖ふすまが開く。

「……お姉さま！」

　頰ほおを上気させた緋早子だった。有紗と目が合うと、飛び跳はねるようにして駆かけ込んでくる。

「きゃあ、本当にお姉さまだわ！　今日からおうちに一緒に住むのだってお父さまが言うので、驚いて飛んでまいりましたの！　嬉うれしいっ！」

　前に座り込み、手を取って胸に抱くようにしている彼女は、無む邪じや気きに喜んでいる様子だ。

　たじろいでいた有紗だったが、彼女の嬉しそうな顔を見ていたら、自然と笑えみがこぼれていた。

「ありがとうございます、緋早子さん。急にこんなことになってしまって、とても心苦しいのですけど……少しの間お世話になることになりました」

「そんな。ずーっといてくださって構いませんのよ！　毎日お姉さまとご一緒だなんて、夢みたいですわ！」

「あっ、緋早子さん。わたし、ちょっと汚れているから、あまり近づかないほうが……」

　そこで初めて緋早子は、有紗の身なりに気づいたようだった。

「お姉さま、どうなさいましたの？　何かありましたの？」

　目を丸くした彼女を前に、有紗は答えに迷った。

　父である松小路子爵には事情が伝わっているだろうが、緋早子にはどう説明すればいいだろう。

「ええ……ちょっと、問題が起きまして──」

「有紗さまは悪者に追われていらっしゃるのよ。緋早子」

　落ち着いた声が割り込んだ。

　見れば、入ってきて襖を閉めているのは蒼生子だった。久しぶりに会う彼女は相変わらず透すき通るように白い顔をしており、丁てい寧ねいに会え釈しやくをしてくれた。

「蒼生子さん。お世話になりま──」

「なんですって、悪者に!?」

　緋早子が悲鳴をあげ、蒼生子が真顔でうなずく。

「そうよ。それでうちで匿かくまうことになったの。悪者に捕つかまったらどんな目に遭あわされるかわからないわ。これは絶対の秘密にしなければ。嬉しさのあまり女学校で言いふらしたりしてはだめなの」

「そっ、そんな……！　お姉さまが……！」

　緋早子は真っ青になって口元を押さえたかと思うと、いきなり有紗に抱だきついた。

「なんて恐おそろしいのでしょう！　お可哀かわい想そうなお姉さま！」

「あーっ！　緋早子さん、お着物が汚れるわっ」

「もう一生うちにいらして！　そうすれば悪者に捕まることもありませんわ！　わたくしがずっとお傍そばにいますから！」

「ひ、緋早子さん……」

　泣き出さんばかりに抱きついている緋早子は、心の底からそう思ってくれているようだ。そう思ったら、じんと胸が熱くなった。

　彼女の肩かたにそっと手を置き、蒼生子も傍に腰こしを下ろす。子爵から話を聞いているのか、それとも京四郎からなのか、彼女は冷静だった。

「緋早子の言い様は大げさですけれど、しばらくはここでゆっくりなさったほうがいいのは同感です。こう見えて歓かん迎げいしていますので、ご遠慮なさらず」

　いつも少し冷たいような声こわ音ねと口調の彼女だが、その言葉には真心が感じられた。

　涙なみだぐんでいる緋早子と、落ち着いた様子で見つめている蒼生子。同世代の彼女たちの顔を見たことで、ほっとしている自分に有紗は気がついた。

「……緋早子さん、蒼生子さん。ありがとうございます」

　まだ真の意味では安心できたわけではない。けれど、少なくとも今は以前と同じ自分に戻もどれそうな気分だった。
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　当然ながら女学校に登校できるはずもなく、翌日は朝から松小路邸で過ごすことになった。

　緋早子は何か変わったことはないか女学校で偵てい察さつしてくる、と毎朝張り切って出かけていき、帰ってくるとその成果を話してくれた。

「今日は、先生からお話がありましたわ。生徒のおうち事情を聞き出そうとしてくる輩やからが出しゆつ没ぼつしているのですって。もし遭そう遇ぐうしたら届け出るようにと言われましたわ」

　蒼生子と二人で待っていた有紗は、彼女の話を身を乗り出して聞く。隠かくれ住んでいる今、自分が暮らしていた世界がどうなっているのかにはとても興味があった。

「実際、電車通学の方が声をかけられるという事件があったそうですの。その方たちは三人で帰っていらしたので、一緒に逃げ出されたそうですけれど……。相手の輩は一見すると優やさしげな学生風だったそうで、言こと葉ば巧たくみに近づいてきたそうですわ」

「まあ……」

　有紗は眉まゆをひそめた。

　自分のことを探しているのだろうか？　その男も三日月党の一味？

　そうだとしたら、無関係な女学生に迷めい惑わくがかかっているのが申し訳なかった。見知らぬ男に声をかけられて、さぞ恐ろしかったことだろう。

「それと、五年生の北きた御み門かど菫子さまですけれど、ここしばらくお休みされているそうです」

「菫子さまが？」

　全校のひそかな憧あこがれの人である菫子は、実は烏丸朔の元婚こん約やく者しやだったという過去がある。先日はそれに絡からんだ事件に巻き込まれたばかりだ。

「はい。ご婚約なさったので、そのご準備で忙いそがしいのじゃないかしらという噂うわさですわ」

「そう……」

　相づちを打ったものの、有紗は別のことを考えていた。

　慧一郎と現在婚約している彼女だが、彼は菫子が女学校を卒業するまで結婚は待つと言っていたのを聞いたことがある。花はな嫁よめ修しゆ業ぎようのために休んでいるわけではなさそうだ。

（もしかしたら菫子さまもまた狙ねらわれるかもしれない……それで大事をとって休まれているのじゃないかしら。軍が護衛についているはずだけど、女学校に通うよりおうちにいらしたほうがより安全が確保できるだろうし）

　不ふ審しんな輩が身辺に出没し、憧れの上級生も登校できない状じよう況きようになっている。不ふ穏おんな影かげが忍しのび寄ってくるようで、気分が重くなってきた。

（わたし、本当にこのままでいいのかしら。わたしがここにいることで、もし緋早子さんと蒼生子さんにまで何かあったら……。松小路子爵さまたちにもご迷惑がかかるかもしれないわ）

　かといってどこにも行くところがない。一人で事態を切り抜ぬけられる自信もない。

　結局はじっとしているしかないのだ。情けないとは思うけれど──。

（あ……）

　考えているうち、無力さのあまり涙が出そうになってしまった。

　ちょうど蒼生子と目が合い、見み透すかされる前にと有紗はそそくさと立ち上がった。

「緋早子さん、お疲つかれになったでしょ。わたし、お茶をいただいてきますわね」

「お姉さま、そんなことはわたくしが」

「そうです。お客人なのですから」

　緋早子と蒼生子が口々に引き留めたが、笑みを作って首を振ふる。

「いいんです。何かさせてもらわないと身体からだがなまってしまいますから」

　急いで言って襖を開け、廊下に出た。

　行ぎよう儀ぎが悪いのは承知で後ろ手に襖を閉める。と同時に涙が浮うかんできて、慌あわててぬぐった。

　居い候そうろうの身で茶を所しよ望もうするのも、勝手に邸てい内ないをうろつくのも無礼なのはわかっていたが、彼女たちに涙は見せたくなかった。心配をかけるに決まっているから。

　息を整え、涙が引っ込んだのを確かく認にんしてから歩き出す。台所がどこかは知らないが、世話をしてくれる女中を見つけて茶をお願いするつもりだった。

　歩いていくと、突つき当たりで廊下が左右に分かれている。

　その角に誰だれかが立っていた。黒い服なのが見えて、有紗は思わず目を輝かがやかせた。

（京四郎さん？）

　有紗をここへ連れて来た日以降、京四郎は忙しく動き回っているようで、あまり会えていなかった。

　もちろんそのことに文句をつける筋合いはないので言えなかったが、ものすごく久しぶりに会えた気がして、駆け寄る足取りが弾はずんだ。

　しかし、角から現れた彼を見て、有紗は驚おどろいて足を止めた。

　それは黒ずくめの京四郎ではなく、ごく普ふ通つうの学生服姿の青年だった。

「飛鳥あすか井いさん……」

　つぶやいた有紗に、飛鳥井は神しん妙みような顔つきで一礼した。

「驚かせてすみません、お嬢じようさん」

「あっ。いいえ！」

　こちらこそ人ひと違ちがいで駆かけ寄ってしまい、気き恥はずかしい。顔を赤らめて頭を下げる。

　もともと蒼生子の住んでいた四しノの宮みや邸の書生だった彼だが、今はこの松小路邸で暮らしている。緋早子の外出のお供を務めるくらい信しん頼らいされているようだ。この廊ろう下かの先は奥おく座ざ敷しきで客人のためのものだが、出入りするのも許されているくらいなのだろう。

（でも、さすがにわたしが居候しているのは内ない緒しよなのかしら。できるだけ人に話さないようにと言われているものね。遊びに来ていることにしたほうがいいかしら？）

　休日でもないのに、ましてや学校が終わったばかりの時間に遊びにくるなんて常識では考えられないことだが、この際仕方がない。

　しかし有紗が言い訳をする前に、飛鳥井のほうから口を開いた。

「こちらに滞たい在ざいなさっているのはうかがっています。口外はしませんから、ご心配なさらずに」

「え……、そ、そうでしたの」

「本当はもっと早くにお声をかけたかったんですが、なかなか機会がなくて」

　飛鳥井は照れたように頭をかいた。

「今日は緋早子お嬢さんがお帰りになったのに便乗して、奥までついていこうとしたんです。でも走るのがお速くて置いていかれてしまって。ここで一人でまごまごしていたところだったんですよ」

「まあ」

「有紗お嬢さんが出てきてくださって助かりました。女中の誰かに見つかっていたら白い目で見られたかもしれません」

　そう言いながらも悪びれるどころか、軽口でもたたいているような爽さわやかさだ。そうはならないという自信があるからこそ言えるのだろう。

「そんなこと。飛鳥井さんなら、喜んで案内してくださったんじゃありません？」

「いやだなあ。まるで自分が普ふ段だんから女中に愛あい想そをふりまいているみたいに仰おつしやる。ここでは新参なんですから、そんな信用ないですよ」

　楽しげに笑って、彼はふと有紗を見た。

「それで、お嬢さんはどこかにご用で？」

「あ、はい。お茶をいただけないかと思って。厚かましいようですけれど」

「厚かましいなんてとんでもない。それなら自分がご用意しますよ。奥でお待ちになっていてください」

　にこやかに言って、親切な彼は踵きびすを返そうとする。

　有紗は焦あせってしまった。まだ二人のところに平気な顔で戻もどる自信はない。

「あの、わたしもご一いつ緒しよしてはいけませんか？」

「えっ？　でも、お嬢さんが台所になんて」

「そ……そうなんですけど……」

　彼が驚くのも無理はない。つい自分が家で動いているから言ってしまったが、良家のお嬢様は普通はそんなことはしないだろうから。

　どうしようかとうつむいて迷っていると、飛鳥井が思いついたように声をあげた。

「ああ、そうか。お嬢さん、退たい屈くつなさっているんでしょう。よかったら自分の本を持ってきましょうか？　譲ゆずり受けたものなので、ぼろぼろで読みづらいかもしれませんけど」

「え──」

「書生部屋は向こうなので、すぐに取ってきます。こっちで待っていてください」

　屈くつ託たくなく手招きされ、有紗は戸と惑まどいながらもついていった。そんなふうに解かい釈しやくされるとは予想外だ。

　廊下を曲がると、ふいに視界が明るくなる。縁えん側がわに出たのだ。

「ここで！　ここで待っていてください、すぐ戻ります」

　言うなり飛鳥井はさらに廊下を奥へと行ってしまった。

　取り残された有紗は、所在なく庭へと目をやった。

　客人に見せるための広く立派な庭とは違い、こぢんまりながらも手入れの行き届いた場所だった。背の低い植え込みと、紅白の花が枝し垂だれに咲さいている。

（なんの花かしら。梅にしては遅おそいし）

　これまでは花を愛めでる余よ裕ゆうなんてなかったのに、不思議と目が惹ひきつけられる。

　暮れの時間になる直前の白みがかった空に、それは浮かび上がるように映はえていた。

「きれい……」

　いつのまにか見とれていたらしい。

　思わずこぼしたつぶやきに、応答があった。

「そうでしょう？　自分も気に入っています」

　驚いて振り向くと、本を抱かかえた飛鳥井が立っていた。

　穏おだやかな目をして庭を見やっていたが、微笑ほほえんで有紗に視線を向けてくる。

「ここならさほど人目もありませんし、時々は気晴らしに来られるといいですよ。もし気になられるなら、自分が見張りに立ちますから」

　そう言って本を差し出し、少し決まり悪そうに笑った。

「あらためて見ると本当にぼろぼろだな。すみません」

「そんな……！」

　立派な装そう丁ていの本は、確かに年季が入っている。たくさんの人の手を渡わたって彼のもとにきたのだろう。

「よろしいんですか、お借りしても。大事にされていらっしゃるみたいなのに」

「もちろんですよ。こんなものでよければ他ほかにも山ほどありますから、遠えん慮りよなさらないでください」

　笑え顔がおで差し出されたそれを、有紗はおずおずと受け取った。

　退屈とまでは思わないが、本を読むことで不安がまぎれるかもしれない。そう思うとありがたかった。

　それに、ここに連れ出してくれたのも、元気づけようとしてくれたのではないだろうか。

　以前にもそんなことがあった。気持ちが塞ふさいでいるとき、ごく自然に会話の中で笑顔を取り戻させてくれた。

（飛鳥井さんて、不思議な人）

　そして、彼の笑みを見たら元気になってしまう自分も不思議だった。

「ありがとうございます。ありがたくお借りします」

　飛鳥井がほっとしたような顔になる。

　微笑んでうなずいた彼は、ふと、何か言いたげにじっと見つめてきた。

「……飛鳥井さん？」

　不自然なくらいの時間そうされたので、何事かと見つめ返すと、彼はためらうように口を開きかけた。

「あの──」

「ここにいたのか」

　ふいに京四郎の声がして、有紗は驚いて振ふり返る。

　今度は正しよう真しん正しよう銘めいの彼が、いつもと同じ黒ずくめの恰かつ好こうで少し離はなれたところに立っていた。

「京四郎さん！」

　思わず声をはずませた有紗に、彼が近づいてくる。と、飛鳥井が我に返ったように頭を下げた。

「ではお嬢さん、自分はこれで」

「あっ、飛鳥井さん。本当にありがとうございました」

　急いでもう一度お礼を言ったが、飛鳥井は軽くうなずいただけで、京四郎を一いち瞥べつして行ってしまった。

　入れ替かわりに傍そばへやってきた京四郎が、有紗の持つ本に目をやる。

「借りたのか」

「はい。退屈だろうからって、貸してくださって。──あの、飛鳥井さんは事情をご存じなんですか？　居い候そうろうしていることを知ってらしたみたいで」

　今さらのように確かく認にんすると、京四郎は一いつ瞬しゆん黙だまった。

「……彼は信用できる相手だ。安心していい」

　答えになっているようなそうでないような返事だった。

（京四郎さん……？）

　ふいと目をそらして奥へ向かう彼の背中を、有紗は不思議に思って見つめた。
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　松小路邸ていに匿かくまわれてから十日ほどが過ぎた。

　相変わらず表面上は平へい穏おんな日々が続いていた。昼間は蒼生子と話をしたり、飛鳥井に借りた本を読んだり、庭を眺ながめたり。夕方からは、帰ってきた緋早子も交え、一緒に勉強をしたりもした。

　京四郎がやってくるのは不定期で、毎日来ることもあれば数日顔を見せないこともある。彼が教えてくれる情報によれば、今のところ有紗がこの屋や敷しきに隠かくれていることは知られていないようだ。

　そう聞くたびに安あん堵どし、けれど一方では募つのる不安を抑おさえきれずにいた。

（だけど事態が解決したわけじゃない。いつまでここにお世話になっていればいいのかしら）

　行き場がなくて逃にげ回っていた頃ころに比べたら安全で、親しい友人たちがいる場所にいられるのは幸いなことだと思う。

　だが心苦しいのは変わらないし、先の見えない漠ばく然ぜんとした毎日を過ごしているせいか、本来の元気が出てこないままだった。

　それに、いまだに京四郎にいろんなことを訊きけずにいる。意い気く地じのない自分も嫌いやで、でも訊けなくて、その葛かつ藤とうばかりしていた。

「お姉さまーっ」

　学校から帰ったらしい緋早子の声が聞こえ、有紗は急いで表情を繕つくろって立ち上がる。心配させたくないのでなるべく笑顔で迎むかえるようにしているのだ。

　襖ふすまが開き、いつものように緋早子が飛び込んできた。

「お姉さま、大変ですわ！」

「お帰りなさい、緋早子さん。どうなさったの？」

「実は……！」

　顔を赤らめ、緋早子が興奮した様子で耳元に口を寄せてくる。

　もたらされた内ない緒しよ話ばなしに、有紗は思わず目を瞠みはった。







　松小路邸の敷しき地ち内にある車宿りへ向かうと、運転手らしい中年の男と学生服の若者がいた。

　何やら話していたようだが、運転手のほうが有紗に気づき、会え釈しやくをして車庫のほうへ入っていく。

　残った若者が振り向き、こちらを見た。有紗は息をはずませながらつぶやいた。

「玲ちゃん……」

「姉さん」

　しばらく会わなかっただけなのに妙みように懐なつかしかった。それに、どことなく大人びたようにも思える。

　駆かけ寄ってそう伝えたかったが、思うように足が動かなくて、有紗はおずおずと歩み寄った。

　玲弥のほうも少し緊きん張ちようしたような顔をしている。彼のそんな表情を見たのは初めてで、二人の間に以前はなかった距きよ離りができたのを実感せずにはいられなかった。

「急に会いに来たりして、ごめんなさい。でもどうしても言いたいことがあって、緋早子さんに無理を言って連れてきてもらったんだ」

　神しん妙みような面おも持もちで玲弥が頭を下げたので、有紗は慌あわてて手を振る。

「ううん、いいのよ。こちらこそごめんなさいね。わたしのせいで、その……物ぶつ騒そうなことになっているんでしょう？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「平気だよ。軍の人が見張っててくれているみたいだけど、何も変わらず過ごせてるよ。念のために一人では行動しないように言われてるくらいで」

「そう……。本当に気をつけてね。何があるかわからないから……」

　言いながら気持ちが落ち込んでくる。自分がいったとおり、まさに何が起こるかわからない。だから怖こわいのだ。

　自分だけならまだしも、玲弥たちにまで危害が及およぶのではと思うとたまらない気分になってしまう。

「大丈夫。ここに来るのに尾び行こうされたりはしてないよ。軍の見張りの人にも行き先は伝えてきたし、行かせてくれたってことは問題ないってことだと思う」

　よほど不安な顔をしていたのか、玲弥が急せいたように言った。

　彼に気を遣つかわせていると気づき、有紗はなんとか笑顔を作った。

「ええ、そうね。でも早くに帰ったほうがいいわ。お母さまも心配していると思うし……あ」

　思わず口を押さえる。

　以前の癖くせで『お母さま』と言ってしまった。自分はあの家の子ではないのに。

　ここ数日忘れかけていた──いや、忘れてしまいたかった事実を思い出してしまい、またあの心細さに襲おそわれた。

　一乗寺や六条家のみんなと血がつながっていない。実の家族はどこにいるのか？　本当の自分は誰だれなのか？

　目を背そむけていた疑問が次々によみがえり、胸が苦しくなってくる。

「──姉さん。僕は」

　ふいに玲弥が言った。

　いつにない力強い声に、有紗はどきっとして我に返る。

　玲弥も自分の声に少し驚おどろいたようで、頰ほおを赤くしたが、思い切ったように続けた。

「……僕は、たとえ血がつながってなくたって、本当の姉きよう弟だいだと思ってる。だからそんなに寂さびしそうな顔をしないで」

　思いがけない言葉に、有紗は目を見開く。

　いつもはさほど口数が多いほうではない弟が、真しん摯しに言葉を探しているのがわかった。

「姉さんは姉さんだ。それは変わらない。唯人と凜之介だってそうだよ。あの子たちが生まれた時から、姉さんはずっと可愛かわいがってくれた。二人ともそれを忘れてないよ。僕も同じだ」

「玲ちゃん……」

「お母さんだって、そりゃ、事情はあったと思うけど、実の娘むすめだと思ってるはずだよ。今だって毎日心配してる。恨うらまれても仕方ないって言って泣きそうになってるよ。だけど戻もどってきてとは申し訳なくて言えないって。ただ無事で、元気でいてくれたらいいけどって……」
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「……」

　懸けん命めいに言葉をつむぐ彼を見つめていたが、我が慢まんできなくなって目を伏ふせた。

　母に愛されて大事にされていたのはわかっていた。だからこそ実の親子でないのが悲しかったし、怖かった。家を出てくる時も、見送る母と目を合わせられなかった。

　なんらかの事情を抱かかえて自分を引き取ってくれた父と母。そして、何も知らなかったであろう弟たち。

　みんなも複雑な想おもいと苦しさの中にいるのだろう。自分だけがつらいのではないのだ。

　玲弥が来てくれたことで、やっとそこまで考えることができた。

（わたしが一人でひねくれてただけだった……？　玲ちゃんもお母さまも唯ちゃんたちも、そんなふうに思ってくれてたなんて）

「姉さん……」

　玲弥が心配そうな声で言う。

　有紗は涙なみだをぬぐいながらうなずいてみせた。

「ごめんね、大丈夫よ」

　こんなに想ってくれる一乗寺家の人たち。屈くつ託たくなく迎えてくれた緋早子と蒼生子姉妹。さりげなく気き遣づかってくれる飛鳥井。そして、守ると言ってくれた京四郎。

　優やさしい人たちに囲まれ、これほど恵めぐまれているというのに、ずっと逃げてばかりだった。

　そんな自分が恥はずかしくなるとともに、強くわきあがる思いがあった。

（もう知らないふりはできない。わたしが本当は何者なのかを知って、正面から受け止めなくちゃいけないわ）

　今度こそ勇気を出して訊きこう。それが今しなければならない一番の仕事だ。

「ありがとう、玲ちゃん。もう本当に、大丈夫だからね」

　弟を安心させようと、そして自分の決心を明らかにするように、有紗は涙をふいてきっぱりと言った。







　第三幕　乙おと女めの決意とつながる過去







　その夜。

　松小路邸ていにやってきた京四郎に、有紗はあらたまって声をかけた。

「お疲つかれのところ申し訳ないんですが、お訊きしたいことがあるんです。よろしいでしょうか」

　子し爵しやくへの挨あい拶さつと有紗の様子見を終えて帰ろうとしていたところだったので、引き留めるのは少し気が引けたが、思い切って申し出ると彼は表情一つ変えず振ふり向いた。

「別にお疲れじゃないが、どうかしたのか」

　有紗は束つかの間迷ったものの、ごくりと唾つばを飲んで彼を見つめた。

「……わたしの本当の素す姓じようや家族について、教えてほしいんです」

　一いつ瞬しゆん、京四郎が驚いたような顔をした。

　彼のそんな表情を見ることは滅めつ多たにない。意表を突つかれたのだと伝わってくる。

「ご存じなんでしょう？　京四郎さん。だからこんなにわたしを守ってくれるんでしょう？」

「……」

「今まではどうしても訊けなかったんですけど……。でも、知らなくちゃ何も始まらないって、やっと決心がついたんです。お願いします、教えてください」

　京四郎は黙だまっている。

　迷っているのか視線をさまよわせたが、やがて息をついた。

「部屋で話そう」

　そう言って、出てきたばかりの座ざ敷しきへと向かう。有紗は緊きん張ちようしながらも「はい」と答えて後に続いた。

　夕食も終わった時間である。京四郎が訪ねてきたこともあって緋早子と蒼生子はすでに自室へ戻っていたため、座敷には二人きりだ。

　腰こしを下ろした京四郎のやや斜ななめ前に有紗も座った。

　いよいよ、自分の素姓が明らかになる時がきたのだ。不安と、今日こそは聞くのだという強い思いで高こう揚ようするのと、半々の気持ちだった。

「……落ち込んでいるようだったから、こちらから話すのは控ひかえていたんだが」

　切り出した彼を、有紗はまっすぐ見つめる。

「ご心配かけたのならすみません。でももう覚かく悟ごができましたから」

　彼がためらっているのを感じる。それもまためずらしいことだった。よほどのことがあったのだろうと察しがつき、有紗も少しだけ迷った。

（ううん。何があったとしても、最後まで聞かなきゃ。これ以上逃にげていたってなんの解決にもならないんだから）

　自分でもうすうす気づいている──桜川博士の血けつ縁えんであり、それに関連して一乗寺の両親に引き取られたこと。そしてそれが公おおやけになるとまずいらしいこと。そのほかに、一体どんな秘密があるというのだろう。

　迷いを振り切り、有紗は膝ひざを進めた。

「わたしは、桜川博士という人の孫なんですね？」

　話はそこから始まっている。まず一番に確かめなければならないことだった。

　短い沈ちん黙もくの後で、京四郎が口を開いた。

「そうだ」

　答えた瞬間、彼が苦しげな瞳ひとみをした──気がした。

　どうしてそんな顔をするのだろうと、どきりとする。そんなにもつらく過か酷こくな事実があるのだろうか。

　やがて彼の中でも整理がついたらしい。いつもの表情に戻ると、有紗を見つめてきた。

「博士は西洋諸国で学んだ人造科学の第一人者だった。またの名を魔ま術じゆつとも呼ばれている学問だ。当時の日本には馴な染じみのないものだったが、やがて西洋化を進める政府は博士の知識に目をつけた。いずれ来る自然科学の限界にそなえ、人造科学の研究を始めるため、博士を筆頭に迎むかえることにしたんだ」

　以前、少しだけ聞いたことのある話だった。ついに核かく心しんに迫せまるのだと有紗は真しん剣けんな顔で聞き入った。

「実際に研究を始めると、その膨ぼう大だいな知識と技術に政府の役人は度ど肝ぎもを抜ぬかれた。そして、必ず研究が成功し、日本は発展すると確信した。博士を全面的に信しん頼らいし、研究費用を出すのも惜おしまなかった。そうして十数年が過ぎ、人造科学研究は軌き道どうに乗り、少しずつ実用されていった」

「……それって、秘ひ密みつ裏りに行われていたんですよね？　政府のお役人の一部が主導しているだけで、一いつ般ぱんの市民は何も知らずに使っていた……」

「もちろんそうだ。あえて公表する必要もなかっただろう。知られることでそれを悪用しようと企たくらむ輩やからが出てこないとも限らない。──しかし、時が経たつにつれ、裏世界では噂うわさが立つようになった」

「噂？」

「政府が極ごく秘ひで科学を生み出す研究を進めている。それを手に入れれば莫ばく大だいな富を得られるはずだ、と。そして実際に研究所の場所を嗅かぎ回る輩が出てきた」

　京四郎はふと間を置いて、言った。

「君の家は、その研究所だったんだ」

　有紗は息を吞のんで彼を見つめた。

　つまり自分は、国を動かすための研究が行われている場所で育ったということか。

「桜川博士がその研究をしていて、わたしも一いつ緒しよに住んでいたのなら、当然そういうことになりますよね……」

「いや、正確には君が生まれた頃ころには博士はもう一線を退いていた。研究は後こう継けい者しやに任せてご自身は研究材料の確保のため国中を巡めぐっておられたんだ。だから一緒に住んでいたわけじゃない」

「後継者……というと、お弟子でしさんとか？」

「弟子たちや共同研究者──各界の協力者たちだな。烏丸侯こう爵しやくもその一人だった」

「侯爵さまも……」

「といっても資金提供が主だったようだが、何しろ呪じゆ術じゆつ家の家系だから魔術とも通じるものがある。そういう人材も多いから、一族の中から手伝いに行かされる者もいた。研究補助や後学のためという名目でな」

　その言葉に、有紗はもしやという思いで身を乗り出した。

「ひょっとして、京四郎さんもその中の一人だったんじゃ？」

　京四郎が軽くうなずく。

「事情があって、時々君の家に通っていた」

　有紗は胸が大きく鳴るのを感じた。

　偶ぐう然ぜんの出会いから始まったとばかり思っていた自分たちの関係が、実はそんなにも昔からつながっていたとは。

「事情って、どんな？」

　子どもの頃の話なら、彼も相当若かったはず。にもかかわらず重要な研究の手伝いに行かされていたなんて優ゆう秀しゆうだったのだろうと感心しながら訊たずねると、彼は少し黙った。

「……ちょっとした事情だ」

「……ちょっとした？」

　なぜだか、彼は目をそらした。

「大した事情じゃない」

「何か特別な理由があったんですか？」

「いや。別に」

「でも秘密の研究所に通ってくるくらいなんだから、それなりの事情があるんじゃ……」

　じろり、とにらまれた。

　深く追つい及きゆうするなという空気を感じ、有紗はたじろいだ。

（そ、そんなに言いづらい事情なの？）

　先ほどまでとはまた違ちがう意味で、あまり話したくないらしい。

　追及しないほうがいいのかとうかがっていると、彼はため息まじりに答えた。

「出入りする者の中で一番若かったから、自然と君の遊び相手のようなことをしていたんだ。それだけだよ」

　切り上げるように言って、この話題を終わらせようとするそぶりだ。

　しかし有紗には聞き捨てならないことだった。

「そんなに遠い昔から、わたしのことをご存じだったんですね」

「初めて会ったのはもう十年以上も前になるな」

「十年……」

　そっけない声だったが、彼の面めん倒どう見みの良さの理由がわかった気がして、なんともいえない気持ちになってしまう。

　その頃のことはまったく覚えていないけれど、幼かった自分はどんなふうに彼と過ごしたのだろう。想像がつかなくて、くすぐったいようなそわそわした気分だった。

「じゃあ、わたしたちが別べつ荘そうで出会ったのって、偶然じゃなかったんですか？」

　六条の伯父おじたちに烏丸侯爵の弱みをつかんでこいと命じられ、報ほう酬しゆうと引き替かえに潜せん入にゆうしたのは昨年の年末のことだ。

　思い返してみれば、確かにあの時から彼は妙みように親切だった。意地悪を言う一方で、援えん助じよを申し出てくれたり──。あれは指輪の契けい約やくのせいだけではなかったのか？

　京四郎が、ふんと鼻を鳴らした。

「偶然に決まっている」

「そっ、そうですよね」

「……が、その指輪が引き合わせたのかもしれんな」

　有紗は自分の右手に目を落とす。

　人差し指に巻かれた包帯の下には、赤い石の指輪が今も外れることなく塡はまっている。

　そもそもこれがすべての始まりだったのだ。この指輪をうっかり塡めたりしなければ、彼との縁えんはあそこで切れていたかもしれない。少なくとも、こんなふうに本当の素す姓じようを知るような事態にはなっていなかったはずだ。

「この指輪って、桜川博士が作ったものなんですよね？　それを烏丸家が預かって管理していたんだって」

「ああ。ある時、何者かが盗ぬすみだし、行方ゆくえがわからなくなっていた。そういった失うせ物捜さがしの専門家に捜させていたんだが、やっと見つかったその現場になぜか君も居合わせたというわけだ」

「う……、闖ちん入にゆうしてすみませんでした……」

　あれは彼のほうも予想外だったことだろう。指輪が手元に戻もどって一安心と思ったら、それを第三者が塡めてしまってとれなくなったのだから。

「それにしても……この指輪って、ただの呪のろいの指輪じゃないんですか？　いえ、呪いがかかっているだけでも充じゆう分ぶんすごいんですけれど。そういえば別荘で会った結社の人も知っていたし、朔……さんも指輪を見て驚おどろいていたみたいでした」

　これまでに指輪が現した不思議な力を何度も目まの当たりにしてきた。それで救われたことも多い。魔ま術じゆつのかけられた物や場所に反応するらしいこともわかってきた。

　京四郎が、ふと指輪に目を落とす。

「桜川博士が作ったということで、ある意味伝説化している面もあるだろうな。実際にはどれほどの力と価値があるのか、正確にはわからない。それについて研究したわけではないし、そもそも長らく行方が不明だったからな」

「呪いの解き方もわからないんですものね……」

　人造科学研究の第一人者であった博士が作り出した、魔力を秘ひめた指輪。

　詳しよう細さいがわかっていないからこそ魅み力りよくがあるのかもしれない。特に、研究結果を横取りしようなどと企む輩にとっては──。

「わたしが狙ねらわれているのは、ひょっとしてこの指輪を塡めているせいですか？　三日月党が欲しがっているのは、わたしじゃなくて指輪なんじゃ？」

　だとしたら指輪をはずせば解決しそうだが、困ったことにはずし方がわからないのだ。どうしようもない。

　いや、と京四郎が少し厳しい顔になる。

「最初はそうだったかもしれないが、君が生きているとわかった今、どちらも手に入れようとしているはずだ」

「どうしてです？」

「……桜川の血を引く者にしか指輪は反応しない。根こん拠きよはないがそういう通説があるからだ」

　有紗は驚いて指輪を見つめた。

　だからはずれないのだろうか？　時々指輪が助けてくれたのはそのせいだったのか？

　なんだか感謝したくなったような、でもやっぱり不気味なような、複雑な気持ちになったが、ふと気がついた。

　桜川の血を引く者にしか反応しない、だから桜川の娘むすめである自分が狙われているという理り屈くつは理解したけれど、しかし他ほかにも桜川博士の血けつ縁えん者しやはいるはずだ。

　本当の家族の話がまだ出てきていない。どこで何をしているのだろう。みんなも狙われたりしていないだろうか。

「あの……、わたしの家族は、どんな人たちなんですか。どこにいるんですか？」

　少しの間、奇き妙みような間があった。

　京四郎が視線を泳がせたのがわかって、ふと不ふ穏おんなものが胸にこみあげる。先ほどのためらいとはまた違う表情のように見えたのだ。

「君の父上は……博士が勇退した後、弟子でしたちのまとめ役として研究所の責任者を務めておられた」

　落ち着いた声で彼は口を開いたが、努めてそうしようとしているのが伝わってきた。

「父上もまたすばらしい研究者で、教えを請こう者は多かった。その人ひと柄がらと実力から政府関係者の信しん頼らいも厚い方だった。母上は病弱でいらしたが、穏おだやかで優やさしい、私のような子どもにも丁てい寧ねいに接してくださる方だった。兄上はまだ小さかったが、父上の後を継つぐべく研究所で勉学に励はげんでいた。あまり接点はなかったが、時折見かける限り、利発そうな子どもだったな」

　淡たん々たんとした思い出語り。とても興味深いし、血のつながった家族のことだと思うと感かん慨がいもあるはずなのに、どうしてこんなに空くう虚きよに聞こえるのだろう。

　彼は何か隠かくしている。そう直感し、有紗は腰こしを浮うかせて詰つめ寄った。

「みんなはどこにいるんです？　元気でいるんですよね？」

　京四郎は目を落としたまま、すぐには答えなかった。

　黙だまっているのが答えなのだろうか。悪い想像が現実になろうとしているのを感じ、有紗がもう一度訊ねるのを迷った時、彼が言った。

「もういない。亡なくなったんだ」

　予想通りの答えだった。有紗は息を吞のみ、おそるおそる訊きいた。

「みんな、ですか？　病気か何かで……？」

　京四郎が首を振ふる。

　言葉を選んでいるような沈ちん黙もくの後、彼はようやく顔をあげた。

「本当に聞きたいか。後こう悔かいするかもしれないぞ」

　怖こわいくらい真しん剣けんなまなざしだった。聞かないほうがいいかもしれない、咄とつ嗟さにそう思ってしまったほどに。

　けれども、ここまできて逃にげたくはなかった。全部受け止めるともう決めたのだ。

「教えてください、知りたいんです。家族のことなんですもの。何も隠さないでください」

　座り直し、きっぱりとうなずく。

　声が少し震ふるえてしまったのを気づかれたのか、京四郎が何か言いたそうにしたが、負けたくなくてじっと見つめ返した。

　覚かく悟ごは伝わったようだ。彼が諦あきらめたように嘆たん息そくした。

「……十年ほど前のことだ。研究所で、とある事件が起こった」

「事件……」

「その日は私も君の家を訪おとずれていた。一部始終というわけにはいかないが、知っていることは話そう」

　思い出をたぐるように、彼の視線が伏ふせられる。

「あの日、私は風邪かぜをこじらせて寝ね込こんでいた。ふと目を覚ますともう夜が更ふけていて、傍そばで看病の真似まね事ごとをしていたはずの君がいなくなっていた。なぜか妙みような胸むな騒さわぎがして、それで君を捜しに部屋を出たんだ」

　と、彼は指で空中にふわりと円を描えがいてみせた。

「当時の研究所は山里の一角にあって、同じ敷しき地ち内とはいえ建物同士は離はなれていた。父上と兄上、そして弟子たちは母おも屋やで研究をし、君と母上は離れに住んでいてあまり行き来をすることもなかったんだ。夜中に子どもの足で行ける距きよ離りじゃなかったから、ひとまず離れの中を捜すことにした。離れとはいえ立派な屋や敷しきで広かったから、迷子になっているのでは、とね」

　そこで彼はまた、束つかの間迷うように口をつぐんだ。

　彼にとってもつらい思い出なのだろうか。表情に苦く悩のうが表れていた。

「見つけた時……君は気を失って倒たおれていた。おそらくは何者かに首を絞しめられ、一時的に失神していたんだろう。そして──君の傍で、母上が事切れておられた」

「……」

「病死じゃない。他殺だった」

　有紗は絶句して口を覆おおった。

　彼がこんなにも言いよどんでいるところからして、ある程度は覚悟をしていたつもりだったが、それを上回るショックで眩暈めまいがしそうだった。

「使用人が誰だれも駆かけつけないところから、非常事態が起きたのだけはわかった。とにかく君を背負って離れを出て、母屋に助けを求めようとしたんだ。だがその時、母屋が見知らぬ連中に囲まれているのが見えた。それでようやく襲しゆう撃げきに遭あったのだと理解して、そのまま山の中に逃げ込んだ。……なんとか逃げ切れたかと振り返ってみると、研究所のある場所は炎ほのおに包まれていた」

　ごく、と有紗は唾つばを飲み込む。

　黒々とした山脈と、そのふもとの小さな里。暗くら闇やみに躍おどる不気味な炎──。その光景が目に浮かび、胸を押さえた。

「じゃあ、お父さまと、お兄さまは……？」

　京四郎が小さく首を振る。

「当時の軍の調べでは、母屋にいた全員が亡くなったとされている」

「……」

　思わず、畳たたみに手をついた。

　身体からだから力が抜ぬけて、座っているのに倒れそうだった。

　後悔すると言った彼の言葉の意味がやっとわかった。血を分けた家族がそんな恐おそろしい目に遭って殺されていたなんて。

「どうして……。一体誰が、そんなことを……」

　衝しよう撃げきが大きすぎて涙なみだも出てこない。ただただ呆ぼう然ぜんとしていた。

「人造科学の研究成果を狙ねらっていた人たちがやったんですか？　だからって、そこまですることはないのに……！」

　顔も知らない、記き憶おくすらない両親と兄。そして研究所にいたという多くの弟子たち。

　国の発展のために尽つくしていたはずの彼らが、なぜそんな最さい期ごを迎むかえなければならなかったのか。己おのれの欲よくのために襲おそうなんてひどすぎる。

「……研究所にはいろんな人間が入り浸びたっていたが、もちろん厳しい情報統制が取られていた。外部の者が嗅かぎつけられるはずがなかったんだ。だから何者かが裏切り、死んだと見せかけて研究成果を持ち逃げしたのだろうと結論づけられた。それが誰かはわからない。私も長いことそう信じていた」

　有紗はのろのろと顔をあげた。彼の声がさらに硬かたくなったのに気づいたのだ。

「内部にいた人が手引きをした……？　誰なんです、一体」

　わからないと言われたばかりなのに、そう訊かずにはいられなかった。

　京四郎は有紗の視線を受け止め、つぶやくように答えた。怖いくらいの無表情で。

「烏丸朔だ」

「……！」

　息が止まるかと思った。

　過去に事件を起こして軍や警察に追われ、今は有紗のことも狙っている男。それが家族を殺した人物だったというのか。

　あまりにも衝撃的すぎて、うまく頭の中で整理できない。どういうことなのかと繰くり返すしかなかった。

「当時、烏丸一族から手伝いに来ていた人間の中に朔もいたんだ。やつは母屋での研究補助の他ほかに、君の兄上の守もり役のようなこともしていた。研究所の勝手はよく知っていただろう」

　冷えた声で京四郎が説明する声が、遠くのほうで聞こえる。

　有紗は頭を押さえ、なんとか理解しようと懸けん命めいに試みた。

「でも……京四郎さん、さっきは誰がやったかわからないって言ったでしょう？　どうして、あの人が下げ手しゆ人にんだってわかるんですか。もしかして、その時から実は知ってたんですか？」

　知らず知らず、責めるような言い方になっていたかもしれない。

　そんなつもりはなかったが、必死の思いで彼を見つめた時、はっと気がついた。

　表情はないが、彼がどれほど重い感情を抱いだきながら語っているのか、目を見たらわかったのだ。

　こんなことを口にしていて平気なはずがない。表面上は抑おさえていても内心は嵐あらしが吹ふき荒あれているかもしれないのに。

（わたしだけがつらいんじゃない。落ち着かなきゃ……）

　自分の家族のことなのだ。少しでも冷静に話を聞いて、整理していかねばならない。

　なんとか混乱する気持ちをなだめ、有紗は息をついた。

「……ごめんなさい。嫌いやな言い方をしてしまいました。でも、やっぱりそこは矛む盾じゆんしていると思います。どうしてわかったのか、教えてください」

　朔が犯人だったと知っていたからと言って、京四郎までもが関かかわっていたとはけっして思わない。でもそこは本人の口から言って欲しかった。

　京四郎は気を悪くした様子もなく、軽くうなずいた。

「もちろんその時は知らなかったよ。最近になって、当時その場にいたという人が教えてくれたんだ。逃げて生き延びていたらしい。朔が仲間を引き入れ、研究所を襲ったのだと」

「そう……だったんですか……」

　ほっとした。そうだろうとは思っていたけれど、やはり彼は知らないことだったのだ。

　徐じよ々じよに過去がつながってきて、事件の輪りん郭かくも見えてきた気がする。研究所から京四郎が連れ出してくれて、逃げのびて東京へきたのだろう。そして、今の両親のもとで育てられた──。

「でも、どういう縁えんで一乗寺の両親に預けられることになったんですか？」

「孝介さんと小夜子さんも、その当時研究所に住んでいたんだ。もともと君と近しい関係だったんだよ」

　えっ、と有紗は目を丸くする。まさか一乗寺の両親も関係者だったとは予想外だった。

「駆け落ちして東京から逃げてきて、近くの里にいたらしい。そのうち君の母上が床とこにつかれて、君の世話をする乳母うばを探していたところ、小夜子さんが選ばれた。まだ乳ち飲のみ子だった玲弥君を抱かかえていたんだが、では一いつ緒しよに育てましょうと引き受けたそうだ。孝介さんは薬くす師し兼けん雑用係というか、そういうわけで二人して移り住んできたと言っていた」

　それもまた意外な事実だった。そんなにも古い縁があったなんて。

「じゃあ、わたし……そんなに小さい頃ころからお母さまに育ててもらったんですね……」

　赤ん坊ぼうの時から育ててくれた小夜子。一緒に育った玲弥。

　確かに母は母で、弟は弟だったのだ。たとえ血がつながっていないとしても──。そう思ったら、じんと胸に迫せまるものがあった。

「その襲撃の時は、みんなどうしていたのかしら。逃にげたから無事だったんでしょうけど」

「ちょうど小夜子さんはお産で里に下りていて、孝介さんも玲弥君を連れてそちらに行っていた。それで皆みな、難を逃のがれたんだ」

「そうなんですか……」

　では年ねん齢れいからいって唯人が生まれた時のことなのか。二人とも不幸中の幸いだったとしか言い様がない。

「お父さまもお母さまも、当然知っていたんですよね、その時のことを。でも何も言わずに引き取って育ててくれた……。わたし……何も知らないで、どうして今まで黙だまっていたのかって責めそうな気持ちになっていました」

　母に何も言わず、ろくに目も合わさず出てきたことを今さらのように後こう悔かいした。謝りたいが、今はそれもできないのだ。

　うなだれる有紗に、京四郎は低くつぶやくように言った。

「君が何も知らなかったのは君が悪いんじゃない。気に病やむ必要はないさ」

「それは、子どもだったから覚えていないだけなんでしょうけど……」

「違ちがう。私が君の記憶を消したからだ」

「……え？」

　どういうことだと見ると、彼は考え込むように目を落としていた。

「十年前のあの夜、私の知らないところで君はいろいろと恐ろしい出来事を見てしまったかもしれない。だから、すべての記憶を消した。桜川有紗ではなく別人として生きていくために」

　驚おどろきで黙り込んだ有紗に、彼は顔をあげ、じっと見つめてくる。

「その後も何度か、君の記憶がよみがえりそうになると同じことをした。君から過去を奪うばったのは私だ」

　だが、と悔くやむように彼はため息をついた。

「有紗という名前だけは消せなかった。それは私の過あやまちだと認める。その名前のせいで朔に見つけられたんだからな」

「……」

「だから、恨うらむのならご両親ではなく私を恨みなさい」

　まっすぐ目を合わせたままそう言われ、有紗はなんと答えたらいいかわからなかった。

　過去を奪ったという言葉は衝しよう撃げき的だったし、それがよかったのか悪かったのか咄とつ嗟さに判断できなかった。でも、彼の表情からそれが苦く渋じゆうの決けつ断だんだったことは痛いほど伝わってきた。

　恨むというのも現実感がない。ただ一つだけ、気になることがある。

「……どうして、名前だけは残してくれたんですか？」

　ハイカラな名前だと笑われたこともあるくらいだし、目立つのは彼もわかっていただろう。記憶を消したほどの人だから詰つめが甘いことはしないはずだ。

　京四郎はその理由を探しているのか、しばし黙った。

「有紗という名を気に入っていた。君も──私も。今思えばただの感傷に過ぎないが……それだけはなくしたくなかったんだろう」

　まるで他人ひと事ごとのように、けれども遠い過去の日を想おもうかのように、淡たん々たんとつぶやく。

　十年前といえば彼だってまだ少年の頃だ。恐おそろしい襲しゆう撃げき現場から命からがら有紗を連れて逃げ出し、別の人生を歩めるようにとの思いで記憶を消してくれた。それがけっして容た易やすい判断ではなかったことくらい察しがつく。

（京四郎さんは命の恩人だったんだ。昔も、今も……。京四郎さんが助けてくれなかったら、たぶんわたしは今ここにいなかった……）

　有紗のことを大切に想っていなければそこまでしてはくれなかったはずだ。自分が知らないだけで、幼い頃の二人は強い絆きずなで結ばれていたのかもしれない。

（京四郎さんだってきっと怖こわいものを見ただろうに、わたしのことを守ろうと一いつ生しよう懸けん命めいにやってくれたんだわ。なのに、もしかしたら、ずっとご自分のことを責めてたの……？）

　十年もの間、彼が背負ってきたであろう苦く悩のう。

　そして、その間ずっと見守ってもらっていたであろうこと。

　それらを思うと、涙なみだがこみあげてきた。

「……ありがとうございます。嬉うれしいです」

　声を詰まらせながら、なんとか頭を下げる。

　本当の名前を守ってもらった。それだけで充じゆう分ぶんだ。

「お父さまとお母さまの娘むすめじゃないとわかって、自分が何者なのかわからなくなって、本当のわたしには何もないのかもしれないと思っていたんです。でも、全部なくしたわけじゃなかった。京四郎さんが名前を残してくれたから……本当のわたしも、ちゃんとここにいられるんですよね。だから、嬉しいんです」

　自分の生おい立ちや過去を知ったことでこれからどんな出来事が降りかかってくるのか、それはまだわからない。でも本当の名前があるというだけで心強い気持ちになる。

　涙をふいていると、頭に掌てのひらが乗せられた。

　温かい手に、ほっとしながら顔をあげたら、京四郎の指が涙をふいてくれた。

　何も言われなくても、労いたわられているのだと伝わってくる。優やさしい感かん触しよくだった。

　しばらくの間、彼はそうして有紗の頰ほおをぬぐってくれていたが、やがてゆっくりと口を開いた。

「全部なくしてなどいないさ。君には血を分けた兄がいる」

「え……？　でもさっき、火事で亡なくなったって……」

「そう思われていたんだが、実はひそかに逃げ延のびていたらしい。朔が襲撃の首しゆ謀ぼう者しやだったのを目もく撃げきしたと教えてくれたのは、君のお兄さんなんだ」

　有紗は目を瞠みはって彼を見た。

「本当に？」

「ああ。君の近くで、見守ってくれているようだよ。今もな」

　言いながらおもむろに立ち上がると、彼はさらりと襖ふすまを開けた。

「！」

　廊ろう下かに立っていた人ひと影かげが、ぎょっとしたように立ちすくむ。

　有紗はあんぐりと口を開けて彼を見上げた。

「飛鳥井さん……？」

　袴はかま姿すがたで本を小こ脇わきに抱えた飛鳥井は、有紗と目が合うと決まり悪そうな顔をした。

「良い機会だ。兄きよう妹だい水入らずで話をするといい」

　そう言って京四郎が廊下へ出て行く。

　すれちがいざま飛鳥井ににらまれたというのに涼すずしい表情で、そのまま行ってしまった。

　残されたのは、呆ぼう然ぜんとする二人のみ──。

　飛鳥井がいまいましげにため息をつき、髪かみをかき上げる。

「まったく。こんな形でばらされるとはね」

　はっと有紗は我に返った。

　あまりに突とつ然ぜんすぎて理解できずにいたが、京四郎の言や飛鳥井の登場の仕方からして、冗じよう談だんというわけではないのだろう。

「飛鳥井さんが……わたしのお兄さま？」

　黙っていた飛鳥井が、やがて観念したようにうなずいた。

「……はい。そうです」

　ぎこちなく微笑ほほえんだ彼を、有紗は信じられない思いで見つめた。







　桜川千ち歳とせ。

　それが、飛鳥井の本当の名だという。

　十年前の事件の夜、逃げ出した彼は山道で倒たおれていたところを現在の養父に拾われ、育てられたのだと話してくれた。

「自分でも知らないうちに、山をいくつも越こえたところまで来ていたみたいで……。それで幸い追っ手に捕つかまることはなかったんです。そのまま飛鳥井の家の養子になって、中学まであちらにいました」

「そうだったんですか……」

　彼の身の上話に、有紗は何度もうなずいた。

　突然兄だったといわれても、正直、半信半疑なところはある。だが彼に対してずっと感じていた親しみや安心感の理由がわかったような気がして、納なつ得とくもしていた。

　血がつながった兄だから、何気なく出会ったはずの彼にあんなにも親近感を持てたのかもしれない。

「すみません。急にこんなことをいわれても困りますよね。俺も正直、どうしていいかわからない」

　飛鳥井が申し訳なさそうに言ったので、慌あわてて首を振ふる。

「困るだなんて！　確かにびっくりはしてますけど……」

　彼のような人が兄だったとわかって、ほっとしている自分がいる。飛鳥井が今までさりげなく元気づけてくれたり、危ない時には助けてくれたりしたことを知っているから。

（そうやって、ずっと見守っててくださったのかな。わたしは何も覚えてなかったのに）

　そう思ったら申し訳ない気持ちと切ないのとで、瞼まぶたの裏が熱くなってきた。

「あ……、お嬢じようさん、大だい丈じよう夫ぶですか」

　涙を浮うかべたのに気づいたようで、飛鳥井が焦あせったような顔になる。

　有紗はまた急いで首を振り、涙をぬぐった。

「本当のお父さまもお母さまも、お兄さまも亡くなったと聞いたから……、お兄さまだけでも無事だったのがわかって、嬉しいんです。つらい思いをされたでしょうけど、でも、生きて会えて、よかった……」

　兄との対面に関して戸と惑まどいはある。だがそれだけは本心からの想いだった。

　飛鳥井が労るように見つめている。泣かせたことに責任を感じているようだ。

「俺も……お嬢さんとこうして話せて、夢みたいです。そんなに泣かないでください」

　その言葉に、有紗は涙をぬぐい、なんとか笑えみを浮かべた。嬉しいのに泣いてばかりの自分がちょっとおかしくなる。

「お嬢さんだなんて。妹なんですから、名前で呼んでください」

　飛鳥井が虚きよを衝つかれたように黙だまり、やがて照れくさそうに笑った。

「有紗、って？」

「はい。敬語も使わないでくださいね。わたし、妹なんですから」
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　言いながら自分でも不思議だった。そう要求することで、本当に長年兄妹だったのだという気がしてくる。

　弟たちとはどうしても見つけられなかった共通点が、彼にならたくさんあるように思えた。

「ありがとう。有紗」

　歩み寄ったことが伝わったのか、飛鳥井がしみじみと見つめながら言った。

「こんなふうに受け入れてもらえると思っていなかったから、嬉うれしいなあ。口の軽い男だと敬遠されてやしないか心配だったんだ」

「そんなこと！　飛鳥井さんは最初からいい人でしたし……あっ」

　思わず口を押さえた有紗に、彼は楽しげに笑った。

「俺のことも、兄と呼んでほしいな。君にそう呼ばれるのが夢だったんだ」

　冗談めいていたが、ぽっと心が温かくなるような言葉だった。

「じゃあ、これからはお兄さまって呼びます。でも、二人だけの時に限定したほうがいいかしら」

「そうだね。蒼生子お嬢さんはご存じだけど、緋早子お嬢さんが混乱しそうだ」

「えっ。どうして蒼生子さんが？」

「ああ……、君にやたら近づいているってあやしまれてね。絶対口外しないという条件で、仕方なく事情を話していたんだ。もし言わずにいたら接せつ触しよくを禁止されて、こうして君と親しく話すこともなかったかもしれない」

「まあ……。知らなかったわ」

「蒼生子お嬢さんは案外、君に懐なついておいでだからね。もし俺が悪さをしようものなら許さないって、結構な剣けん幕まくだったんだよ」

　大げさに肩かたをすくめてみせた彼に、有紗はおかしくなって笑ってしまった。

　こうして顔を見合わせて笑うのも、兄きよう妹だいだからできるのだと思うと安心できた。彼が一いつ介かいの学生のままだったら、こんなに心を開けなかったはずだ。

「わたし、昔のことを何も覚えていないんです。よかったら教えてもらえませんか？」

　おずおずと言うと、彼は同情したようにうなずいた。

「もちろんいいよ。記き憶おくを消すなんて、事情があるとはいえあの人もひどいことをしたものだね」

　あの人、という言葉に皮肉のようなものが籠こもっている。有紗は不思議に思ったが、研究所に出入りしていたのだから京四郎のことを知っているのだと気がついた。

「そうだわ。お兄さまも昔から京四郎さんと顔見知りだったんですね」

「見かけたことは何度かあるよ。でも話したことはあったかな……。昔からあんな感じで無ぶ愛あい想そうだったから」

　ふうん、と有紗はにこにこしながら相づちを打つ。当時の京四郎の話を聞けるなんて貴重だ。

「まだ烏丸家に養子に入る前で、あの頃ころは清きよ辻つじ京きよう助すけという名前だったんだ」

「清辻？　それって、この前お兄さまが仰おつしやってたご学友じゃ……」

「君があの人のことを覚えていないようだったから、試ためしに名を出してみたんだよ。噓うそをついてごめん」

　決まり悪そうに飛鳥井が頭を下げる。だが京四郎の過去の名前だったのかと、有紗は感心していた。

「そっか。烏丸京四郎という名は覚えていなくても、当時の名前ならわかるかもしれないって思ったんですね？」

「うん。小さかったとはいえ、さすがに許いい嫁なずけの名前は忘れてないんじゃないかと思ってね」

「……許嫁？」

　有紗は目をぱちくりさせる。

　今、〝許嫁〟と聞こえた気がしたが、気のせいだろうか？

「そう。あの時はよくわかってなかったかもしれないけど、大人になったらお嫁よめに行くとか、そういうふうには俺に話していたから」

「……」

「ん？　どうしたの？」

　ぽかんとしているのを見て、飛鳥井が怪け訝げんそうにのぞきこんでくる。

　頭の中を整理した有紗は、おそるおそるその疑問を口にした。

「わたしと京四郎さんは、許嫁だったんですか……？」

「え……そうだけど……」

　そこでやっと彼も気づいたらしい。しまったという顔になった。

「もしかして、聞いてなかったのかい？」

「……」

　かあっと頰ほおに熱がのぼるのがわかった。

　幼い頃に研究所に通っていたという京四郎の〝ある事情〟──やけに言いづらそうにしていたと思ったら、そういうことだったのか。

（噓！　そうなの？　そんなの初耳だわ！　わ、わたし、これからどうやって京四郎さんとお話ししたらいいのっ？）

　あからさまに動どう揺ようし始めた有紗を見て、飛鳥井が頭を抱かかえている。

「ああ……余計なこといっちまった……」

　なごやかな思い出話になるはずが、兄きよう妹だいの感動の再会は思わぬ波乱を巻き起こしてしまったのだった。
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　ここ数日、松小路邸ていを訪おとずれると、有紗が飛鳥井と話している姿を見かけることが増えた。

　中庭にかかる縁えん側がわに並んで腰こし掛かけて。はたまた、茶を出しにきたついでに座ざ敷しきの入り口で。

　たまに耳に入ってくる会話の断だん片ぺんからして、まだどちらも硬かたいところはあるようだ。だが飛鳥井を見る有紗の表情は初うい々ういしいながらも明るく、彼に心を開いているのは明白だった。

（まあ、もともと悪感情を持っていた相手ではないからな）

　今日もまた、二人は縁側で仲良く団子など食しながら談だん笑しようしている。彼女の部屋となっている座敷への途と中ちゆうにあるため、嫌いやでも目に入ってしまうのだ。

　同じく団子を携たずさえて彼女の様子を見に来たところにその現場を発見し、京四郎はしばし黙もつ考こうの末、声をかけることなくその場を離はなれた。

　せっかくの兄妹の語らいを、わざわざ邪じや魔ましてやることもあるまい。

（ようやく心こころ穏おだやかに接せられる相手が出てきたんだ。今は誰だれよりも頼たよりたいんだろう）

　正直、複雑な気分ではあるが、ここでは自分は部外者だ。見守るしかない。

　一見すると、やけににやついたような顔をしているが、有紗くらいの年とし頃ごろの女子からすれば物もの腰ごし柔やわらかな好青年に見えるのかもしれない。規律正しい女学生にしてはめずらしく、彼に対してはあまり警けい戒かい心しんを抱いだいていないようではあった。

　それでなくても、過か酷こくな自身の過去を聞いたばかりの時だ。肉親が生きていて目の前に現れたのだから心強いに決まっている。

　団子を女中にでも預けて帰ろうかと思ったが、考え直し、京四郎は有紗の部屋へ向かった。

　襖ふすまを開け、清潔に整えられた座敷を見み渡わたす。特に異変はないようだと確かく認にんしてから中へ入った。

　この時間、緋早子はまだ女学校から帰っていないし、蒼生子も来ていないようだ。二人が、あるいはどちらかが一いつ緒しよにいる時は勉強をしたり少女雑誌を読んだりして過ごしているらしく、隅すみの文ふ机づくえに教科書と雑誌が並んでおかれていた。

（……少しは元気が出てきたか）

　雑誌のほうが数が多いことになんとなく安あん堵どし、腰を下ろす。

　ここへ来たばかりの頃の彼女は、おろおろしたり沈しずんで考え込んでいたりと落ち着かない様子だった。突とつ然ぜんこんな騒そう動どうの渦か中ちゆうに放ほうり込まれて、訊ききたいことが山ほどあっただろうに、奇き妙みようなくらい何も言ってこなかった。

　知るのが怖こわいのだろうと察しがついたから、こちらも黙だまっていた。

　いや、むしろ彼女の反応にほっとしていたかもしれない。

　事情を話すのを躊躇ためらっていたのは自分のほうだ。

　いつかは教えなければならないと思いながらも、できることなら言いたくはないのが本音だった。話すことで、あの夜有紗が見た記憶が鮮せん明めいによみがえるのを恐おそれていたのだ。

　覚えていないだけで、おそらく彼女は実の母親が亡なくなった現場を見たはず。そして、自身を殺そうとした相手の顔も。

　──そんなことを思い出させたくはない。

　だからあの時、必死の思いで彼女の記憶を消したことを後こう悔かいはしていない。

　ただ、知れば憎にくまれるのではという思いはあった。それだけのことをした自覚はある。

　それに、両親を殺した男が目の前にいない今、彼に向かうはずの憎しみが、弟である自分に向けられたとしてもおかしくはない。飛鳥井が──いや、桜川千歳がそうだったように。

（家族そのものだけではなく記憶まで奪うばわれたとなれば、恨うらまれても仕方がない。ますます絶望させることになっただろう）

　彼女にすべてを話すことになった時、覚かく悟ごを決めた。

　有紗には知る権利がある。恨まれても憎まれても、彼女が離れていくことになるとしても、事実を伝えようと。

　だが懸け念ねんに反し、彼女はそうはならなかった。

　名前だけでも残してくれて嬉うれしいと、泣いていた。

　本心からそう言ったのか、それとも悲しみをごまかすための口実だったのか。それはわからない。

　詰なじられるか責められるかと身構えていたのに、そんなふうに言われたものだから、戸と惑まどった。

　こちらに気を遣つかって感情をぶつけられずにいるのかと思うと、こんな時にまでそんな性しよう分ぶんなのかと不ふ憫びんだったし、本当にそう思っているとしたら強い女性になったものだと、圧あつ倒とうされるような気分にもなった。

　わかりやすいくらい単純だった子どもの頃ころとはもう違ちがう。大人になった彼女の本心がわからず、翻ほん弄ろうされている。

　彼女の想いさえつかめたならなんでもしてやれるのにと、歯は痒がゆくなるばかりだった。

　ただ一つ確実に思うのは、何が本心であったとしても、懸けん命めいに現実に立ち向かおうとしている有紗を守ってやりたいということだけだ。

（恨まれてはいない……か……？）

　ふと思い出し、手首に目を落とす。

　自分がそう思いたいだけなのだろうか。手首に刻まれた鎖くさりの痣あざは、ここしばらくまったく痛まず、増えもしなくなっていた。

　これまでは有紗が少しでも機き嫌げんを損そこねるようなことを言っただけで反応していたというのに。今の彼女は不機嫌では済まされない感情を抱いてもおかしくないのに、なぜ痣は無反応なのだろう。

　思い返してみると、反応しなくなったのは菫子の一件で誤解が解けたあたりからだが──。

　考え込んでいたら、軽い足音がして襖が開いた。

　きゃっ、と小さく悲鳴があがる。

「──びっくりした、いらしてたんですか」

　見ると、有紗が目を瞠みはって立ちつくしていた。よほど驚おどろいたのか頰を赤らめて胸を押さえている。

　入ってくる気配がないので、京四郎はあぐらをかいたまま彼女に向き直った。

「いないようだったから入らせてもらった。これは手みやげだ」

　団子の包みを差し出したが、彼女はたじろいだような顔をして突つっ立ったままだ。

「どうした。団子は好きじゃないか」

　さっきは飛鳥井と嬉しそうに食べていただろうに、と怪け訝げんな思いで訊くと、慌あわてたように答える。

「そんなことありませんけど……」

「じゃあ何だ。腹がふくれてるのか」

「えっ？」

「そこで飛鳥井君に団子をもらっていただろう」

　言いながら、なぜこんな嫌らしい言い方をしているのかと不本意な気分になってくる。

　これではまるで、あいつのは食べるのに自分の団子は食べられないのかといじけているようではないか。

　しかものぞき見したのを自ら暴ばく露ろしてしまっている。知らん顔をしておくつもりだったというのに。

　有紗はぽかんとしたような顔で見ている。不思議そうなその視線に、京四郎は憮ぶ然ぜんと応じた。

「腹が一いつ杯ぱいなら無理しなくていい」

「あ、ち、違いますっ。ただ、京四郎さんが……」

「何だ」

「いえ、昨日も……一昨日おとといも、その前にも、いろいろと持ってきてくださったので、その……いつもいただいて申し訳ないなと思って」

　顔を赤らめてうつむいてしまった彼女を、京四郎は訝いぶかしげに見つめた。

　言われてみればそうだった。生おい立ちや過去を知らされて落ち込んでいるのではと思い、少しでも元気が出るならと、ここのところは毎日手みやげ持参で様子を見に来ていたのだ。

　昨日はクリームの入ったパンの詰つめ合わせ。一昨日はどこぞのパーラーの瓶びん入いりジュース。その前は朱しゆ塗ぬりに花の飾かざりがついた櫛くしだったか。他ほかにもいろいろ甘味や小物を持ってきた気がする。

　一応、若い娘むすめの好みそうなものを選んだつもりだったのだが、有紗の反応はあまり芳かんばしくなかった。なぜこんなことをされるのかと言いたげに戸惑った顔をしていた。

「いや──君が気を遣うことはない。迷めい惑わくだったならもうやめるが」

　好みに合わなかったのかと思ってそう言うと、彼女は慌てたように頭かぶりを振ふった。

「迷惑だなんてとんでもないです！　ありがとうございます」

「何か欲しいものがあるのなら、次はそれを持ってこよう」

「ええっ、そんな、もう充じゆう分ぶんです！　ありがとうございますっ」

　今度はひどく恐きよう縮しゆくした様子だ。口では礼を言っているが、困っているようにも見える。

　やはり、何を考えているのかわからない。ただ、痣は反応しないので嫌いやがっているわけではなさそうだが──。

「そういえば、近ちか頃ごろは痣がまったく痛まなくなったんだが」

　思い出したので話を変えてみると、有紗はきょとんとして顔をあげた。

「そうなんですか？」

「ああ。そこそこ無礼な物言いをしたりしている自覚はあるんだがな」

「どうしてなのかしら。指輪ははずれないから呪のろいが解けたわけでもなさそうですし……。今まではわたしが京四郎さんの言動で怒おこったりしたら痣が痛んでいましたよね」

「あとは精神的に傷ついたり、実際に怪け我がをした場合だな。そこに反応しなくなったということは、君の内面に何か変化があったのかもしれない」

　有紗が驚いたように目を見開く。

「わたしに？」

「こちらには特に変わったところはないし、そうとしか思えないな」

　彼女は真しん剣けんな顔で考え込んだ。

「でも、わたしだってそんなには……。もちろん、いろいろ衝しよう撃げき的なことはありましたけど、それは関係なさそうだし……」

「時期としては君が菫子と私の仲を誤解して、それが解消したあたりからだ。心当たりはないか」

「……」

　首をひねっていた有紗が、はっとしたように顔をあげた。

　その頰ほおがみるみる赤く染まっていく。同時におろおろとうろたえ始めた。

　思い当たるふしがあったのかと見つめると、彼女は涙なみだ目めになってにらんできた。

「……ひどい。京四郎さんの意地悪！」

「何？」

「わっ、わたし、本当に京四郎さんのことなんて全然好きじゃないんですからっ！」

　ひどく動どう揺ようした様子でそう叫さけぶと、有紗はくるりと踵きびすを返して駆かけ出ていってしまった。

　眉まゆをひそめてそれを見送った京四郎は、自身の手首を見下ろす。

　やはり痣に何も反応がないのを確かく認にんし、ため息をついた。

（……わからん）

　昔は彼女の考えることはなんでも読めたというのに、年とし頃ごろの乙おと女めになった今はもはや別の生き物としか思えない。

　仕方ないので団子の包みを置いて帰ろうとすると、廊ろう下かを静かに蒼生子がやってきたのと行き合った。

　出て行った有紗を目もく撃げきしたのか、訝しげな顔でこちらを見ている。

「何かありましたか？」

　別に、と答えて去ってもよかったのだが、気が変わり、京四郎は足を止めた。

　巷ちまたで人気だという甘味も売れ筋だという小物も空から振ぶりだった。自分の感覚がずれているのかもしれない。同世代の彼女になら、そのあたりがわかるだろうか。

「若い娘というのは、何をすれば喜ぶかわかるか？」

　蒼生子は意表を突かれた顔で固まり、思い切り不ふ審しんそうな目でこちらを見た。

「…………はい？」

　柄がらにもないことを持ちかけてしまったようだ。京四郎は即そく座ざに「なんでもない」と切り返してその場を後にした。

　通り過ぎざま、先ほどまで有紗と飛鳥井が並んで座っていた縁えん側がわへと目をやる。

　あの時のような距きよ離り感かんやほのぼのとした空気は、自分にはとても出せないだろう。

　そういえば自分が何かを与あたえた時より、彼と話している時のほうがよほど嬉うれしそうだったと、ふと思い出した。

（所しよ詮せんは血のつながりには勝てないか）

　寂さびしいような気もするが、それで有紗が心こころ穏おだやかにいられるのなら何よりだ。

　昔のように自分を一番に慕したえというのが横暴な我が儘ままだということは、よくわかっていた。
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　真っ昼間だというのに、無骨な建物の中から押し問答が響ひびいている。

　それももう今日で五回目を数えようとしていた。そして、終わりのやりとりも毎度同じだ。

「ええい、こっちは忙いそがしいんだ！　頭のおかしい女の戯たわ言ごとにつきあっている暇ひまはない、帰れ！」

「こっちだって頭の固い化石みたいな警官には用はないわよ！　この件は記事に書き倒たおしてやりますからね！」

　やがて、洋装の若い女が憤ふん然ぜんとしながら戸を開けて外へ出てきた。

「ああ、これだから嫌だわ。国家権力って大だい嫌きらい！　わからずやばっかりなんだから！」

　見張りの警官たちも慣れたもので、激しい口論など聞こえていなかったかのように知らんふりを決め込んでいる。

　彼女──醍醐は彼らを一にらみすると、いまいましげに嘆たん息そくして建物を見上げた。

　警察署を訪おとずれて直じか談だん判ぱんするのも、ここで何カ所目になるだろう。どこへ行っても話を信じてもらえず、追い返されるの繰くり返しだ。

　記者仲間の六条馨が目の前で消えてから、もう一ひと月つきになろうとしている。

　唯ゆい一いつの目撃者として、醍醐はもちろんすぐに警察に通報した。そして洗いざらいを伝え、早く馨の捜そう索さくに取りかかるよう訴うつたえた。

　しかし話を聞いた警官たちは皆みな、まともに取り合ってはくれなかった。しまいにはおかしな女が騒さわいでいるといったふうに邪じや険けんに扱あつかわれる始末。

（だけど、無理もないわよ。私だっていまだに信じられないもの）

　死んだはずの烏丸侯こう爵しやくの長男、朔が生きていた。

　それを追つい及きゆうしようとした馨は、朔によって消されてしまった。空中に開いた大きな真っ黒い穴に取り込まれてしまったのだ。

　あれは妖よう術じゆつか何かなのだろうか。現実主義の新聞記者としては認めたくないが、しかし実際にこの目で見たのだ。

　もう一度警察署のほうをにらみつけ、仕方なく歩き出す。

（困ったわ。警察は動かないし、軍にも無視されてしまったし。かといって記事に起こして世論に訴えるには危険すぎるネタだわね。迂う闊かつなことはできないわ）

　人間消失、奇き妙みような怪かい奇き事件。それに関かかわっているのは死者である華か族ぞくの元跡あと取とり──。

　おもしろおかしく受け取られ、下手へたをしたらよくあるよもやま話として世間にも流されるおそれがある。近頃はそういうオカルト話が流行はやっているからだ。

　一方で馨の所在と無事がわからない以上、事件を大々的に報じるのもためらわれた。公おおやけになる前にと、朔が彼の命を脅おびやかす事態になるかもしれない。

「──もし、そこの方」

　穏やかな声が追いかけてきて、考え込んでいた醍醐は我に返った。

　振ふり返ると、三つ揃ぞろいの背広を着た男が立っていた。服も雰ふん囲い気きも洗練された感じがして、ほんのさっきまでやかましくやりあってきた警官たちとは大おお違ちがいだ。

「よかった、間に合いましたね。あなたを追ってきたんですよ、お嬢じようさん」

　にこやかに言われ、醍醐は少し鼻白んだ。見た目は悪くないがどうにも胡う散さん臭くさい。

「どなた？　私になんのご用ですの？」

「ええ、そこで部下に指導をしていたら、たまたまあなたのお話が聞こえてしまいまして。大変興味深かったので、詳くわしく聞かせていただけないかと思いましてね」

　男が指さしたのは、出てきたばかりの警察署だ。

「あなた、警察の方？」

　驚おどろく醍醐に、男は笑えみを浮うかべ、警察手帳を見せた。

「東京警視庁の伏ふし見みと申します。よろしければ僕と手を組みませんか？　こちらも烏丸朔のことでは調べたいことがあるのですよ」

　その名を出したところからして本当に話を聞いていたようだ。しかもかなり細部まで。

　願ってもない申し出だったが、急に持ちかけられたせいで、少し警けい戒かい心しんが芽生える。

「警察の方と協力態勢をとるだなんて、緊きん張ちようしてしまいますわね。で、具体的には私に何をやらせるおつもり？」

「そうですね……。まずは、烏丸家の人間に直接事情を訊たずねるのが先でしょうね。何しろ死亡した嫡ちやく男なんが生きて現れたわけですから」

「それならとっくの昔に試みましたわ。門前払ばらいされましたけれど」

　馨は烏丸京四郎のことを調べていてあの一件に巻き込まれたのだ。まず話を聞くなら彼だろうと屋や敷しきに押しかけてみたが、本人は留守かつ行方ゆくえ知れず、そして烏丸家からは一いつ切さい無関係だとして追い払われた。

「大だい丈じよう夫ぶ。良い方法があります」

　やけに余よ裕ゆうのある微び笑しようを、醍醐は怪け訝げんに思って見上げる。

　食えない笑顔、というのはこういう顔をいうのかもしれない。

「烏丸家と関係のある、とある人物に接せつ触しよくするんですよ」

　だがその眼光は、油断ならない鋭するどさを秘ひめていた。







　第四幕　乙おと女めと交こう錯さくする思おも惑わく







　夕方近くになると、蒼生子と二人で緋早子の帰りを待つのが有紗の日課だった。

　帰宅時間まで、一いつ緒しよに本を読んだり、学校に通っていない蒼生子に勉強を教えたりして過ごしている。

　ずっと家にこもってきた彼女は世間知らずなところもあるが、本から膨ぼう大だいな知識を得ていたようで話していると楽しいし、ためになることもたくさんあった。飛鳥井に本を借りることも増え、おかげで退たい屈くつだけはしない毎日だ。

　今日も、借りた本を一緒に読み、それについておしゃべりをしていると、ふと思い出したように蒼生子が言った。

「そういえば、先日は烏丸さまと何かありましたの？」

　どきっとして有紗は頁ページをめくる手を止めた。

　団子を持って会いに来た京四郎に暴言を吐はいて逃にげ出して以来、気まずくて恥はずかしくて彼とはろくに顔を合わせられずにいる。現場を目もく撃げきされてしまったようで蒼生子には不ふ審しんに思われていたらしい。

「い……いいえ、なんでもありませんわ。ちょっと、喧けん嘩かしたというか」

　急いでごまかしながらも、顔が自然と熱くなってしまう。

　あの時の彼の言葉は、まさに不意打ちだった。

　これまで散々彼を苦しめて──いや、痛めつけてきたであろう鎖くさりの痣あざ。有紗の怒いかりや傷心に反応していたはずだが、菫子との一件以降あたりからそれがなくなったのだという。

　京四郎の態度が変わったというわけではない。むしろいつもの調子で子ども扱いや、はては大福扱いまでされていたし、それに対して有紗がきーきーと文句を言ったのも同じだ。

　しかし、反応しなくなったといって呪のろいが解けたわけでもない。指輪はきっちりと塡はまったまま抜ぬけないし、第一、解けたのであれば彼の手首の痣自体が消えているはずだ。

　だとしたら、他ほかに考えられるのは一つ。

（京四郎さんのことを、わたしが好ましく思うようになったから……その気持ちが指輪に伝わって、痣を作らなくなったんじゃ……？）

　咄とつ嗟さに頭に浮かんだその説に、自分で自分が恥ずかしくなって、逃げ出してしまったのだった。

　我ながら現実的でない考えだとは思う。だが他に理由が思い浮かばないのだ。

（そ、それはもちろん、前から優やさしい人だとは思っていたし、助けてくださって恩を感じてもいたわ。その時から好感はあったはず……。なのに、どうしてこんな反応になっちゃったの？　これじゃまるで、わたしが京四郎さんのこと、特別に好き……みたいじゃ……）

　ぼっ、と音を立てそうな勢いで顔が熱くなった。

　そうなのだ。その疑ぎ惑わくが消えないから、京四郎の顔が見られなくなってしまったのである。

　彼にあの指し摘てきをされた時、気持ちを見抜かれたようで動どう揺ようしてしまった。

　それと同時に、もしかしてそうだったのかと自分の気持ちに気づき、混乱した。

（だって、京四郎さんが優しいのは大人だからで……。わたしが京四郎さんを頼たよるのは、それが理由だったはずで……）

　年ねん齢れいも十近く離はなれているし、物心両面で助けてくれるのも大人ゆえの責任や余裕があるからだろう。個人的な理由からではないことくらいはわかっている。

　だから、こちらも〝感謝の気持ち〟を〝恋こい心ごころ〟と間違えてはいけないのだ。

（だ、だいたい、そんなに簡単に殿との方がたに想おもいを寄せたりしちゃいけないのよ！　嫁よめ入いり前なのにはしたないって叱しかられるわ。第一、京四郎さんは親切でいろいろしてくださってるだけなんだから。わたしがきちんと分別をわきまえていないと、困っちゃうわ。きっと……）

　もう何度自分にそう言い聞かせたことだろう。

　以前ならそれですぐ納なつ得とくできたはずなのに、今はぐるぐると同じことを考えてばかりだ。

　おそらくは飛鳥井に聞いた話が原因だろう。

　幼い頃ころに許いい嫁なずけだったから、だから京四郎は今でも世話を焼いてくれるのだろうか。遠い昔にかわされた約束のために、傍そばにいてくれているのだろうか──と。

（って、何を自分に都合のいいことを考えているのよ、わたしは！　十年以上経たっているのに、そんなわけがないじゃない。そんな、十年前と同じように、お……お嫁さんにしようだなんて……っ）

「……有紗さま？」

　己おのれの妄もう想そうに恥ずかしさで悶もだえる有紗を、蒼生子が不審そうに見ている。

「あっ。な、なんでもありませんわ」

　はっと我に返り、真っ赤になりながら弁解しようとした時だった。

　軽いながらもものすごい勢いの足音と、「お姉さまーっ」という騒そう々ぞうしい声が廊ろう下かから聞こえてきた。

　襖ふすまが開き、飛び込んできたのは緋早子だ。

「お姉さま、一大事ですわ！」

　息を切らし、頰ほおを赤らめた彼女の様子は尋じん常じようではない。有紗も蒼生子も驚いて見つめる。

「どうなさったの、緋早子さん」

「こ、これをご覧になってくださいまし。もうわたくし、本当にびっくりしてしまって！」

　白い封ふう書しよを捧ささげるように両手で持ち、はぁはぁと彼女は息も絶え絶えに言った。

「実は、校門を出てまもなくのところで、わたくし……付け文ぶみをされてしまったのです！」

「なんですって！」

　近頃、中学や高等科に通う学生が、女学生に道みち端ばたで手紙を渡わたすのが流行はやっているらしい。

　本気で想いを伝えようとする者や、気軽に声をかける者、仲間内の悪戯いたずら心ごころから遊び半分で渡す者──様々のようだが、男女交際は不良のすることとされる昨今では、理由はどうあれけしからぬと眉まゆをひそめられている。

　そんなことに可愛かわいい下級生が巻き込まれたのかと有紗は思わず腰こしを浮うかせた。蒼生子も冷ややかな真顔になっている。

「緋早子。その男、有紗さまに薙なぎ刀なたで退治していただいてはどう？」

「何を言うの、蒼生子ったら！　そんなよからぬ輩やからじゃないの！」

　もどかしげに首を振ふり、緋早子は封書を差し出した。

「このお手紙は、玲弥さんから預かってまいったのです、お姉さま！」

「──玲ちゃんから!?」

　蒼生子の言うように薙刀持参で乗り込むのも辞さないと身を乗り出していた有紗は、目を丸くした。

　よく見れば宛あて名なは一乗寺有紗となっている。差出人は玲弥の名前。筆ひつ跡せきも確かに弟のものだ。

「下校しようと校門を出た時のことですわ。車を見つけるのに少し手間取ってしまって、うろうろとしていたら、離れたところから、緋早子さん、と呼ぶ人がいるのです。男の声だったので、まあ誰だれかしら、怖こわいわと思って振り向けずにいたら、なんと！　その人が近づいてきたのです！」

　緋早子が臨場感たっぷりに語り始めた。

「思わず悲鳴をあげそうになったのですけれど、僕ですよ、一乗寺玲弥ですって名乗ってくださって。火急の用で、どうしてもお姉さまにご連れん絡らくしたいことがあるのだと、それで無礼を承知でわたくしを待ち伏ぶせていらしたのですって！　そしてこのお手紙を渡されたのです！　待ち伏せしてお手紙を渡すだなんて、これが世に言う付け文なのだわと思ったら、もうわたくしびっくりして！　正確には玲弥さんからお姉さまへのお手紙なのですけれど、まるで自分がされたようで、動揺してしまいましたわ！」

「そ……そうだったの。ごめんなさいね、弟が無礼をしてしまって」

　興奮ぶりにたじろぎながら有紗は手紙を受け取った。箱入り娘むすめの彼女にとってはまさに一大事件だったのだろう。相手となった玲弥に他意はなかったとしても。

（でもどうしたのかしら。何かあったの？）

　松小路邸ていで匿かくまってもらっていると知って安心したようで、玲弥のほうから連絡がくることはなかった。それが互たがいの安全のためだと割り切ってのことだろう。

　女学校の校門前で待ち伏せするなんて玲弥にとっても一大事だっただろうに、そこまでして連絡を寄よ越こしてきたとなるとよほどのことがあったのかもしれない。

　二人に断ってから急いで手紙を開封し、有紗は中身に目を走らせた。

「……え……!?」

　まったく想像もしていなかったことが、そこには記してあった。

　信じられなくて何度も読み返す有紗を、緋早子と蒼生子が心配そうに見ている。

「お姉さま？　一体、どうなさいましたの？」

「……ごめんなさいっ、ちょっと失礼します！」

　いてもたってもいられず、有紗は手紙を持ったまま立ち上がると座ざ敷しきを飛び出した。







　今の時間なら京四郎が訪おとずれているはずだ。

　廊下を駆かけていくと、ちょうど渡り廊のところに飛鳥井と一いつ緒しよにいる彼を発見した。

　目にするなりほっとして、泣きそうになりながら有紗は駆け寄った。

「京四郎さん！」

　二人が振り向く。様子に気づいたのか、どちらもすぐに真しん剣けんな顔になった。

「どうした？」

　有紗は手紙を差し出し、懸けん命めいに息を整えながら訴うつたえた。

「緋早子さんを通じて玲ちゃんが連絡をくれたんです。馨叔父おじさまが……行方ゆくえ不明だって。いなくなる前に、朔さんと会ったみたいで」

　京四郎が意表を突つかれた顔をした。

　すばやく手紙を広げた彼の横で、飛鳥井ものぞきこむ。

　それは、衝しよう撃げき的な内容だった。

　玲弥からの手紙によると、昨日、女記者の醍醐と学校の帰りに会ったのだという。慧一郎の婚こん約やくパーティーで面識が出来ていたから、それをつてに彼女がやって来たようだ。

　そして、馨がもう一ひと月つきあまりも行方不明であること、消える直前に烏丸朔に接せつ触しよくしたことを話し、捜そう索さくの手がかりにしたいから京四郎の居場所を教えてほしいと言われたらしい。

　玲弥に話を聞いた小夜子が慧一郎に確かく認にんしたところ、馨の所在はわからなかったという。

　六条家を出て下宿しているし、記者という仕し事ごと柄がら留守にすることも多く、今までもしばらく連絡が途と絶だえたことはあった。

　だが今回はわけが違ちがう。消えた現場を醍醐が目もく撃げきしたというのだ。

「どういうことなんだ。消えたって」

　飛鳥井が怪け訝げんそうにつぶやく。醍醐の話というのはそこで終わっていて、詳くわしくは載のっていなかった。それが有紗も気になっていた。

「どうしたらいいんでしょう。まさか叔父さままで巻き込まれたんでしょうか」

　朔に狙ねらわれているのは自分だと思っていたから、まさか馨がそんな事態になっていたなんて予想外だった。

　しかも行方不明になったのは一月以上も前だという。そんなにも長い間発覚しなかったこともショックだった。

「朔が絡からんでいるとなると、六条君の所在は見当がつかないな。まさか彼が三日月党関連の事情をつかんでいたとは思えない。偶ぐう発はつ的に巻き込まれた可能性が高い」

「偶然遭そう遇ぐうしたということですか？　まさか、まずいところを目撃して、それで……」

　嫌いやな想像をして青ざめる有紗を、京四郎が軽く目でなだめる。

「それにしてはこの醍醐という女記者は無事なようだ。まずは話を聞いてみよう」

「わたしも行きます！」

「有紗……」

　驚おどろいたように飛鳥井が言いかけたが、有紗は必死に京四郎を見上げた。

「たぶん──いいえ、きっと、この件にはわたしも無関係じゃないと思うんです。朔さんと遭遇したのは偶然かもしれませんけど、どうして遭遇したのか不思議じゃありませんか？　叔父さまはやっぱり何か調べていたのかもしれません。それがわかれば、居所もつかめるかもしれない……」

　馨が消えたとされる時期から今日まで、いろんなことがあった。自分のことで精せい一いつ杯ぱいだったとはいえ、あんなに可愛がってくれた叔父が事件に巻き込まれていたのを知らなかったなんて。自分が許せなかった。

「早く捜さがさないと……！　どんな目に遭あってるかわからないのに、ここでじっとしてるなんて嫌です。わたしも連れていってください、お願いします！」

　無む茶ちやなことを言っている自覚はあった。危険だから匿ってもらっているのに、外へ出たら万が一のことが起きるかもしれない。それはわかっていても、言わずにいられなかったのだ。

　京四郎は黙だまって聞いていたが、やがて表情を変えずに口を開いた。

「わかった。いつでも出かけられるように支し度たくをしていなさい。これからこの醍醐という記者と連絡をとってみよう」

「！　はい！」

　有紗は目を輝かがやかせた。拒きよ否ひされると思っていたから余計に嬉うれしかった。

「烏丸さん！　血迷ったことを言わないでください。罠わなだったらどうするんです？」

　対照的に飛鳥井は厳しい顔で京四郎に抗こう議ぎしている。

「その女記者が烏丸朔の仲間だったら？　こうして誘おびき出すのが目的かもしれない。そうなったら取り返しがつきませんよ」

　もっともな意見に、有紗はどきりとする。まさかあの醍醐がとは思うが──。

　京四郎がちらりと一いち瞥べつをくれた。

「大好きな叔父上が絡んでいるというのに、彼女が大人しく引っ込むわけがないだろう」

「だからって──」

「その女記者の話もまるきり噓うそではなさそうだ。少し前に、烏丸邸に乗り込んできた女がいたと聞いている。門前で仲間が消えただの跡あと取とり息子むすこを隠かくしているだろうだの言ってきたらしい。よくいちゃもんをつけられる家系だからまたかと追い返したそうだが、もしかするとそれが六条君の一件だったのかもしれない」

　飛鳥井は口をつぐんだが、不ふ審しんそうな表情は浮うかんだままだ。

「そんな報告を受けていたのに、あなたは重要視しなかったわけだ。少し調べたらすぐに事実かどうかわかったでしょうに」

「そのとおりだ。彼女のことで頭がいっぱいだったものでね」

　なんでもなさそうな声での答えに有紗はまたもどきりとしたが、京四郎は真顔のまま、視線を向けてきた。

「その件については責任を感じている。六条君は必ず捜し出すから、私に任せてほしい。君はくれぐれも突っ走るような真似まねはしないでくれ。連れていける範はん囲いでなら連れていくから」

　めずらしく諭さとすような物言いに、自分がいかに我が儘ままを言っているのかあらためて自覚した。だが申し訳ないと思いながらも、やっぱり大人しくしているとは言えなかった。

　こくりとうなずき、有紗はおずおずと飛鳥井を見た。

「ごめんなさい。勝手を言っているのはわかるんですけど……でも、行かせてください」

　唯ゆい一いつの肉親なのだから、心配しないわけがない。逆の立場だったら自分も食い下がったことだろう。だからひたすらお願いするしかできなかった。

　飛鳥井は黙り込む。葛かつ藤とうしているようだったが、結局は引き留めるのを諦あきらめたらしかった。

　京四郎に対していた時とは別人のようなまなざしで、有紗をまっすぐ見つめた。

「何かあったらすぐに連れん絡らくするんだよ。いつでも飛んでいくから」

「……はい。ありがとうございます！」

　行かせてくれることにほっとしつつ、罪悪感もあって、有紗は深々と頭を下げた。

「じゃあ、支度をしてきます。絶対に置いていかないでくださいね」

　念のため言い置いてから、急いで踵きびすを返す。

　馨を捜し、助け出すという目標に、有紗は燃えていた。







　有紗が座敷へ戻もどったのを見届けると、飛鳥井は再び険しい目つきで京四郎を見た。

「甘い人だ。まさか本気で何もないと思っているわけじゃないでしょう」

　納なつ得とくしているとは頭から思っていなかったので、京四郎も平然と受ける。

「思っていないが、知らないところで一人で飛び出されては敵かなわんのでね」

「そんなに愚おろかな子じゃありませんよ」

「普ふ段だんはそうだろう。だが今は通常の精神状態とは違う。しかも彼女の兄代わりともいえる人物が関かかわっているんだ。私や君よりよほど彼女に近しかった相手なんだから、むきにもなるさ」

　最後の台詞せりふがぐさりときたのか、飛鳥井が口をつぐむ。

　京四郎としても自分で言葉に出しておきながら自じ虐ぎやくでもしている気分だった。

　しかし、六条馨が有紗にとってどれほど大事な存在かは認めなければならない。自分たちが傍そばにいられなかった間、彼女を守り、慈いつくしんで愛してくれた男なのだから。

　言い返す台詞が見つからなかったのか、苛いら立だたしげに飛鳥井が息をつく。

「……有紗に何かあったらただじゃおかないので、覚えていてくださいよ」

　にらむ視線を受け流し、京四郎は踵を返した。

「どうせ君もついてくるつもりなんだろう？　早めに準備をしてはどうだ」

　背後は無言だ。足早に去っていく足音を聞きながら、京四郎も玄げん関かんへと急いだ。

　女記者はこちらからの連絡を待ち侘わびているはず。うまくいけば今夜中に事が動くかもしれない。
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　醍醐に連絡を取った京四郎によると、早さつ速そく彼女は今夜中の面会を希望してきたという。

　場所は彼女が用意するとのことで、有紗は緊きん張ちようしながら車に乗り込んだ。

　夜でもあるし地味な色目の着物に着き替がえているから、そう目立つことはないはずだ。いざとなれば頭から被かぶれと、肩かた掛かけも渡わたされている。

（自分が行きたいって言いだしたんだから、足手まといにだけはならないようにしなくちゃ）

　いつでも身を隠せるように肩掛けを握にぎりしめ、窓の外をうかがう。

　車窓に映る風景は、お屋や敷しき街から華はなやかな大通りに変わっていた。

（こんな時間に外出することなんて、めったになかったもの。それもこういう街中に）

　今さらながら、なんだかとても不良なことをしている気がしてくる。別に遊びにいくわけではないのだが、なんとなく居い心ごこ地ちが悪い。

「緊張しているのか」

　ふいに声をかけられ、はたと我に返った。

　前を見ると、ミラーの中で京四郎と目が合った。どきっとして有紗は思わずうつむく。

　まともに目線をかわしたのは久しぶりだ。避さけていた理由を思い出し、頰ほおが熱くなった。

「そ、そんなことはありませんけど」

　平気なそぶりで答えたが、声がうわずってしまった。

　馨のことが心配で頭がいっぱいだった時は気づかなかった。しかしあらためて状じよう況きようを見てみると、京四郎と二人きりの空間にいるのだ。途と端たんに落ち着かない心地になってきた。

（わたしったら何を考えてるの？　今は京四郎さんを意識して変な態度を取ってる時じゃないのに。馨叔父おじさまのことだけ考えてなくちゃいけないのよ。無理を言って連れてきていただいてるんだから）

　そう自分を戒いましめれば戒めるほど、胸の動どう悸きは大きくなるばかりだ。赤くなっているのがわかるから顔もあげられない。

「君、震ふるえているんじゃないか？　大だい丈じよう夫ぶか」

　異変に気づいたらしく、京四郎が怪け訝げんそうに言う。

「一いつ旦たん止めよう。気分が悪いなら戻ったほうがいい」

　車が減速する。有紗が慌あわてて外を見た時には、もう路肩に停とまっていた。

　体調がすぐれないと勘かん違ちがいされたらしい。それもこれも自分の態度が不審だったせいだ。

（わたしの馬ば鹿か！　こんなことで余計な心配かけてる時じゃないのに！）

　どうしてこうなるのだろう。まるで自分の心が自分のものじゃなくなってしまったみたいにうまく操あやつれない。

　大好きな叔父が窮きゆう地ちに陥おちいっていて、その手がかりを聞きに行くという非常時なのに、別の男の人を意識しておかしくなっている自分が恥はずかしかった。

「有紗君」

　運転席から身体からだごとこちらをのぞきこんでいる京四郎は、純じゆん粋すいに心配してくれているようだ。それがまた申し訳なくて、有紗は懸けん命めいに落ち着こうとした。

　一人で気にしているからいけないのかもしれない。だとしたら、思い切って訊きいてしまえばいい。とても勇気のいることではあるけれど──。

「どうしたんだ？」

　重ねて呼びかけられ、有紗は深呼吸して顔をあげた。

「……こんな時にこんなことを持ち出すのは叔父さまに不義理というか、はしたないというか……危機感に欠けるって自分でも思うんですけれど……」

　京四郎と目が合い、一いつ瞬しゆん言葉が途と切ぎれる。

　逃にげ出したくなったが、勇気を振ふり絞しぼって続けた。

「お兄さまから聞きました。わたしと京四郎さんが、昔、許いい嫁なずけだったこと」

　京四郎が軽く目を見開いた。

　驚おどろいたのが伝わってきて、また顔が熱くなる。こんな時に何を言い出すのかと呆あきれているのかもしれない。

「ごめんなさい。どうしても気になってしまって、変な態度になってしまうんです。それだけですから、心配していただくようなことじゃありませんから……」

　消えてしまいたい気分で、ぎゅっと目を瞑つぶる。

　呆れられてもいい。これ以上誤解させて心配をかけるのは申し訳なかった。

　もう一度謝ろうとした時、京四郎が小さく息をついた。

「そのことか……」

　意外にも──と表現していいかわからないが──そっけない声だった。

「知っているとは思わなかったから、説明しなくてすまなかったな」

「……」

「その件はあくまで過去の話だ。そもそも親同士の決めたことだから、今はもう関係がない。気にするな」

　有紗はゆっくりと顔をあげた。

　彼らしい、興味のなさそうな顔をしていた。よくも悪くもいつもと同じだ。

　有紗が許嫁の件を知っていたこと、そしてそれを話題に出したこと──それらに対する動どう揺ようは微み塵じんも見られない。

　それを見た時、少し期待をしていた自分に気づいた。

　そして、彼の反応に落らく胆たんしていることにも。

（いやだ……わたし……）

　さっきまでとは違う意味で、顔から火が出そうだった。

　意識していたのは自分だけ。彼の中ではとうの昔に小さな過去になっていたというのに。

（本当に、何を考えていたんだろう。恥ずかしい……！）

　大人である彼が子どもの自分をまともに相手にしているわけがない。わかっていたはずなのに、無意識に勘違いしていたのだろうか。

「そう……ですよね。変なことを言ったりして、すみませんでした」

　それだけ言うのがやっとだった。

　やはり自分はおかしかったのだと、だんだん頭が冷えてくる。

　しゅんとしていたら気を遣つかわせると思ったが、すぐには元気が出なかった。

「──有紗」

　ふいに京四郎が言った。

　急に呼び捨てにされ、有紗は驚いて顔をあげる。

　彼がじっと見つめていた。冷たくもない、呆れてもいない、大人のまなざしで。

「そういう関係ではなくなったが、君の味方であることはあの頃ころから変わっていない。それだけは信用してほしい」

「……」

「君が嫌いやだと言わない限りは、ずっと君の傍にいるつもりだ」

　甘い告白のようでいて、そうではないとわかる台詞せりふ。

　だが真しん摯しな言葉だった。想おもいが伝わり、すんなり心にしみていく。

　彼に否定されたわけではない。むしろ受け止めてくれている。

（わたしが思ってるよりもきっと、もっとずっと大事に思ってくださってるんだ……）

　そう思ったら、甘いような疼うずきが胸に広がっていった。

　子ども扱あつかいされようが、相手にされていなかろうが、どうでもいい。そこまで求めるのは贅ぜい沢たくというものだ。

　優やさしい言葉で諭さとしてくれた彼を、もう困らせたくない。

　有紗は彼を見つめ、こくりとうなずいた。

「……はい」

　変わらず味方だと言ってくれただけで充じゆう分ぶんだ。だから、許嫁だった過去にこだわるのはもうやめよう。

（わたしが特別な感情を持ったら、京四郎さんの迷めい惑わくになる。これ以上おかしなことを考えるのはやめなくちゃ）

　決意とはうらはらに、胸に広がる甘い疼きが止まらない。

　募つのる想いを封ふうじこめようと、有紗は強く手で押さえた。
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　指定された待ち合わせ場所は、歓かん楽らく街の中にあるカフェだった。

　明るいような薄うす暗ぐらいような独特の照明が照らす店内には、ぽつぽつと客がいるだけだ。店の女給と話す小さな声が、蓄音器から流れる音楽の合間に聞こえている。

　その店の奥にある衝つい立たてで仕切られた席に、醍醐は待っていた。

　有紗に再会の挨あい拶さつをしてから、彼女は申し訳なさそうな顔をした。

「こんなところに呼んでしまって、ごめんなさいね。まさかあなたも来てくださるとは思わなかったものだから」

「い、いえ……そんな」

　頭かぶりを振ったものの、有紗の胸はやかましく騒さわいでいた。

　当然ながらこういう場所に足を踏ふみ入れたのは生まれて初めてなのだ。興味はあるけれど、自分がとんでもない不良になった気がして、じっくり観察する余よ裕ゆうはなかった。

　隣となりにいた京四郎が冷たく醍醐を見る。

「まったくだ。子どもの教育に悪い」

「ええ、本当に。こんな時間まで連れまわすだなんて、悪い大人もいたものですわね」

　彼の嫌みに、醍醐も敵意むき出しで応じている。険悪になりそうだったので、有紗は慌てて間に入った。

「醍醐さん、わたしまでついてきてしまってすみません。叔父のことを聞いて心配でたまらなくて……。詳くわしいお話を聞かせていただけませんか？」

　すると醍醐は少し冷静さを取り戻もどしたようで、二人に席を勧すすめた。

「そうね。有紗さんのためにも早さつ速そく本題に入りましょう。まずは六条さん失しつ踪そう時の件からお話しするわね」

　飲み物を取り寄せ、女給が去るのを見届けてから、彼女はあらためて切り出した。

「あの日、六条さんは烏丸侯こう爵しやく邸ていを張っていたの。少し前から調べていたことがあって、こちらの──ご子息に話を聞こうと待ち伏ぶせていたのよ。私もその調べ事に嚙かんでいたものだから、気になって様子を見に行ったの」

　ちらりと京四郎に冷ややかな視線を投げ、彼女はまた有紗に目を戻す。

「そこで話をしていた時、六条さんがふいに変なことを言い出したの。幽ゆう霊れいを見つけた、って」

「幽霊？」

「ええ。門前に立っていた男を見て、ね。六条さんはその男のことを、死んだはずの烏丸侯爵の跡あと取とり息子むすこだと言ったわ。間ま違ちがいない、って」

　朔のことだ。有紗はぎくりとして息をつめた。

　馨はやはり朔と接せつ触しよくしていたのか。

「死亡が発表された華か族ぞくの嫡ちやく男なんが現れたんだから、記者として見み逃のがすわけにもいかなかったんでしょうね。六条さんはその男に話を聞こうと近付いた。すぐに私も後を追ったわ」

「……」

「男は六条さんの追つい及きゆうに、無言のまま立ち去ろうとした。それでも私たちが食い下がった時──突とつ然ぜん、空中に真っ黒な穴が出現したの」

　硬かたい表情で語る醍醐を、有紗は目を瞠みはって見つめる。

　空中に開いた真っ黒な穴。今まで自分も遭そう遇ぐうしたことがある。西洋魔ま術じゆつと日本の神しん道とう結界の間に生まれた【闇やみ】と呼ばれる歪ゆがみだ。

「そう……穴としか表現のしようがないわ。今でもなんだったのかはわからない」

「じゃあ、まさか叔父おじさまはその穴の中に……？」

　醍醐が悔くやしげに眉まゆをひそめる。

「ええ。吞のみ込まれそうになった私を庇かばって……彼のほうが吞まれて消えてしまったの」

　有紗は思わず口元を覆おおった。

【闇】に吞まれたら、簡単には出てこられない。そもそも魔術に関する知識を持っていなければ対応できないのだ。京四郎のように専用の武器で内側から壊こわしたりするしかない。

　馨はそんなものとは無む縁えんのところにいたはずだ。ということは、今でも【闇】の中に閉じ込められている可能性が高い。

「叔父さま……！」

　あんな真っ暗闇に一人で取り込まれ、一ひと月つき以上も出られずにいるなんて。考えただけで頭がおかしくなりそうだ。

　馨の身を案じて泣きそうになっている有紗を醍醐は痛ましげに見つめていたが、やがて険しい顔になって京四郎へ目を向けた。

「それについてお訊ききしたいと思っていたのです、烏丸様。六条さんを消したあの現象がなんなのか、あなたはご存じなんでしょう？　なんといっても消したのはあなたの戸こ籍せき上の兄にあたる方ですものね。古くから続く呪じゆ術じゆつ家として知られる烏丸一族になら、ああいう妖よう術じゆつが使えてもおかしくはないわ」

　彼との対たい峙じをよほど待ちかねていたのか、それともこれが通常の取材姿勢なのかはわからないが、彼女の剣けん幕まくは目を瞠るものがあった。

「六条さんはあなたの過去について調べていましたわ。少年時代、あなたは甲こう州しゆうのほうに頻ひん繁ぱんに通っていらしたそうですわね。その頃、甲こう府ふの近くに政府の科学研究所があったという噂うわさを聞いていますわ。あなたはその研究所にいらしたのではなくて？　六条さんが消されたのは、それと関係があるのじゃないかしら？」

　有紗は驚おどろき、彼を盗ぬすみ見る。馨が京四郎の過去を調べていたのは初耳だった。

　まさか研究所のことまで知られているのだろうか？　二人はどこまで調べたのだろう？

　醍醐の鋭するどい追及と視線を、京四郎は冷静に受け止めているようだった。

「会った男というのは、本当に烏丸朔だったか？」

　問いを返され、醍醐の表情がさらに厳しくなる。

「訊いているのはこちらですわ。質問がおありなら、まずはお答えになってからになさってください」

　彼女も必死なのだろう。華族相手だというのに一歩も引く様子はない。

　ぴりぴりとした空気がただよい始めた時だった。

「──では僕が代わりにお答えしましょう」

　低音の甘いような声とともに衝立の向こうから現れた人物を、有紗は目を丸くして見上げた。

「伏見さま！」

　ごくあたりまえのように登場した彼は、有紗に微笑ほほえみを向けてくる。

「実は僕もこの場に招かれた一人でしてね。少し遅ち刻こくしてしまったので、遠えん慮りよして後ろで話を聞いていたのですよ」

「はあ……そうでしたの」

「では同席させていただきます。構いませんか、京四郎さん？」

　京四郎の表情は動かない。

　返事もないのに気にした様子もなく、伏見は彼の向かいに腰こしをおろした。

「そうそう、質問の答えでしたね。まずは醍醐女史に。──あなたのお仲間の記者を吞みこんだのは魔術と呼ばれる現象の一つです。まあ、妖術という表現も間違ってはいないでしょう。人じん智ちを超こえた力が働いているのですから」

　しん、と沈ちん黙もくが下りた。

　有紗は息を吞んで伏見の顔を見つめる。警官である彼は魔術関連については知らないはずなのに──。

　醍醐も驚いたように彼を凝ぎよう視しした。

「魔術ですって？　ということは、科学研究所が実は魔術の研究をしていたという噂も本当だった……？」

「そういうことになりますね。そして当時、京四郎さんと兄の烏丸朔もそこに出入りしていた」

「ちょっとお待ちになって。伏見警部、あなた今までそんなこと何も仰おつしやらなかったのに、どうして」

「次に京四郎さん、あなたの質問に答えましょう」

　醍醐の疑問を無視するかのように、伏見が笑えみをたたえたまま京四郎を見み据すえる。

「彼女が烏丸邸門前で会ったのは、確かに烏丸朔だった。三年前に死亡が発表されたはずの、第一級国家犯罪者。烏丸一族がこぞってその存在を隠いん蔽ぺいし、葬ほうむろうと画策している嫡男──」

「……」

「彼はやはり生きている。そうですね？」

　念を押す彼のまなざしは、油断ならない鋭さを秘ひめていた。

　伏見の温おん厚こうな面しか知らなかった有紗は、絶句して見ているしかなかった。

（伏見さまは魔術についてかなり詳しいところまで知っていらっしゃるの？　それどころか、軍しか知らないはずの朔さんのことまで……）

　京四郎は無言のまま彼の視線を受け止めている。動どう揺ようは見られないが、見返す瞳ひとみは拒きよ絶ぜつしているように冷たかった。

　返事がないのを察してか、伏見はいつもの穏おだやかな表情に戻ると、有紗を見た。

「烏丸朔という人物は、以前起きた連続失踪事件に関かかわった可能性があるとされていましてね。その一件には不思議な現象も報告されています。いわく、若い娘むすめたちがいなくなった際、真っ黒な穴に吸い込まれたと」

　彼女が言ったようなね、と醍醐を見やり、彼はつづけた。

「警察はその件の担当ではないので、本来なら僕も動くことはできないのですが。個人的な理由があっていろいろと調べる必要がありましてね。どうしても烏丸朔を逮たい捕ほしなくてはならないんですよ」

「個人的な……ですか？」

「ええ。僕の妹も、連続失踪事件の被ひ害がい者しやの一人なものですから」

　さらりと言って微笑んだ彼を、有紗は驚いて見つめた。醍醐も初耳だったようで、目を瞠って彼を見ている。

　京四郎に視線を戻もどした彼は、有う無むを言わさない目つきで見据えた。

「そういうわけですから、烏丸朔の行方ゆくえをつかむまで無理やりにでも協力していただきます」

　その台詞せりふが合図だったかのように、衝つい立たての向こうから何人もの警官が現れた。

　頽たい廃はい的なカフェが見る間に物々しい雰ふん囲い気きになる。

　京四郎が両側から警官に腕うでをつかまれたのを見て、有紗は思わず立ち上がった。

「何をするんですか!?」

「ただの捜そう査さ協力ですよ。ご心配なく」

　伏見は軽く言ったが、警官たちは京四郎の手首に縄なわをかけようとしている。とても協力だなんて和なごやかな扱あつかいではない。

「やめてください！　伏見さま！」

「有紗さん、あなたも来ますか？　警察署内のほうがあなたにとっては安全かもしれませんね」

　笑みを向けられ、有紗はたじろいで後ずさる。

　今までは穏やかで紳しん士し的だと思っていたのに、まるで別人を見ているようだ。こんなに怖こわい人だったなんて。

　その反応を見た伏見が、心なしか寂さびしそうな目をしたように思えたが──気のせいだっただろうか？

　彼の言葉を指示だと思ったのか、警官の一人が有紗に向かってくる。

　だがとらわれそうになった時、さっと横から醍醐が立ちはだかった。

「伏見警部、この展開は聞いていませんわよ。まさか、私を利用して彼を捕とらえるのが目的だったんじゃないでしょうね！」

　伏見がにっこりと微笑む。

「ああ、醍醐女史。あなたはもうお帰りになって結構ですよ」

　まるで、もう用済みだとでも言いたげだ。醍醐の目がつりあがった。

「ふざけないで！　六条さんを捜さがしてくれるというから有紗さんを通じて彼を呼び出したのよ！　善良な市民を騙だましたの！」

　大声でやりあうのが嫌いやでも耳に入ったのだろう、店の客や女給らが何事かとざわつき始めた。衝立からのぞきこむ者もいて、伏見がなんでもないというように手を振ふってみせている。

「店に迷めい惑わくがかかってはいけないので、そろそろ行きましょうか」

「京四郎さん！」

　連れていかれそうになる彼に有紗は駆かけ寄ろうとした。だが目で制されたのがわかり、立ち止まる。

　さっきから黙だまったままだが、有紗を道連れにしたくないという思いは伝わってきた。しかしだからといって一人だけ逃にげ出すわけにもいかない。

（どうしよう……！）

　傍そばでは醍醐が、有紗を庇かばいながらも果か敢かんに警官たちに立ち向かっている。

「伏見警部！　この件は記事に書かせてもらいますからね！　市民の善意を利用した悪徳警官の横暴を、東京中に知らしめてやりますから！」

　その時だった。

　突とつ然ぜん、パン！　と何かがはじける音がして、あたりが真っ白に染まった。

「いやだ、何!?」

「煙けむりか？」

「──火事だ！」

　誰だれかが叫さけび、女給たちの悲鳴があがった。

　あっというまにきな臭くさい煙が立ち込めていく。出口へ向かう人たちの怒ど号ごうが交こう錯さくする。

（今なら！）

　有紗はすばやく周りに目をやった。咄とつ嗟さのことに警官たちも動揺しているのを確かく認にんし、急いで京四郎に駆け寄る。

「京四郎さん、今のうちに逃げましょう！」

　胸に飛び込むようにして訴うつたえたが、彼は眉まゆをひそめて見下ろしてきた。

「人に構っている場合か。火事だと言われているんだから早く逃げろ」

「ですから一いつ緒しよに！」

　京四郎は首を振り、冷静な顔になって見つめてくる。

「伏見さんの動きを知りたい。だからこのままでいいんだ」

　自分から捕つかまるつもりなのかと、有紗は息を詰つめて見つめ返した。どうりでさっきから少しも抵てい抗こうしないはずだ。

「じゃあ、わたしも……」

「いや、一緒に捕まると面めん倒どうだ。君は逃げなさい」

「でも」

「外の安全なところにいてくれ。私なら大だい丈じよう夫ぶだから」

　真しん剣けんな目で諭さとされ、気持ちが揺ゆれる。

　彼がそう言うのだから本当に大丈夫なのだろう。自分の身は守れる人だ。

　足手まといになりたくなければ従うべきだというのもよくわかっている。けれど、躊躇ためらいをふりほどけない。

　逡しゆん巡じゆんした時、その隙すきを突つくかのように、いきなり脇わきから伸のびてきた手に腕をつかまれた。

　悲鳴をあげかけた有紗は、その警官に気づくと目を丸くした。

「!?　お兄さ──」

　警官の制服に身を包んだ飛鳥井が、白手て袋ぶくろの人差し指を口元に立ててみせる。

「こっちだよ。早く」

　肩かたを抱だいて連れ出そうとする彼は、傍で捕まっている京四郎の姿などまるで目に入っていないかのような態度だ。

「でも、火事なのに、京四郎さんが」

「火は出てない、そう見せかけただけだから。さあ、今のうちに」

　落ち着いた様子で促うながす彼の声は、先ほど火事だと叫んだ声に似ている気がした。

「もしかして、この騒さわぎはお兄さまが？」

　驚おどろく有紗から目をそらし、飛鳥井が京四郎を一いち瞥べつする。

「あなたが頼たよりないから、仕方なくね」

　皮肉られた京四郎は平然とそれを無視し、有紗を見つめた。

「これからは彼が守ってくれる。安心していきなさい」

「……」

　彼のまなざしを受け止め、唇くちびるを嚙かんで有紗はうなずく。

　今はそうするしかない。彼には彼の考えがあるのだ。

　急いで視線を走らせてみれば、警官たちは視界の利きかなさに苦く闘とうしている。腹いせなのか醍醐に押しのけられている伏見も見えた。

　今なら脱だつ出しゆつできそうだ。後ろ髪がみを引かれる思いをぐっとこらえ、有紗は京四郎に背を向けた。

　異変に気づいた警官の一人が向かってくるのをかわし、咄嗟に醍醐の手をつかむ。

「醍醐さんも！」

　衝立の向こうへと飛び出すと、有紗は飛鳥井に導かれ、出口へと駆かけ出した。







　第五幕　乙おと女めに迫せまる闇やみ







　カフェを飛び出し、夜の街をどれくらい走っただろう。

　気がつくと、人ひと気けのないビルの建ち並ぶ場所に来ていた。

　あたりは街灯と、いくつかの窓に明かりが灯ともっているだけで薄うす暗ぐらい。その明かりの下でも、醍醐の憤ふん怒ぬの表情はよく見えた。

「許せないわ！　よくも虚こ仮けにしてくれたものね、あの男！　絶対に糾きゆう弾だんしてやるわ！」

　綺き麗れいに切りそろえた髪かみも、載のせていた上品な帽ぼう子しも、走ったせいでへろへろになっているが、怒いかり狂くるっている彼女は気づいていないようだ。

「大丈夫かい？」

　飛鳥井に顔をのぞきこまれ、息を切らしていた有紗はなんとかうなずいた。

「ええ……、お兄さ──飛鳥井さんは？」

　醍醐の耳を気にして言い直す。彼も呼吸が弾はずんでいたが、二人よりよほど平然としていた。

「平気だよ。早いところお屋や敷しきに戻もどろう。時間が時間だし、何があるかわからない」

「でも、ここってどのあたりなのかしら」

　あまり見覚えがない風景だ。夜だから余計にわからないのかもしれない。

　周囲へ目をやっていると、醍醐が加わってきた。

「うちの会社の近くよ。このあたり一帯の建物にいろんな会社が構えているの」

　もう冷静な声に戻っている。彼女は眉をひそめ、真ま面じ目めな顔で有紗を見ていた。

「有紗さん、本当にごめんなさい。あの男の口車に乗せられて、あなたを利用するような真似まねをしてしまって」

「そんな……！　醍醐さんが報しらせてくださらなかったら、叔父おじのことをずっと知らないままだったんですもの。それに、叔父の身を案じて動いてくださったんでしょう。感謝しています」

「そう言っていただけると、かえって申し訳ないわね」

「あの、醍醐さんはこれからどうなさるおつもりですか？」

　馨の事件の唯ゆい一いつの目もく撃げき者しやであり、警察と協力態勢をとるほど行動派の彼女だ。このまま引き下がるとは思えない。

　醍醐がきりりと顔を引き締しめた。

「こうなったら自分の手で調査を続けるわ。魔ま術じゆつだのなんだのよくわからないけれど、要は烏丸家の嫡ちやく男なんの行方ゆくえを見つけ出せればいいんだもの。それがきっと六条さんの居所につながると思うの」

　有紗は頰ほおを上気させ、一歩踏ふみ出す。彼女ならそうするだろうと思っていた。

「わたしも同感です。お手伝いさせていただけませんか？」

「えっ？　でも、あなた、女学校やお宅のほうはよろしいの？」

　事情を知らない醍醐は面めん食くらっている。名門女学院に通っているお嬢じよう様さまだと思っているだろうから無理もない。

　有紗は迷ったが、できる範はん囲いで正直に言った。

「その……烏丸家の嫡男の一件で、今は京四郎さんのもとでお世話になっているんです。学校もお休みしています。なので、お手伝いする時間はあります」

「でも……」

「今までは京四郎さんにいろいろと調べていただいて、わたしは何もできずにいたんです。でも京四郎さんが捕まってしまった以上、自分で動かないといけないと思います。隠かくれ住んでいたって、何もわからなくて不安になるだけですから」

　ただの学生にすぎない自分には、やれることは少ないかもしれない。だがまったくないわけではないはずだ。

　すると、醍醐がふと表情をあらためて見つめてきた。

「間ま違ちがっていたらごめんなさい。あなたがそんな境きよう遇ぐうに陥おちいっているのは、ひょっとして東都日報のあの記事と関係があるのかしら。なんとかという博士の末まつ裔えいが現れたって……。載っていた情報が、あなたと一いつ致ちしているように思ったんだけれど」

　有紗はぎくりとして口をつぐむ。隣となりで飛鳥井も緊きん張ちようしたのがわかった。

　一部の新聞で報道されたという、三日月党が流した情報。記者という仕し事ごと柄がら、彼女も目にしていたらしい。

「な……、なんのお話ですか？」

　さすがに自分の素す姓じようにつながることまでは言うわけにはいかない。咄とつ嗟さに知らないふりをすると、醍醐は肩をすくめて微笑ほほえんだ。

「そうね、どうでもいい話だったわ。あそこの社はよく飛ばし記事を書くのよ。どうせ今回もそうなんでしょう。それより今は烏丸朔と六条さんの件を調べるのが先だわね」

　気づかないふりをしてくれるのか、本当に興味がわかなかったのかはわからないが、とりあえずは追つい及きゆうせずにいてくれるようだ。思わずほっとしていると、彼女が見つめてきた。

「あなたがそう言うなら、私としては断る理由はないわ。調査するのに人手があるほうが助かるもの」

「本当ですか！」

　目を輝かがやかせた有紗に、彼女は軽く片目をつぶってみせた。

「その代わり、私案外厳しいわよ。それでもいいかしら？」

「はいっ！」
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　それこそ望むところだ。びしびし指示をしてもらったほうがやりがいがある。

　早くもやる気をみなぎらせて拳こぶしを握にぎった有紗だったが、ふと、隣に目を向けた。

　黙だまってやりとりを聞いている飛鳥井の表情を見て、はっと我に返る。

「あ……」

　馨の行方を捜さがしたい一心で醍醐に申し出たが、軽けい率そつだったのではと気がついたのだ。

　今まで京四郎がどれほど注意を払はらって三日月党から隠そうとしてくれたかを思えば、自ら外の世界に戻ろうとするなんて、彼の努力や思いを無む駄だにするようなものかもしれない。

（お屋敷に戻って大人しくしているべき……よね。でも──叔父さまを助けたい……！）

　どちらの想おもいも振ふり切れず、ぎゅっと胸むな元もとを押さえる。

　朔のことを調べれば馨のもとにたどりつけるかもしれないのに。そう思ったら、勝手なのは承知しつつも、思い切れなかった。

　迷う有紗を飛鳥井はじっと見ていたが、やがてあらたまったように醍醐に目をやった。

「調査と仰おつしやいますが、何か当てはあるんですか？　ないのにがむしゃらにやったって意味がないし、もしそうだとしたら彼女を巻き込むのは控ひかえてほしいんですが」

　醍醐も真面目な顔になってうなずく。

「もっともだわね。私としては、伏見警部が言っていた連続失しつ踪そう事件のことをまずは調べるつもりよ。勤務先が新聞社で幸いだったわ。過去の記事をたぐっていけばある程度の情報はわかるはずだから」

　それに先せん輩ぱいの記者たちに話を聞くこともできるわ、と彼女が断言する。嫌いやがられたとしても食らいつきそうな迫はく力りよくあるまなざしだ。

　飛鳥井がまた黙り込む。それで勝算はあるのかと考えているのだろうか。

　顔をあげた彼は、まっすぐ醍醐を見つめた。

「わかりました。では俺も同行させてもらいます。いいですよね？」

　思いがけない言葉に、有紗は目を瞠みはって彼を見上げた。

「こちらは構わないけれど。あなたも学生さんなんじゃなくって？」

「普ふ段だんはそうですが、今は彼女の用心棒をやってるもので」

「あら、そう。用心棒」

　怪け訝げんそうだった醍醐が、納なつ得とくしたような顔になる。一いつ緒しよに逃にげ出してきたはいいが、どういう関係なのかと気になっていたのかもしれない。

「飛鳥井さん……」

　躊躇ためらいながら見上げた有紗に、彼は仕方なさそうに肩かたをすくめてみせた。

「不本意だけど、烏丸さんの言うことも一理ある。君にとって叔父さんがどんな存在なのかは認めないとね。心配でたまらないだろうに、引きはがして連れ帰るわけにはいかないよ」

「……でも」

　いいんですか、と言おうとすると、真しん剣けんな顔で制された。

「今は俺が守るから、いいんだ。それに新聞社にこもってるだけならさほど危ないことはないだろうし。その代わり外に飛び出すのはいけないよ。何が起こるかわからない時なんだから」

　案じながらも、引き留めるのではなく力を貸してくれるのだ。

　感謝の気持ちと心強さでいっぱいになり、有紗はきっぱりとうなずいた。

「もちろんわかってますわ。約束します」

　自分の足で動き、自分の目と耳で情報を探さぐることができると思うと、みるみる元気がわいてくるようだった。もともと学校新聞の取材で駆かけ回っていたくらいだから、こちらのほうが性しように合っているのだ。

　話がついたと見たのか、醍醐が踵きびすを返す。

「では早さつ速そく行きましょうか。時間がもったいないわ」

「行くって、どちらへです？」

「もちろん、我が大日本新報社よ。この時間でも誰だれかしらいるはずだから」

　きびきびと歩き出した彼女を、有紗も小走りに追いかける。

「……はい！」

　今度は自分が京四郎の分まで動き、彼の助けになるのだ。

　胸の中はその思いで充みち満ちていた。
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　大日本新報社は、そこから五分ほど歩いたところに社を構えていた。

　六条財ざい閥ばつの傘さん下かにある会社だからなじみはある。だが足を踏ふみ入れたのはもちろん初めてのことだった。将来は記者になりたいという夢を持つ有紗にとっては憧あこがれの場所だ。

「こっちよ、お二人さん」

　まだ新しくて綺き麗れいな社屋の二階が醍醐の職場だという。好こう奇き心しんからきょろきょろしていた有紗は、顔を引き締しめると急いで彼女のあとを追った。

（こんな時じゃなかったら、いろいろと見学してみたかったけれど……。今はそれどころじゃないもの。わたしにできることならなんでもやるわ）

　残してきた京四郎のことは心配だったが、逃がされた時の彼の言葉を信じるしかない。自分には自分の役目があるはずだ。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　眠ねむくはない？」

　そっと小声で訊きいてきた飛鳥井は、いつのまにか白いシャツに黒ズボンという軽装になっている。さっきまでの警官の制服は脱ぬぎ捨てたようだ。これなら新聞社に出入りしても違い和わ感かんはない。

「ええ。平気です」

　自身の着物の色味はおかしくないだろうかと見下ろしながら、有紗はうなずく。

　もう深夜に差し掛かかる時間だが、不思議と少しも眠気を感じなかった。

　二階に上がり、廊ろう下かに並ぶドアの一つを開けて醍醐が中へ入っていく。

「お疲つかれ様。──あら、新しんさんだけ？」

　彼女に手まねきされてあとに続くと、中から男の声がした。

「なんだ、万ま里りちゃんかよ。こんな時間にどうした」

「ちょっとした調べものよ。倉庫を使わせてちょうだい」

「そりゃ熱心なことで」

　と、そこで声の主は醍醐の後ろにいる二人に気がついたらしい。

「へえ、若いのをぞろぞろ引き連れて。とうとう弟子でしでも取ったのかい？」

「見習いなのよ。臨時のね」

　醍醐が言ったので、有紗は急いで彼女の陰かげから出ると、お辞じ儀ぎをした。余計なことは言わなくていいといわれているため、自己紹しよう介かいなどはやめておく。

　男は特に突つっ込んで訊いてくることもなく、「気の毒に、こき使われるぞ」と面おも白しろそうに言っただけだった。若い助手が手伝いにくるのはよくあることなのかもしれない。

「こっちよ。行きましょう」

　醍醐に促うながされ、有紗はうなずいてそちらに向かう。

　室内を横切っていく間にさりげなく周囲を見れば、想像していたよりも机も書しよ棚だなも整理されて綺麗だった。新聞社というからにはもっと雑然として、夜中まで記者たちが記事を作っているとばかり思っていたから意外だ。

　疑問を見み抜ぬいたように、隣となりに続くドアを開けながら醍醐が言う。

「ここはいわゆる資料室だからこんなにのんびりしているのよ。本来の私の職場はここの二つ隣。今も締しめ切きりで同どう僚りようたちがひぃひぃ言ってるはずよ」

「なるほど……そうなんですか」

「さ、じゃあ早速始めましょうか」

　電灯が点てん滅めつし、部屋の中が明るくなる。

　そこはまさに倉庫の名にふさわしい場所だった。

　背の高い棚が室内中に所ところ狭せましと林立しており、書しよ籍せきや書類の束が突っ込まれている。ずらりと並んだ木箱に入っているのは過去の新聞のようだ。

「そんなに難しい作業じゃないわ。烏丸の御おん曹ぞう司しが事件を起こした時期はある程度しぼられる。彼が死亡したとされる前のことでしょうからね。そのあたりの記事を重点的に見ていけばいいのよ」

　有紗が啞あ然ぜんとしているのを見て、醍醐が楽しげに笑う。彼女にとってはこういう調べものも珍めずらしいことではないようだ。

　圧あつ倒とうされていた有紗も、我に返って自分に気合いを入れた。これくらいで面めん喰くらっている場合ではない。

「烏丸朔が他ほかの事件を起こして警察に追われるようになったのは、確か三年前くらいだったと聞いています。もしかしたら連続失しつ踪そう事件もそれと前後しているかもしれません」

「あら素す敵てきな情報。あなたのおかげで少し時間が省けたわ。三年前の記事は──このあたりね」

　やりましょう、と彼女が木箱に手をかけて棚から引き出す。

「はい！」

　あのどれかに朔の過去の罪が記されている可能性があるのだ。有紗はキッと顔を引き締め、自分も木箱を引き出した。
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　三人で木箱の中から過去の新聞記事を取り出し、一枚一枚調べていく。

　とりあえずは見出しだけ見ていけばいいと醍醐には言われたが、それでも何しろ量が膨ぼう大だいだ。思っていた以上に時間がかかり、気づけば朝になっていた。

「疲れたでしょう、二人とも。交代で休みましょうか」

　席をはずしていた醍醐が戻もどってきて、紙かみ袋ぶくろを机に置く。

「お腹なかもすいてるでしょう？　よかったらこれを食べて」

　中から取り出したのは、甘い香かおりのする揚あげたパンだ。

　こんな時間にどこで調達してきたのかと驚おどろいてみると、彼女は今度は水すい筒とうと湯ゆ吞のみを用意し始めた。

「なじみのカフェでもらったのよ。常連客のためにアンパンを買うらしいんだけど、余ると油で揚げて夜食にするんですって。それを珈琲コーヒー代だけでわけてくれるの」

「わ……、ありがとうございます。でもなんだか、すごく贅ぜい沢たくしてるみたいで」

「いいじゃない。かよわい女学生が夜通し働いたんですもの。罰ばちは当たらないわ。もちろん、真ま面じ目めな学生さんもね」

　話を向けられた飛鳥井が、「どうも」と応じる。

　醍醐が重ねて勧すすめてくれたので、二人ともありがたく腹ごしらえすることにした。

「ついでに職場に顔を出してきたんだけれど、そろそろお目当ての先せん輩ぱい記者が来るはずだから、出社してきたら話を聞いてみるわ」

　長く社に勤めている記者がいるのだと、事前に聞いていた。彼ならば何か事件について知っているかもしれないという。

「じゃあ、その人がいらっしゃるまでもう少し調べてみます」

　有紗は手元の新聞記事を手早くまとめた。

　すでに木箱を十箱分くらいは見ている。寝ね不ぶ足そくと疲ひ労ろうでくたくたのはずなのに、妙みように目がさえていた。

「少し休んだら？　記事は逃にげやしないわ」

「そうだよ。慣れないことをしてるんだから、無理をすると体を壊こわすかもしれない。休み休みやらないと」

「はい。じゃあ、最後にこれだけ」

　口々に心配してくれる二人に答え、記事をめくったときだった。

　その見出しが目に飛び込んできた。





〈少女失踪　四人目か〉

〈高原遠足で行方知れずに〉






　有紗は息をのみ、二人を見上げた。

「これ……！　もしかして、この事件じゃありませんか!?」

　醍醐と飛鳥井が驚いたように寄ってくる。有紗は急いで紙面に目を走らせた。

　記事によれば、事件はやはり三年前に起きていた。

　静岡の高原に遠足にきた地元の女学校の生徒が行方ゆくえ不明になったとされている。

　地方の事件が東京の新聞に載のっているのは、彼女の前にも三人の少女が失踪していることが知られ、関連があるのではと話題になったかららしい。ただし、前の三人は東京近きん郊こうに住んでいて、共通点はない──。

「共通点はない？　だったらどうして関連があるとされたのかしら」

　醍醐のつぶやきに有紗も同じ気持ちだった。

「この前後に関連記事があるかもしれませんね。これは追っかけの記事なのかも」

「よし、探しましょう！」

　休きゆう憩けいしようとしていたのも忘れ、三人は先を争うようにして木箱から新聞紙を取り出し、頁ページをめくった。

　集中して調べたからか、それともやはり当時話題が続いていたのだろうか。関連記事が次々に見つかった。

「静岡の事件では、行方不明になった女学生の他にもいなくなった少女がいた、とありますね。ただ、その娘むすめたちは後で戻ってきたそうです」

「こっちにも似たような記事があるわ。これは最初の東京の事件だけど、複数の少女がいなくなって、そのうち数人は帰ってきている。でも記き憶おくをなくしているらしいわ。この事件は五年前に起きたみたいね」

「事件自体は間かん隔かくが空いていることになりますね。だから最初は無関係の事件だとされたのかもしれない」

「五年前か……。私が記者になる前の話だわ。聞いた覚えがないし、最初はあまり騒さわがれなかったのかしら」

　飛鳥井と醍醐がそれぞれ報告するのを聞き、有紗は紙にそれらを書きつけていく。これだけ分散した記事になっているとなると、まとめたほうがわかりやすそうだ。

「三年前の静岡の事件と、それが連続失踪事件の疑いがあるということも、そんなに話題にならなかったんでしょうか」

「いいえ……、思い返してみれば、聞いたような覚えがあるわ。ただその時はまさか烏丸の御曹司の件と関係があるだなんて思ってもいなかったから……。気付かなかったわ」

　醍醐が悔くやしそうに爪つめを嚙かむ。

「とにかく、ここまで手がかりがわかったんだから、あとは生き字引に訊きいてみましょう。引っ張ってくるから待っててちょうだい」

「わたしたちから伺うかがったほうがいいんじゃ？」

「いいのよ。向こうじゃうるさくてゆっくり話なんか聞けやしないんだから」

　記者として事件記事を見み逃のがしてしまった悔しさの反動なのか、彼女はものすごい勢いで倉庫を飛び出していった。

　ややあって、騒そう々ぞうしい声とともに年かさの男が文字通り醍醐に引っ張られて入ってきた。

「勘かん弁べんしろよ、こちとら朝飯も食ってないんだぜ」

「ちょっとだけだから！　お願いよ、切せつ羽ぱ詰つまってるの！」

　急せきたてられてやってきた男は、有紗たちを見て怪け訝げんな顔をしたが、誰だれだと問うよりも前に机に広げた記事が目に入ったらしい。ほう、と感心したような声をあげた。

「懐なつかしいのをやってるじゃないか。こいつがどうしたんだ？」

「やっぱり、知ってるのね？」

「知ってるも何も、俺が書いた記事さ。確かまだ未解決のはずだぜ」

「詳くわしく知りたいの、教えてちょうだい！」

　醍醐に無理やり椅い子すに座らされ、彼は新聞記事に目を落とす。

「集団神かみ隠かくし事件ってやつさ」

「神隠し？」

　醍醐が眉まゆをひそめて聞き返し、有紗も身を乗り出した。不ふ穏おんだが興味を引く言葉だ。

「何人かは戻ってきたが、何人かは消えたまま。ほとんどが十代の娘ばかりで、人買いにさらわれたんじゃないかって話もあったな。地方じゃ工場の女工が足りないとかで、そこに売られたんだって」

「じゃあ、戻ってきた子たちは逃げてきたってこと？」

「なんとも言えなかったのさ。何しろ記憶をなくして戻ってきたんだからな」

　広げた記事の〈記き憶おく喪そう失しつ〉という見出しをトントンと指でたたきながら彼が言う。

「だけどそんな噂うわさがあったのなら、警察が各地の工場を捜そう査さしたりしなかったのかしら」

「したところもあっただろう。だが気の遠くなる話だぜ。日本に工場がいくつあると思う？　そもそも経営者が知らん顔してれば、ばれることもないんだしな」

　肩かたをすくめ、醍醐が用意していた珈琲を勝手に飲み始めた彼に、有紗は内心落らく胆たんした。

　その話のとおりなら、さらわれた少女たちはとても気の毒だ。しかし朔とはなんの関係もないということになる。

　すると、ふと彼と目が合った。

「お嬢じようちゃん、がっかりしなさんな。とっておきの話を教えてやるから」

「……え？」

　驚く有紗に、彼はにやりと笑う。秘密を打ち明けるように小声で言った。

「一人だけいたんだよ。戻もどってきたのに記憶を失ってなかった娘がな」

「本当!?　その子はなんて言ったの」

　かぶりつく勢いで訊いた醍醐の反応に満足したように、彼はさらに声を落とす。

「どうやら一連の件にはあやしげな結社が関かかわっているらしい。娘はうわごとみたいに、三日月が、三日月が、とだけ話したそうだ」

「！」

　ぎくっとして有紗は息を吞のむ。

　三日月といえば、朔が率いる結社の名前だ。

　そこまでは知らないはずの醍醐が眉をひそめた。

「何よそれ。三日月？」

「どうやらその娘をさらった男らが付けていたらしい。三日月の印の入った襟えり章しようをな」

　有紗はそっと飛鳥井に目をやる。黙だまったままの彼もわかったようで、硬かたい表情をしていた。

「警察はその結社とやらを調べたんでしょうね？」

「そりゃそうさ。だが該がい当とうする結社はなかったらしい。それで迷めい宮きゆう入りってわけだ」

「まったく、役立たずねえ、警察って」

「あはは、そう言うなって。で、なんでこんな昔話を調べてるんだ？」

　なんでもないわよ、と醍醐があしらっているのを聞きながら、有紗は考え込んだ。

（連続失しつ踪そう事件に三日月党が関わっていた──ということ？　その被ひ害がい者しやの一人が伏見さまの妹さんだった……。でも目的はなんなの？　政府の役所襲しゆう撃げきの件は人造科学の技術を奪うばうためだとか、理由がわかるけど……）

　まだまだわからないことばかりだ。

　自分たちは手がかりの最初の一つをつかんだにすぎないのだと、有紗はため息をついた。
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　今度こそ休憩をとることにし、有紗もしばし仮か眠みんをとった。

　目が覚めると飛鳥井も醍醐も席をはずしていたため、再び過去の記事を探さぐる作業をしていたのだが、しばらくすると飛鳥井が戻ってきた。

「お屋や敷しきに帰っていたんだ。お嬢さんたちが心配していらしたから、簡単に事情を説明して、当分帰れないかもしれないって伝えてきたよ。警察に届け出でもされたらいけないからね」

　昨夜は緋早子たちにもある程度の事情は話して出てきたのだが、一晩帰らなかったとなると相当心配したことだろう。有紗は申し訳ない思いで礼を言った。

「ありがとうございます。お兄さま、眠ねむっていないんでしょ？　少しは休んでください」

「あれ……、これは？」

　机に広げていた書きかけのノートを彼が手に取る。

「余っているノートをいただいたので、わかったことをまとめていたんです。細かい情報ですけどいろいろ見つけたので──あ」

　勢い込んで説明しようとしたら、ノートを取り上げられてしまった。

　驚おどろいて見上げる有紗を、飛鳥井が眉をひそめて見ている。

「こんなことをしていたのなら、君だって休んでいなかったんだろ？　だめだよ、ほどほどにやらないと身体からだを壊こわす」

「いいえ、一時間は眠りました」

「そんなの眠ったうちに入らないよ。じゃあこれから二人で少し休もう」

　ノートを閉じ、彼は手招きをしてドアへと向かった。

「すぐ近くに甘味の店があったから、そこへ行こうか」

「でも、眠らなくていいんですか？」

　それは休むうちに入るのかと思いながら訊くと、彼は笑った。

「妹と二人で甘味処に行く機会なんて滅めつ多たにないし、そっちのほうが寝ねるよりよほど癒いやされそうだからね」

　口実半分、そして本気も半分のようだ。

　彼がそこで休めるのならと思い、有紗もそれ以上は何も言わず、うなずいて席を立った。







　大日本新報社から二軒けん隣となりの建物に、その甘味処はあった。

　午前中の早い時間だから客はそう多くはなく、ほとんどは若い男女だった。近きん隣りんの勤め人が外回りのついでに休きゆう憩けいしているといったところだろうか。

　有紗はお汁しる粉こ、飛鳥井はあんこ餅もちをそれぞれ注文し、お茶と一いつ緒しよに運ばれてきたそれを食べながら互たがいの情報を交こう換かんすることになった。

「連続失踪事件の最初の件は五年前ということでしたけど、本当にそうなのかしら。調べればもっと昔にさかのぼれるんじゃ？」

「醍醐さんも同じことを気にしていたよ。一いつ旦たん戻もどって別のことを調べてくると言っていたけど」

「やっぱり、一連の事件は朔さんが起こしたことだと思いますか？」

　飛鳥井は眉をひそめ、少し厳しいような顔つきになる。

「首しゆ謀ぼう者しやかどうかはわからないけど、なんらかの形で関わっているとは思う。戻ってきた娘むすめが見たっていう三日月の襟章だけど、蒼生子お嬢さんも覚えがあるようなことを言っていたんだ」

「蒼生子さんが!?」

「彼女の父親──四ノ宮元男だん爵しやくに、蒼生子お嬢さんの蘇そ生せいを持ちかけてきた男も同じものを付けていたそうだよ。三日月党の象しよう徴ちようみたいなものなんだろう、おそらく」

「でも、蒼生子さんの一件の場合、甦よみがえりの技術を研究しているようなことを聞いたんですけど……。じゃあ三日月党の目的はそれなのかしら。そのために少女たちを攫さらった？　蒼生子さんの時と同じように、その……」

「実験台にするために？」

　言いよどんだのを察してか飛鳥井が続きを口にする。有紗は遠えん慮りよがちにうなずいた。

「よくわからないんですけど、魔ま術じゆつというのにもいろいろと種類があるんでしょう？　政府が研究を進めているのは人造科学の産出ですけど、朔さんや三日月党が欲しがっている魔術というのは別のものなんじゃないかしら。いわゆる、永遠の命だとか……死者の甦りの技術とか」

「もしそうなら、古代中国の王様みたいなやつらだね」

　飛鳥井は皮肉をにじませて笑ったが、ふと硬い表情になって目を落とした。

「……あいつのことをさん付けなんかしなくていい。俺たちの両親の仇かたきなんだから」

　憎にくしみのこもった声に気づき、有紗ははっとしてうつむく。

　呼び方に迷ってなんとなく朔のことをそう呼んでいたが、彼の前では無神経な振ふる舞まいだったと気がついた。

　京四郎が記き憶おくを封ふうじたために幼かった自分は何も覚えていないが、兄は十年前の事件の夜、その目で目もく撃げきしているのだ。押し入ってきた者たちが研究所に火をかけ、父親を殺したところを。

「ごめんなさい……」

「いや、謝ることじゃないよ。こっちこそごめん」

　すぐに我に返ったらしく、飛鳥井が気まずそうに言う。

　しばし沈ちん黙もくが流れたが、お茶を飲んで気持ちを切り替かえたようで、彼があらたまったように切り出した。

「十年前のあの夜、桜の書を持っていたのは俺だったんだ」

　思いがけない話に、有紗は驚いて顔をあげる。

「お兄さまが？」

「うん。少し前にお祖父じい様──桜川博士が久しぶりに研究所に来てね。彼が発明した品を誰だれに形見分けするか決めたと急に言い出したんだ。今にして思えば何か虫の知らせがあったのかとも思うけど……。それで桜の書は俺に、指輪は有紗に渡わたすと言われて」

「そこでそれぞれ継ついだということ？」

「いや、あくまで将来的にという話だよ。だけどよっぽど嬉うれしかったんだろうな。今夜は抱だいて眠るんだって言って聞かなくて、一晩だけという約束で預かることになったんだ。まさかその夜に襲おそわれるなんて思ってもいなかったから」

　有紗はごくりと唾つばを吞んで彼を見つめた。

「桜の書を持っていたのなら、お兄さまは危ない目に遭あわれたんじゃ……」

「それが自分でも不思議なんだ。一人で逃にげ出して、気づいた時には真っ暗な山中に倒たおれていて、桜の書もなくなっていて……。確かに持って逃げ出したはずなのに」

　彼も当時は子どもだったし、非常時のことだ。記憶が抜ぬけ落ちているのかもしれない。

「どこかに落としたとか？」

「さあ、どうだろう。もしそうだとしたらなぜそれが一乗寺家にあったのか、そしてなぜ孝介さんが持って消えたのかもわからない」

　飛鳥井は難しい顔で目線を落としている。

　それは確かに不思議な話だと有紗も考え込んだ。

　父──孝介はあの夜、玲弥と一緒に里でお産中の小夜子のもとにいたはずだ。飛鳥井を連れて逃げ出したとは聞いていない。

「東京に出てきてから、自分なりに十年前の事件のことを探っていたんだ。当時の関係者の屋敷や立ち寄り先に潜せん入にゆうして、何か手がかりがないかってね」

　空気が重くなってきたと気づいてか、飛鳥井が軽い口調になって話を変えた。

「そうだったんですか……。関係者って、たとえば？」

「研究所の運営に関かかわっていた政府のお偉えら方がたとか、当時は研究所を離はなれていたけどかつて働いていた学者とか、いろいろさ。その中の誰かが裏切って事を起こしたと思っていたから。烏丸朔と手を組んでね」

　有紗は息を吞のみ、おそるおそる訊たずねる。

「実際は、どうだったんですか？」

「空から振ぶりだったよ。誰かに命じられたとか、手を組んだとかじゃない。烏丸朔が単独で計画して仲間を引き入れたんだと思う」

　そう言った彼の目は厳しかったが、もう憎しみまでは見られなかった。有紗の前だから気を遣つかってくれたのかもしれない。

「でも、探さぐるってどうやって？　そんなに偉い方のお屋や敷しきだったら、潜入するのも難しそうですけど……。使用人になりきって、とか？」

　ふと疑問に思って訊きくと、飛鳥井はなぜか目を泳がせた。「まあ、いろいろね」とごまかすように言って餅を頰ほお張ばっている。

　つられてお茶を一口飲み、有紗は会話の流れを思い返した。

　やはり引っかかることがあり、迷いながらも顔をあげる。

「父は──一乗寺の父のことですけど、あの夜、本当に里に下りていたんですか？」

「と、言うと？」

「……お兄さまが持っていたはずの桜の書がうちにあったのは、やっぱり変ですよね。京四郎さんは父は里に下りていたと言っていましたけど、実際に見たわけじゃないみたいでした。父が噓うそをついている可能性もまったくないわけじゃないでしょう？」

　考えたくはないが、状じよう況きようを知れば知るほど、一乗寺孝介という人がわからなくなってしまう。

　桜の書を持っていたのもおかしいし、桜の書とともに消えたというのも不思議だ。京四郎ですら行方ゆくえを知らないなんて、どこで何をしているのか。

「お兄さまがさっき仰おつしやった〝関係者〟には、父も含ふくまれていますよね。あの当時、研究所にいたんですから」

「有紗……」

「父は悪い人だったんでしょうか。そんなこと、今まで一度も考えたことがなかったんですけど、でも──」

「それは違ちがうと思うよ」

　言いたいことを察したのか、飛鳥井が少し強い口調で遮さえぎった。

「誤解させたのなら俺の言い方が悪かったね。孝介さんを疑っているわけじゃないんだ。もし孝介さんが桜の書を悪用するつもりで持っていたとしたら、今までいくらでもその機会があったわけだろう？　なのにそうはせずに、君のことも大事に守ってくれていたんだから」

「……ええ……」

「それに、たとえばだよ。今になってあちらに寝ね返がえったとしてもだ。つい最近まで有紗の存在が知られていなかったんだから、孝介さんは君の情報を漏もらしたりもしていない。向こうについたとは考えにくいんじゃないかな」

　よほどうろたえているように見えたのか、飛鳥井は重ねて否定してくれた。安心させようというのが伝わったので、有紗は小さくうなずきを返す。

（そうだったらいい……というか、そうであってほしいけど……）

　父には自分たちの知らない顔があったのでは──？

　その思いがぐるぐると脳のう裏りをめぐり、不安はなかなか消えてくれなかった。
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　醍醐が資料倉庫に戻もどってきたのは、その日の夜のことだった。

「長いこと留守にしてごめんなさい。あちこち調べ回ってきたものだから」

　息を切らしている彼女を出で迎むかえ、有紗は急いで机に広げた記事やノートを片付ける。

　醍醐の帰りが遅おそいので今夜はここに泊とまりになるのではと案じた飛鳥井は、その用意のため買い物に出かけていた。その間ずっと一人で記事から情報を探していたのだ。

「お帰りなさい。飛鳥井さんはちょっと出かけています」

「そう。じゃあ一人で頑がん張ばってくれていたのね。こっちもいろいろとわかったことがあったわ」

　目がきらめいている。かなりの収しゆう穫かくがあったようだ。

「まず、死亡記事が出る前の烏丸朔の行動について調べたの。当時の彼は侯こう爵しやく家の跡あと取とりとして表向きの仕事をしていたから、だいぶ記録が残っていたのよ。それによると、神かみ隠かくし事件の起きたのと前後してその現場付近にいたことがわかったの」

　有紗は思わず身を乗り出す。

「双そう方ほうが重なっていたとなると、やっぱり烏丸朔が失しつ踪そう事件に関わった可能性がありますね」

「あるどころか、黒幕だったと私はにらんでいるわ。なんといっても真っ黒な穴を見たという共通点があるしね。あんなことができる人間はそうはいないでしょう」

「ええ。問題は、なんのために少女たちを攫さらったのかですよね」

「そうね。そして、なぜ消えたままの少女と戻ってきた少女とがいるのか。双方が運命を分けた理由が気になるわ。まさか個人的趣しゆ味みというわけじゃないでしょうし」

「そっか……。となると、大勢を攫った上で、その中から選んだ基準が何かあったんでしょうか。戻ってきた少女たちはその基準からもれたとか？」

　あらためて考えてみれば不思議な話だ。戻ってこられた少女たちは幸運だったと思うが、攫われたままの少女たちと何が違っていたのだろう？

「なんにせよ、若い少女ばかりを誘ゆう拐かいしたという時点でろくな目的じゃないでしょうね」

　何を企たくらんでいたんだか、と醍醐が憎にく々にくしげに言う。

「人買いに売るため……とかではなさそうですね」

「あんな妖よう術じゆつを使う男が、それだけのために攫うはずないわ。ちょっと力のある男なら腕わん力りよくだけでやれたでしょうからね」

「そうですね……」

　うなずきながら、有紗は飛鳥井と話したことを思い出していた。

　蒼生子の父を騙だまして彼女を生ける屍しかばねにした時のように、魔ま術じゆつの〝実験台〟にするために少女たちを誘拐したのではないか──。我ながら不気味な予想だが、頭から離れない。

（青あおヶが台だいの別べつ荘そうで起きた事件だってそうだったじゃない。ただの連続神隠しじゃなかった。結社の男が魔術の結界を完成させるために、少女たちを集めて術に使おうとしていた……）

　嫌いやな予感がじわじわと胸に広がっていく。

　あの時も理解できなかったが、そもそも理解しようとするのが間違いなのかもしれない。罪もない少女たちを巻き込む時点でわかりあえるはずがないのだ。

「そういえば……」

　有紗が淹いれたお茶を飲んでいた醍醐が、独り言のようにつぶやいた。

　見ると、彼女は少し決まり悪そうに首をかしげた。

「いえね、六条さんが消える直前に話していたことを思い出したものだから」

「叔父おじさまと？　どんなことです？」

「ええ……、まあ言い出したのは私のほうなんだけど」

　めずらしく躊躇ためらっている。言いづらい話のようだ。

　有紗が身を乗り出したのを見て、彼女は仕方なさそうに続けた。

「電気が灯ともり始めたばかりの時代、電線に乙おと女めの血を塗ぬって電気を作って通しているっていう風聞があったんですって。少女ばかりが攫われているというのでちょっと思い出して」

　ぞくっ、と背中に震ふるえが走った。

「嫌だわ、ごめんなさい、あまり気持ちの良い話じゃなかったわね」

　表情を見て察したのか、慌あわてたように醍醐が顔をのぞきこんでくる。

　有紗は「いいえ、大だい丈じよう夫ぶです」と急いで首を振ふったが、内心は動どう揺ようを抑おさえるのに必死だった。

　きっとそうなのだ。そう直感的に思った。

（三日月党は政府の研究所を襲しゆう撃げきしたり、十年前の事件を起こしたりしている。その目的は人造科学の技術を奪うばうこと──だとするとやっぱり今もそのために動いていると考えたほうがいいんじゃないかしら。蒼生子さんの事件はまた別もので、少女たちを糧かてになんらかの魔術を創つくろうとしているんじゃ……？）

　最後の失踪から──最後と仮定すれば、だが──三年経たっても、まだ少女たちは見つかっていない。そして、朔は次の事を起こしていない。

　なぜなのだろう。時を待っているのだろうか？

　それとも、足りない〝何か〟があるのか──？

　無意識に手が右手の指輪に触ふれた。どきりとして有紗は目をやる。

（……ひょっとして、この指輪……？）

　包帯の巻かれて見えないはずの石が、赤くきらめいた気がした。
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　伏見に連行されたのは、とある館やかたの一室だった。

　警察署の留置所でなかったところからして、彼独断の逮たい捕ほで間違いないようだ。

　とりあえず一昼夜、京四郎は大人しく様子を見ることに徹てつした。

　対面に座る伏見の言動、彼に報告にくる部下の声、館の外の音。警察が──というより伏見がだが、どれくらい朔の現状を知っているのか探さぐりたかった。

　その結果、彼が驚おどろくほど詳くわしいところまで捜そう査さ済みであることがわかった。

　爆ばく破は事件だけでなく連続失踪事件にも関かかわっていること。三日月党の根城の位置。三年前に死んだと発表されて以降の、朔の足取り。

　しかし上に談判してはもみ消されることもわかっているようで、報告はしていない。彼は警官としてではなく一個人として、消えた妹の行方ゆくえを追うつもりなのだろう。

「そろそろ話す気になりましたか？」

　悠ゆう然ぜんとテーブルの向こうから伏見が微笑ほほえみかけてくる。彼も眠ねむっていないはずだが、髪かみの毛一本乱れていないのはさすがだった。

「烏丸朔は今、どこにいるんです？」
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　何度となく繰くり返された質問だ。京四郎は微び動どうだにせず答えを返す。

「私もそれが知りたいですね」

「やれやれ、頑がん固こな人だ」

　このやりとりも何度目だろう。伏見は苛いら立だつ様子もなく、じっと目をのぞきこんできた。

「あなたや烏丸家の立場というのもわかりますし、ご自身で身を守れるでしょうから余よ裕ゆうでいられるのかもしれない。しかし有紗さんは違ちがうでしょう。あの男は、十年前と同じように彼女から家族を奪うような真似まねをするかもしれませんよ。そうなってからでは遅い」

「……」

「有紗さんは必ずまた狙ねらわれます。あなたと逃にげ回るより我々で保護したほうが安全でしょう。そうは思いませんか？　そして何か起こる前に烏丸朔を捕とらえるんです」

　今度は有紗をだしにして揺ゆさぶりをかけるつもりらしい。

　そんなことはとっくに考えていたため、京四郎は無表情でやり過ごした。

「京四郎さん。僕はあなたが憎にくいわけではありません」

　笑みを消した伏見が、じっと目を合わせてくる。

「むしろ気の毒に思います。いかれた兄の尻しりぬぐいをさせられて、さぞ気苦労が多いことでしょう。あの男のせいで烏丸一族全体がよからぬ印象をもたれているのにも同情しています」

「……」

「僕と手を組みませんか？　僕たちはおそらく日本で一番、三日月党について詳しい情報を持っている。協力すれば事が進むかもしれない。有紗さんの安全のためにも、そうしたほうがいいのでは？」

　京四郎は嘆たん息そくだけで彼の勧かん誘ゆうを流した。

　有紗の安全のため。それを考えなかった日などない。それを脅おびやかす朔が憎いのも昔から変わらない。

　ひたひたと確実に近づいてくるあの男から、どうしたら有紗を守れるのか。どこまで手が及およんでいるのか確定していないから、その手がかりがあればと思って伏見についてきたが、確固たることはつかめなかった。

　そうとなれば、早くここを出たほうがよさそうだ。いつまでも有紗を飛鳥井だけに任せてはおけない。

　──ちくり、と手首に痛みが走った。

　はっとして見下ろすと、痣あざが赤くなっている。久々に感じる痛みに、京四郎は息を吞のんだ。

（何かあったか？）

　有紗の窮きゆう地ちを報しらせているのかもしれない。これまでにも同じことがあった。

　そう思った瞬しゆん間かん、京四郎は迷わず懐ふところからピストルを抜ぬいた。

「！　京四郎さん！」

　伏見が目を瞠みはって叫さけぶが、構うことなく窓に向けて発はつ砲ぽうする。ガラスが砕くだけたそこにもう一発撃うち込んだ。

「貴様ーっ！」

　若い警官たちが憤ふん怒ぬの形相で向かってくるのをかわし、窓辺へ走った。身体検査が甘かった自身の怠たい慢まんを悔くやめという心ここ地ちで、割れたガラスを破る。

　嵌はめ殺しの窓に開いた穴に足をかけ、京四郎は室内を振り返った。

「朔のことは私が決着をつけますよ。伏見さん」

　伏見が目を見開いた。

　彼が何か言うより先に窓から飛び降りる。

　下を張っていた警官と鉢はち合わせしたが、当て身をくらわせるとあっさり突とつ破ぱできた。

　塀へいを乗り越こえ通りに出ると、どのあたりなのか見当をつけながら走る。どこか電話をかけられる場所を探さなければならない。

　松小路邸ていにいる有紗と連れん絡らくがつけば、ひとまずほっとできる。そのあとのことは飛鳥井に指示すればいい。彼なら何があっても彼女を守ってくれるだろうから。

　カフェに向かう車中で許いい嫁なずけだったことを持ち出したときの、こちらの返答を聞いて元気をなくしていた姿を思い出すと、少し胸が痛んだ。

　まだ年若い彼女に余計な心労をさせまいと気き遣づかったつもりだったのだが、あれは裏目に出たのだろうか。

　一日会っていないだけなのに、もうずいぶん長いこと離はなれているような気がする。

　無む性しように有紗の笑顔を見たかった。

（無事でいてくれ──頼たのむ）

　警官たちの足音がいくつも追ってくるのを聞きながら、ただひたすらそれだけを思い京四郎は人ごみを縫ぬって走った。




　　　　[image: くぎり]




　簡単な夕食を取り、醍醐と二人で調査結果を報告しあっているうち、数時間が過ぎていた。

「そういえば飛鳥井君は遅おそいわね」

　ふと気づいたように彼女がドアのほうを見たので、有紗もそちらへ目をやる。

「もしかしたらお屋や敷しきのほうに行ってるのかもしれません。こまめに連絡を入れるように約束してきたみたいですから」

　泊とまりの準備といっても買い物だけで揃そろえられるかわからないし、彼自身の忘れ物を取りに行ったのかもしれない。有紗としてはこの倉庫で椅い子すに座ったまま一夜を過ごしてもまったく構わないのだが、兄はそうはさせたくないようだった。

「じゃあそのうち帰ってくるでしょう。今日は早めに休みましょうか。昨日の今日で疲つかれたでしょうから」

「あ、わたしはもう少し調べてからにします」

　木箱を引き寄せようとすると、彼女に軽くにらまれる。

「だめよ。休む時は休んで、起きてる時に精せい一いつ杯ぱい動き回るの。これが記者の鉄則よ」

　そう言われると弱い。将来は記者を目指す身としては、素す直なおにならざるをえなかった。

「……はい。そうします」

　醍醐はにっこり笑い、鞄かばんを持って立ち上がった。

「上に社員用の休きゆう憩けい室があるの。今夜はそこで休みましょう。畳たたみの部屋で布ふ団とんもあるし、そこそこくつろげるのよ」

「わたしが行ってもいいんですか？」

「もちろんよ。男は立ち入り禁止って張り紙しておくから心配しなくていいわ。飛鳥井君には書き置きをしておきましょう」

「はい」

　余り紙をもらい、有紗がペンを走らせようとした時だった。

　倉庫のドアが開き、資料室の男性が顔を出した。

「万里ちゃん、お客が来てるぜ」

「客？　誰だれよ、こんな時間に」

　普ふ通つうの市民はもう寝ねる時間よ、と醍醐が眉まゆをひそめると、彼は有紗を見た。

「いや、そっちの見習いのお嬢じようちゃんにさ。黒い服の男が面会したいってよ」

「わたしに？」

　ここにいることは誰も知らないはずなのに、客なんて来るはずがない。

　有紗は目を丸くしたが、はっと思い当たって息を吞んだ。

　黒い服の男と聞いて、少し嫌いやな感じがしたのだ。

（朔さんも黒い服を着ていたっけ。でも、まさかね……）

　彼についてずっと調べていたせいだろうか。なぜか最初に脳のう裏りに浮うかんでしまい、不安がこみあげてくる。

　朔がこの場所を知るすべはないはずだ。それはわかっているのに、調べるほどに恐おそろしい想像がふくらむからか、ぞわぞわとした予感が消えてくれない。

「──あっ。おいあんた、勝手に入らないでくれよ」

　ふいに男性が背後を振ふり向いて叫んだ。

「おいおい、困るなあ。外で待ってろって言われただろ……うわっ」

　有紗は思わず立ち上がった。

　向こうから現れた影かげが、男性を押しのけるようにして姿を現す。

　逃にげだそうと後ずさりかけていた有紗は、彼を見ると、目を瞠った。

「……京四郎さん!?」

　立っていたのは息を切らした京四郎だったのだ。

　彼はつかつかと倉庫に入ってくると、有紗の手をつかんだ。

「すぐにここを出よう」

「えっ？　でも──」

「世話になったな」

　啞あ然ぜんとしている醍醐にそう言って、彼は有紗の手を引くと、さっさと倉庫をあとにする。

「京四郎さん！　どうしてここに？　伏見さまに捕つかまってたんじゃないんですか？」

　足早に歩く彼に必死についていきながら訊きいた時、苛いら立だった声が追いかけてきた。

「烏丸様！　ちょっと急すぎるんじゃありません？　説明していただきたいわ」

　振り向くと、醍醐が大おお股またに追ってくるところだった。突とつ然ぜんの登場にぽかんとしていた彼女も我に返ったらしい。

　京四郎がようやく足を止めて振り向いた。

「彼女に危険が迫せまっているんだ。もっと安全が確保できる場所へ連れて行く」

「なんですって？　どういうことですの」

「今は説明できない。それと六条君のことも私に任せてくれ」

　それだけ言うと、彼は再び背を向けて歩き出す。

　わけがわからなかったが、危険が迫っているという言葉で事態を察しなければならなかった。有紗は小走りに歩きながら、醍醐に急いで会え釈しやくした。

「醍醐さん、いろいろとありがとうございました！　大だい丈じよう夫ぶですから、心配しないでください」

　角を曲がり、階段室に入った。彼女の姿は見えなくなる。

　ロビーを抜ぬけて建物の外へ出ると、あたりは夜の闇やみに沈しずんでいた。所々街灯が照らす道路が濡ぬれていて、雨が去った後だと教えてくれる。

　人ひと気けのない通りを京四郎は速度をゆるめることなく歩いていく。彼の背中から緊きん張ちようが伝わってきて、話しかけるのも憚はばかられるくらいだ。

　だがいつまでも押し黙だまっているわけにはいかない。袖そでを引っ張って訴うつたえた。

「危険が迫っているって、どういうことですか？　何か起こったんですか？」

　行く手に自動車が一台、駐ちゆう車しやしているのが見えた。京四郎の車のようだ。彼も目に入ったらしく、やっと歩ほ幅はばをゆるめた。

「久しぶりに痣あざが痛んでね。君に何かあったんじゃないかと、伏見さんのところから脱だつ出しゆつしてきた」

「痣が？　でもわたし、特に変わったことはありませんけど……」

「今まではそうかもしれないが、これからはわからないだろう。松小路邸に連絡をしてみたら女記者と飛鳥井君とで新聞社にこもっていると聞いた。それで急いで来たというわけだ」

　飛鳥井が連絡役をしてくれたおかげで、すぐに居場所がわかるようになっていたのだ。彼に感謝しつつ、有紗は胸が熱くなった。

「すみません、ご心配おかけして」

　飛んできてくれたのかと思うと申し訳ない気持ちになったが、顔を見られたことにほっとしたのもあり涙なみだが出そうになってしまう。

　背を向けている京四郎は気づかなかったようで、冷静な声で続けた。

「とにかく先を急ごう。もう松小路邸ていには戻もどらないほうがいいかもしれないな」

「えっ。どうしてですか？」

「君の居所を朔が突つき止めた可能性がある。潜せん伏ぷく先を変えたほうがいい」

　有紗はびくりとして顔をあげる。

　急に現実に引き戻されたような気がして、背筋が冷えた。

「醍醐という記者が随ずい分ぶん事件を嗅かぎ回ったようで、あちこちに出しゆつ没ぼつしている。三日月党に動きを悟さとられたはずだ。彼女が調べられればすぐに君にたどり着かれてしまう」

「そんな……！　でも醍醐さんだって注意を払はらいながら調査されてたはずなのに」

「別に彼女が悪いとは言わないが、彼女の周りに口の軽い記者仲間はいくらでもいるだろうからな」

　抗こう議ぎしかけた有紗は、その言葉に口をつぐんだ。

　新聞社にこもっていたわずか二日ほどの間、いろんな人たちにお世話になった。話を聞いた醍醐の先せん輩ぱい記者はあの後も当時の資料を持ってきてくれたし、若い記者も調べ物をして届けてくれた。資料室の男性は何度か差し入れをしてくれた。

　彼らは好意からやってくれたが、事情を知らないがゆえに有紗たちのことを口外する可能性がないわけではない。

　社外で醍醐が調査中に会った人たちもそうだろう。なぜ昔の失しつ踪そう事件をそれほど必死に調べているのかと興味を引かれ、心に残った人もいるはずだ。

　三日月党が彼らに接せつ触しよくし、そこから芋いもづる式に居所がばれるのは充じゆう分ぶんありえる。誰が悪いというわけではないのだ。

「ごめんなさい。わたしが首を突っ込んだせいで……」

　馨のことが心配でたまらず、そして京四郎の代わりに動けることが嬉うれしくて舞まい上がっていた。やっぱり大人しくしていればよかったと、後こう悔かいの念がこみあげてくる。

「六条君のためにやったことなんだろう？　彼を想おもっているのなら、そういうふうに考えなくていい」

　京四郎が落ち着いた声で言ってくれて、唇くちびるを嚙かんでいた有紗は少しだけ救われた気分になった。それでも、すぐには前向きにはなれなかった。

「……でも、これからどこへ行けばいいんでしょう」

　もう頼たよれるところはない。いよいよ朔の影が迫ってきた以上、知人のもとに身を寄せれば迷めい惑わくがかかる。

　弱気になったのを見通したかのように、つながれた手に力がこもった。

「私の親しん戚せき筋のところに行こう。少し遠いが、君は車で眠ねむっていればいい」

「遠いって、どのあたりですか？」

「東京を出て数時間走るくらいだろう。朝には着けるはずだ」

　ぽつ、ぽつ、と滴しずくが落ちてきた。また雨になりそうだ。

「急ごう」

　促うながされ、有紗はうなずいて足を速める。

　が、車のほうを見た時、それに気づいた。

　停とまっている車の傍そばに陽炎かげろうのようなものが見える。夜に現れるはずがないのに──。

「京四郎さん……、あれ、なんでしょう？」

　すぐに気づいた京四郎が、はっとしたように身構えた。

　ゆらゆらと動いていた暗くら闇やみが、ふいに歪ゆがんだ。

　ぽっかりと空間が口を開き、男が姿を現す。

「あ……！」

　ぞっとして立ちすくんだ有紗を庇かばい、京四郎が前に立ちはだかった。

「朔──」

　烏丸朔が、闇をまとって立っていた。

　京四郎がすばやくピストルを抜き、朔に向けて構える。

　しかし朔は気にも留めず、有紗を見ていた。

「私とともに来い。有紗」

　名前で呼ばれ、有紗は思わず後あと退ずさった。

　声にも魔ま力りよくがあるのかと思うくらい不気味で、無視するのが難しいような響ひびき。恐おそろしくて足がすくんでしまう。

「今すぐ投降しろ」

　京四郎の厳しい声が飛ぶ。荒あらげてはいないがこちらも迫はく力りよくがあった。

　痛くなるほどの緊きん張ちよう感かんがただよい、息が苦しくなってくる。

　朔が無表情のまま京四郎に目を向けた。

「京助よ。いつまで政府の犬でいるつもりだ？」

「……」

「今のおまえなら昔と違ちがって充分戦力になる。我々の研究を目まの当たりにすれば気が変わるだろう。有紗が手に入れば完成はすぐそこだ。結果を見たいのならともに来るがいい」

　京四郎が撃げき鉄てつを起こす。

　彼の全身から冷え冷えとした怒いかりが伝わってくるようだった。

「有紗は渡わたさない。絶対にだ」

　降り出した雨からも守るように、京四郎が背中で有紗を探すのがわかった。

　彼の陰かげに隠かくれて震ふるえているしかなかった有紗だが、それに気づいた時、ふっと心強さを感じた。

　自分一人で対たい峙じしているわけではない。彼が一いつ緒しよだ。怖こわくはない。

　何度も深呼吸して息を整える。一方的に狙ねらわれるだけなんてもう嫌いやだ。わからないことは追つい及きゆうして明らかにしたい。

「……どうして、わたしを連れて行こうとするんですか？」

　意を決して、ずっと疑問だったことを投げかけてみる。

「この指輪が必要だから？　研究に使うため？」

「しゃべるな、有紗」

　京四郎が鋭するどく制した。話しかけたことに驚おどろいているようだった。

　朔は、じっとこちらを見ている。

「指輪と、おまえが必要だからだ」

「──わたしも？」

「死んだ指輪のままなら役には立たない。その指輪は桜川の者が身につけたことで生き返った。だから使えるようになった」

　思いがけず返答があったことを意外に思いながらも、有紗は戸と惑まどっていた。

（生き返った？　どういうこと？）

　わからない。あの指輪にはまだ秘密があったのだろうか？

　指輪がはずせないから、だから有紗ごと連れて行こうとしているのかと思っていた。だがどうやら他ほかに理由があるようだ。

「指輪とおまえがいれば、アリスが復活できる」

　朔の視線を手元に感じる。いつのまにか指輪が熱を持っていることに有紗は気づいた。

「アリス……？」

「聞くんじゃない」

　京四郎が厳しい声で止めるが、朔は語るのをやめない。

「おまえはアリス復活の最後の欠片かけらとなるんだ。有紗──」

　突とつ然ぜん、銃じゆう声せいが響き渡った。

　朔がよろけたのを見て、京四郎が撃うったのだとわかり、有紗は息を吞のんだ。

「京四郎さ……」

「来い！」

　腕うでをつかまれ、引きずられるように走り出す。

　一いつ瞬しゆん振ふり向いた時、朔と目が合った。

　彼が何事かつぶやき、かすかに口元をゆがめる。

　笑ったのだと気づいた時──すさまじい爆ばく発はつ音があたりを切り裂さいていた。

　熱い爆風に吹ふき飛ばされ、道路に身体からだが叩たたきつけられる。

（……何？　何が起きたの？）

　確かく認にんする余よ裕ゆうはなかった。

　近くの建物から出てきたらしい人々の怒ど号ごうや悲鳴を遠くに聞きながら、有紗はいつのまにか意識を失っていた。







　気がつくと、薄うす暗ぐらい場所に横になっていた。

　気絶していたのはそう長い間ではなかったらしい。遠くのほうで人々の喧けん噪そうや鐘かねの音が聞こえている。

「気がついたか」

　京四郎の声がした。はっとして手を伸のばすと、握にぎり返してくれる。

「しっかりしろ。どこが痛い？」

　声に励はげまされるように意識を集中してみると、だんだん頭の中がくっきりとしてきた。

「大だい丈じよう夫ぶ、です……。ひどい怪け我がは、してないみたい」

　かすれ声を押し出すと、ほっとしたような吐と息いきが降ってきた。

「何が起こったんですか……？」

「車を爆破させたらしい。すぐに人が集まってきたせいか朔も逃にげたようだ」

　朔は連続爆破の犯人でもあった。車に細工をしていたということだろうか。

　それにしてもあれほどの爆発だったのに、ところどころ打ち付けたり擦すりむいたりした痛みくらいしかないようだ。京四郎が身を挺ていして守ってくれたのかもしれない。

　やっとそのことに思い至り、有紗は急いで身体を起こそうとした。

「京四郎さん……、大丈夫ですか？」

　返事はない。

　なんとか傍の壁かべに寄りかかりながら起き上がり、隣となりにいる彼をのぞきこむ。

「どうしたんです？」

　そういえばさっき答えた声がやけに力がなかった。心配になって手を伸ばすと、ぬるりとしたものが触ふれた。

（──え？）

　かすかに差し込む街灯の明かりに、手が黒く濡ぬれているのが照らし出される。

　凍こおりついたようにそれを見つめた有紗は、慌あわてて京四郎の身体に手を這はわせた。

　服があちこち濡れているのは、雨のせいだけではなかった。

「……血……？」

　怪我をしているのだ。それもかなりの深手らしい。

「しっかりしてください、京四郎さん！」

　必死に呼びかけた拍ひよう子しに、壁に寄りかかっていた彼の身体がずるりと横へ倒たおれた。

　街灯の明かりに、頭から血を流している京四郎の蒼そう白はくな顔が浮うかび上がる。

「京四郎さん……!!」

　昏こん倒とうした彼を、有紗は愕がく然ぜんと見下ろすしかなかった。







　第六幕　雨の夜の夢







　麓ふもとの街から荷馬車で三時間ほど揺ゆられ、そこから徒歩で山をのぼる。

　研究所が辺へん鄙ぴな場所にあるというのは聞いていたが、東京育ちの京助にとっては予想以上のものだった。

「こんな山奥で驚いたでしょう。普ふ段だんは車があるんですが、今日はたまたま出で払はらっていて……すみませんね」

　案内役の孝介という青年がしきりと気き遣づかってくれるが、三十分ほど歩いたところですでに返事をする気力もなくなっていた。

　幸いなことに、山は秋が早いようで風が涼すずしい。これが夏場だったらとっくにへたばっていたことだろう。

「もうまもなくですからね。この先は勾こう配ばいもゆるいし、山脈が見えて綺き麗れいですよ」

　はあ、と仕方なく相づちを返して、黙もく々もくと歩を進める。

　日本の最さい先せん端たんをいく科学研究所を、この目で見ることができる──。自分を励ましていたのはその思いだけだったかもしれない。

　とはいえ、甲州へ行けと烏丸の当主に命じられた時の高こう揚よう感かんはもうなくなっていた。

　とうに両親は亡なく、家を継つげるのも自分だけという清辻家にあって、勉学だけは真ま面じ目めに取り組んできた。烏丸一族の分家筋という半はん端ぱな家いえ柄がらが惜おしいわけではないが、一族代々の家業には興味があったし、修しゆ業ぎようするのが面おも白しろかった。

　だから、一族の中から数人が研究所へ手伝いにいくことになった時、自分が選ばれたことに驚おどろきながらも誇ほこらしくて、その日を指折り数えるくらい待ち遠しかったのだが──。

　蓋ふたを開けてみれば、自分の役割は、桜川家の娘むすめの子こ守もり兼けん、許いい嫁なずけだった。

　しかも相手は五つの子ども。他に年とし頃ごろの釣つり合う者がいなかったからだろうが、それにしても貧びん乏ぼうくじを引かされた気がしてならない。

　その子どもに会うために、これからは定期的にこんな山奥に時間をかけて通わなければならないのかと思うと、息を切らして歩く自分が情けなくなってくる。

「──ん？　どうしたんだろう」

　少し前を歩いていた孝介が立ち止まったので、京助は顔をあげた。

　訝いぶかしげに彼が見ている先を目で追うと、山道を上のほうから若い女が小走りにやってくるのが見えた。ひどくうろたえた様子で、あたりをきょろきょろと見回している。

「私の妻です。──小夜子、どうしたんだ？」

　孝介が声をかけると、小夜子と呼ばれた彼女は真っ青な顔をして駆かけ寄ってきた。

　京助に会え釈しやくするのもそこそこに、孝介に訴うつたえる。

「有紗ちゃんがいないんです。途と中ちゆうで会いませんでしたか？」

「ええっ？　いないって、どうして」

「お客様を……清辻さまをお迎むかえにいくと言って朝から聞かなくて。気をつけていたんですけれど、目を離はなした隙すきに出て行ってしまったみたいで……。ついさっきまではお部屋にいたのに」

　狼ろう狽ばいのあまり彼女は涙なみだぐんでいる。孝介も焦あせったように彼女をなだめた。

「落ち着くんだ。さっきまで離れにいたのなら、そんなに遠くには行っていないはずだよ。私たちも会わなかったから、まだ上にいるはずだ」

　急いで捜さがそう、と言って、彼が京助を見る。

「京助さん、申し訳ありません。そういうわけですので少し急ぐことになりました」

　というわけで、急きゆう遽きよ、迷子捜しが始まったのだった。







　先に屋や敷しきに送り届けるとの申し出があったが、慌てている人々を尻しり目めに自分だけ悠ゆう々ゆうと休むわけにもいかない。

　といって初めて訪おとずれた地で率そつ先せんして捜そう索さくできるはずもなく、脇わき道みちは孝介たちに任せ、京助はぶらぶらと森の本道をのぼっていった。

（人ひと騒さわがせな子どもだ……）

　というのが正直な感想だが、自分を迎えにいくといって出て行ったのは責任を感じなくもない。森に迷い込んでいるのだろうかと思うとさすがに気が急せいた。

　捜し始めてどれくらい経たったのか、そろそろ日が暮れそうになっている。山犬らしき遠とお吠ぼえも聞こえている。

　薄うす暗ぐらい森の中、木の洞うろをのぞきこんだり、崖がけ下したを確かく認にんしたり、窪くぼ地ちにたまった落ち葉を浚さらってみたりして、たいがい泥どろまみれになってきた時だった。

　がさがさっ、と茂しげみが揺れたかと思うと、白い犬が飛び出してきた。

　思わず立ち止まった京助を見て、犬が大きく吠ほえる。その声は先ほど聞いた山犬の遠吠えに似ていた。

　犬は京助を見ながら、しきりに本道の脇へと吠えている。ついてこいとでも言っているかのようだ。

　もしや、という直感があり、京助は犬の後を追って脇道へと足を踏ふみ入れた。

　人一人がやっと通れる細い獣けもの道みちが奥へと続いている。周囲は藪やぶだが、道自体は踏みならされていて、普段から誰だれかが使っているように感じられた。

　犬に導かれるまま進んでいくと、ふいに視界が開けた。

　夕日に照らされた山里が眼下に広がり、麓から歩いてきた道がかすかに見えている。絶景といえる眺ながめだ。

　それらを見み渡わたせる小さな野原に、子どもが一人倒れていた。

　赤と桃もも色いろの愛らしい柄がらの着物。切りそろえたつややかな髪かみ。片手にしっかり抱だいた人形。どれもが良家のお嬢じよう様さまだと感じさせる。

　駆けていった犬が子どもの傍そばにうずくまり、心配そうに鼻先を寄せた。どうやら彼女が主あるじのようだ。

（怪け我がでもしてるのか？）

　それで動けずにいるのかと、京助は急いで駆け寄って抱き起こした。

　顔を近づけてみると、規則的な呼吸があった。表情もごく穏おだやかで、どうやら眠ねむっているだけらしい。

　迎えに来たはいいが待ちくたびれて眠り込んだ、というところだろうか？

（こいつ……）

　心配させられた反動で、京助はむすりとしながら彼女を背負った。

　健すこやかそのものといった寝ね息いきを耳元で聞いていると、つい、捜している時と同じ感想がこぼれる。

「……人騒がせなやつだ」

　そんなふうに思いながらも、意外なほどほっとしている自分がいた。







　ようやく研究所のある屋敷にたどりつくと、もろもろの疲つかれが一気に出たようで、着き替がえもせずに寝入ってしまった。

　ふと目が覚めると布ふ団とんがかけられており、部屋には明かりが灯ともっていた。障子越ごしに、外が暗くなっているのがわかる。

「きよちゅじさんですか」

　急に枕まくら元もとで甲かん高だかい声がして、京助は驚いて起き上がった。

　畳たたみにちんまりと子どもが正座していた。こちらを見つめているまん丸の目は、わくわくしたように輝かがやいている。

「さくらがわありさです。はじめまして。よろしくおねがいしていたします」

　舌足らずすぎてうまく言えていないが、手をついてお辞じ儀ぎをする姿は一人前だ。

　と、今度は神しん妙みような顔で言った。

「おんぶしてくれてありがとうございました。ごめ……ごめいわく、かけてごめんなさい。きよちゅじさん」

　誰かにそう言えと言われたのだろう、およそ子どもらしくないご挨あい拶さつだ。迷子になったのを叱しかられたらしく、しゅんとした様子である。

　京助は布団を脇へやり、彼女に向き直った。泥まみれの学生服はどこかへ行ってしまっているのに、その時初めて気づいた。

「清辻だ」

　訂てい正せいしてやると、反応があって嬉うれしかったのか、彼女の表情がぱっと明るくなった。

「きよつ……きよちゅじ」

「清辻」

「きよちゅ、じ？」

「……清辻」

「きよちゅじ！」

「……」

　──なぜ言えていないのにこんなに得意げなんだ？

　次の反応を待っているかのような満面の笑えみの彼女を困こん惑わくして見つめていると、障子の向こうでくすくすと笑う声がした。

　失礼します、とか細い声がして、入ってきたのは若い女性だった。その後ろには山道で会った小夜子がいる。

　彼女たちはそれぞれ、女性は有紗の母、小夜子は有紗の乳母うばだと名乗った。

　丁てい寧ねいに京助に礼を言った二人は、お転てん婆ば娘むすめが見つかって心からほっとした様子だ。

「お名前がちょっと難しくて、まだ言えないみたいですの。張り切って覚えようとしていたのですけれど」

　二人は微笑ほほえましそうに有紗を見ている。可愛かわいくて仕方ないというところだろう。

「有紗ちゃん。お名前じゃなくて、お兄ちゃまと呼ばせていただいたら？」

　母親の提案に、有紗はきょとんとした顔になった。

「でも、ありさはもう、おにいちゃんがいるわ」

「たくさんいたっていいでしょう？　お兄ちゃまがたくさんいたら、嬉しいのじゃない？」

　うーん、と有紗は考え込んでいたが、やがて結論が出たのか、にっこり笑った。

「うん！　うれしい」

　そう言って、今度は京助をきらきらした瞳ひとみで見上げてくる。

「おにいちゃんって、よんでもいいかしら？」

　その期待に満ちたまなざしと、年ねん齢れいにそぐわない口ぶりと、念を押してきたいじらしさと。

　いろんなものに一いつ瞬しゆん圧あつ倒とうされ、気づけば京助は首を縦に振ふっていた。

　この時から、〝おにいちゃん〟と呼ぶ許いい嫁なずけとの長い付き合いが始まったのである。
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　一瞬、ふっと意識が浮ふ上じようした。

　夢を見ていたらしい。懐なつかしい、遠い昔の夢を。

　まだ十四だった自分が、五つの頃ころの有紗に初めて会った日の思い出だ。

　自分も研究の末まつ端たんに加わりたかったのに、なぜ子こ守もりなんだと最初は不満だらけだった。

　結けつ婚こん相手なんて誰だれでもよかったが、それが十近く離はなれた子どもなのも不本意だった。

　だが──。

「──京四郎さん!!」

　有紗が叫さけんでいるのが遠くで聞こえる。

　返事をして、大だい丈じよう夫ぶだと言ってやりたかったが、身体からだが動かない。雨が冷たく降り注いでいるのを感じるだけだ。

　見たかぎり怪我はしていないようだったが、まだ危険が去ったわけではない。早く彼女を連れて場を離れなければならないのに、再び意識が途と切ぎれていく。

（……だめだ。まだ……有紗を置いていくわけには──）

　出会った日、人騒がせな子どもでしかなかった有紗が、いつのまにか大事な存在になっていたこと。嫌いや々いやながら通った日々が、しだいに楽しみになっていたこと。

　少年の日の思い出が、そして成長した有紗との日々が、次々によみがえっては消えていく。

　もう許嫁ではないのだと言って、彼女に悲しい顔をさせた時のことも──。

　安全なところへ逃にげて落ち着きを取り戻もどしたら、言ってやるつもりだったのに。あれは噓うそだったと。傷つけたのならすまなかった、と──。

（昔も今も、何一つ変わってなどいないんだ。本当は……）

　すべての感覚が暗くら闇やみに落ちるのを感じながら、京四郎はひそかに後こう悔かいした。

　自分がどれだけ想おもっているのかを彼女に伝えられる時は、もうこないのかもしれない。

　それだけが、心残りだった。
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　あとがき







　こんにちは。清せい家け未み森もりです。

　久しぶりの桜乙女新刊となりましたが、楽しんでいただけたでしょうか。

　以前のあとがきで告知した日付よりだいぶ遅おくれての刊行となってしまいました。待ってくださっていた読者の皆みな様さま、お待たせしてしまってすみませんでした。そして関係者の皆様、ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありませんでした。




　今回、今まで何も事情を知らずにいた有あり紗さが自分の素す性じようや過去と向き合うことになり、そのためにちょっとシリアスな感じになっています。同時に恋れん愛あい面も少しずつですが進んでいるのではと思います。

　ラストの京きよう四し郎ろうのこれから、そして二人の恋こいがどうなるのか、次回も見守ってくださると嬉うれしいです。よろしくお願いします！





清家未森　　
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